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バンガラダンスシアター Bangarra Dance Theatre
Belong
先住民文化の再燃といわれ、国際的に高い評価
を得ているバンガラダンスシアター。現代に生
きるアボリジニのアイデンティティーを探る

「ID」と、受け継がれてきた風習をインスピレー
ションに共同体と自然環境の強いつながりを表
現する「About」の２つの新作で構成。
８月 25 日〜 28 日
会場： State Theatre Centre of WA
料金：$30 〜 $60

オーストラリアを代表するコンテンポラリーダンス
見逃せないパース公演

シドニーダンスカンパニー Sydney Dance Company
we unfold
斬新で創作的なパフォーマンスで観衆を魅了し
続けているシドニーダンスカンパニー。イタリ
ア人作曲家エツィオ・ボッソの曲とダニエル・
アスキルのビデオアートを用い、苦難、自由、
強さそして正確さを精巧なダンス作品に巧みに
重ね合わせた。
７月 27 日〜 30 日
会場：His Majesty’s Theatre 
料金：$35 〜 $75

予約 : BOCS Ticketing Tel (08) 9484 1133    www.bocsticketing.com.au

６月６日（月）午前 10 時〜午後４時
Barrack Square, Riverside Drive, Perth
スワンリバーを見下ろすパースのラン
ドマーク「ベルタワー」。６月６日の
建国記念日を祝してこの日は入場が無
料となる。タワーに収められたスワン
ベルは 1988 年、オーストラリア建国
200 周年の際にイギリスから贈られた
12 個を含む 18 個の鐘で構成されてい
る。まだ訪れたことのない人はこの機
会に。www.thebelltower.com.au

ベルタワー フリーデー
The Bell Tower Free Open House
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　西オーストラリア州政府は５月 22 日、

2011/12 年度予算発表にあたり、パース市

内中心部を再開発するシティーリンク・プ

ロジェクトに今後４年間に 5,680 万ドルの

追加予算を投じることを明らかにした。計

画中のスワンリバー・ウォーターフロント

再開発と併せ、今後の変貌が注目される。

　州政府は再開発プロジェクトにより職住

近接の機会をつくり出し、急増する人口に

パース市内再開発に拍車
新年度州予算追加で

も対応する社会基盤をもたらすことを意

図。核となるこれら２つのプロジェクトに

はすでに６億640万ドルが確保されており、

この追加予算で開発の加速が期待されると

している。　

　シティーリンク・プロジェクトはバス

ターミナルとフリーマントル線の線路を地

下化し、分断されているシティーとノース

ブリッジをつなげ、そこに質の高い商業、

　「いっしょにがんばろう、ニッポン！」

をテーマに東日本大震災被災地への支援

キャンペーンを日本各地で行っている豪

州食肉家畜生産者事業団のMLA。そのオー

ストラリアでのキックオフとなるチャリ

ティーイベントが５月 14 日、シドニー市

内の公園で行われた。

　オーストラリアの食肉生産者が中心と

なり日本の被災者、特に肉牛生産者をチャ

リティーバーベキューで応援しようと企

画された。秋晴れに恵まれたこの日、日

豪の政府機関・企業・レストラン関係者、

一般市民など大勢が集い、一日も早い被

災地の復興を願った。

　このイベントには、同じ肉牛業界との

交流の一環として被災地からオーストラ

リアへ招待された同業者も加わった。

　招待されたのは原発災害で苦しむ福島

県飯舘（いいたて）村で畜産農家を営む

佐野裕さんと同村産業振興課の山田信さ

ん、そして岩手県陸前高田市でご主人と

豪食肉生産者
オージーバーベキューで被災地支援

畜産業を営む小澤睦子さんの３人。

　山田さんは「世界中から温かい支援を

いただいて日本国民は大変心強く思っ

ています。困った時は互いに助け合う心

が大事。オーストラリアからも支援して

いただいて感謝している。今は目に見え

ない敵と戦っているが、何年先になるか

分からないが必ず復興する」と力強く

語った。

　また母、姉、親戚など８人が亡くなる

か行方不明となっている小澤さんは「今

回の招待に最初は躊躇（ちゅうちょ）し

たが、被害を知らしめ、他の被災者の勇

気づけにもなるのではと思い参加させて

いただいた。人々からの歓迎に感動し、

本当に心配してくれていることを実際に

感じることができた」という。

　MLA 駐日代表のメラニー・ブロックさ

んは「ビクトリアの山火事やクイーンズ

ランドの洪水の際に日本から寄せられた

励ましや支援に、オーストラリアはとて

　去る５月 15日、パースで活動するコーラ

スグループの「クワイアさくら」と「ミル

キーウェイ」が中心となり、東日本大地震・

津波被災地への復興支援のためのチャリ

ティーコンサート「Sing	for	Japan」を開催した。

　自分たちでふるさと日本のために何かが

できたらというそれぞれのメンバーの思い

が結ばれ、今回の合同コンサートが実施さ

れることとなった。

　会場となったアップルクロスの教会には

大勢の賛同者が集い、ホールに入り切れな

いほどの聴衆を前にバーバーショップカル

コーラスグループが手を結び
復興支援コンサート

テット「グローバルアコード」や「ロッキ

ングハム青年合唱団」、リリー・ウッズさ

んのソロなど、日豪による歌声を披露して

くれた。コンサート最後には「ふるさと」

を全員で合唱し、被災地に思いをはせ、そ

の復興を願った。

　なおこのコンサートは、西オーストラリ

ア州豪日協会、兵庫県文化交流センター、

虹の会、JA	NEWS の協力で行われ、収益金

および募金の全額が東日本大震災義援金と

して日本ユニセフ、日本赤十字社を通じ、

被災地に送られた。

も力づけられた。

今度は自分たちが

恩返しをする番」

と引き続き日本へ

の支援を行ってい

くことを表明して

いる。

　イベントによる

収益は、復興支援

活動および被災地

の学生奨学金支援

として全額寄付さ

れる。

ウォーターフロント・プロジェクト完成予想図
© Government of Western Australia

居住そして公共の施設

を建設するもの。

　ウォーターフロン

ト・プロジェクトは、

バラック、エスプラ

ネード、ウィリアムの

３ストリートに囲まれ

た公園を入り江に変

え、それを取り囲むよ

うに商業や文化、公共

施設を設けるもの。10

月末に開催される英

連邦首脳会議の終了

後、本格的に着手され、

2014 年内の完成を予定

している。

JA NEWS みんなの遠足 第 3 弾

ピナクルズ・サンセット・ツアー
JA NEWS みんなの遠足 第 3 弾

ピナクルズ・サンセット・ツアー
　今回は西オーストラリアを代表する自然の造形美「ピナクルズ」でのサンセットを体験す
るツアーを企画しました。地球が創り出した奇岩群が夕陽に染まる姿は一生の想い出として
目に焼き付くに違いありません。
　この奇岩群のサンセットを見るために「泊まりがけで行くにはちょっと」「帰りの夜道の運
転が心配」などという方には最適です。往路ではオリーブファーム、ハニーファクトリーに
も立ち寄り、夕食はピナクルズ近くの漁師町セルバンテスのレストランで。
　夕食後は天候に恵まれれば星空観測にもご案内。星座盤 ( 日本語 ) を参加者全員にプレゼ
ントしますので、満天の星空の下、南半球の星座をお楽しみください。
　なお、当ツアーは経験豊かな日本人ドライバーガイドがご案内します。

企画：JA NEWS    ツアー催行：d.o.a Australia Pty Ltd (LIC 2TA6090)
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【
シ
ド
ニ
ー
５
月
25
日
共
同
】

　
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
Ｏ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
の
ピ
レ
イ
高
等
弁

務
官
は
25
日
、
訪
問
先
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
記
者
会
見
し
、
難
民
認
定

を
求
め
て
同
国
に
渡
航
す
る
外
国

人
ら
に
対
す
る
厳
し
い
政
策
な
ど

を
念
頭
に
「
人
種
差
別
的
な
要
素
が

存
在
す
る
」
と
述
べ
、
ギ
ラ
ー
ド
豪

【
ロ
ン
ド
ン
５
月
20
日
共
同
】

　
英
・
オ
ラ
ン
ダ
石
油
大
手
の
ロ
イ

ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
は
20
日
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
部
沖
に
世
界

初
の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
の

政
権
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
ロ
イ
タ

ー
通
信
な
ど
が
伝
え
た
。

　
ピ
レ
イ
氏
は
、
難
民
認
定
審
査

が
終
わ
る
ま
で
数
年
間
に
も
わ
た

っ
て
申
請
者
を
収
容
施
設
に
留
置

す
る
政
策
を
や
り
玉
に
挙
げ
て
「
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
権
の
歴
史
に

暗
い
影
を
落
と
す
」
と
強
調
。「
人

種
や
肌
の
色
、
宗
教
の
違
い
に
よ
っ

洋
上
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す
る
計
画

を
発
表
し
た
。

　
２
０
０
７
年
に
発
見
し
た
「
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
ガ
ス
田
」
の
天
然
ガ
ス
を

プ
ラ
ン
ト
で
液
化
し
、
原
油
換
算
で

【
シ
ド
ニ
ー
４
月
28
日
共
同
】

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
英
王
子
の
結
婚
式

を
め
ぐ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

公
共
放
送
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
28
日
ま
で
に
、

式
当
日
に
放
送
を
予
定
し
て
い
た

風
刺
番
組
を
中
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
英
王
室
な
ど
に
よ
り
、
結
婚

式
の
映
像
使
用
が
急
き
ょ
制
限
さ

れ
た
こ
と
が
理
由
。
挙
式
が
ち
ゃ

か
さ
れ
る
こ
と
に
英
王
室
側
が
反

発
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
元
首
は
英

女
王
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
側
は「
将
来
の
元
首
」

の
結
婚
式
を
批
判
的
に
扱
え
な
い

こ
と
に
失
望
を
表
明
。
ラ
ッ
ド
外

相
も
28
日
、
地
元
テ
レ
ビ
に
対
し
、

個
人
的
な
意
見
と
し
つ
つ
も
「
も

う
少
し
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
持

っ
て
も
い
い
の
に
」
と
述
べ
、
Ａ

Ｂ
Ｃ
を
�	

援
護
射
撃	

�
し
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
な
ど

か
ら
の
映
像
を
使
い
、
結
婚
式
を

風
刺
す
る
番
組
を
予
定
し
て
い
た
。

当
初
は
映
像
の
使
用
に
制
約
は
な

か
っ
た
が
、
式
直
前
に
な
っ
て
「
コ

メ
デ
ィ
ー
や
風
刺
番
組
」
へ
の
使
用

を
禁
止
す
る
と
の
通
知
が
あ
っ
た

と
い
う
。

【
シ
ド
ニ
ー
５
月
11
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
非
営
利
組

織
「
シ
ド
ニ
ー
平
和
財
団
」
は
10
日
、

ロ
ン
ド
ン
で
開
い
た
式
典
で
、
米

外
交
公
電
を
暴
露
し
た
内
部
告
発

サ
イ
ト
「
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク
ス
」
創

設
者
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ア
サ
ン
ジ

容
疑
者
に
対
し
、
平
和
や
正
義
の

推
進
に
貢
献
し
た
人
物
に
与
え
ら

れ
る
人
権
賞
の
金
メ
ダ
ル
を
授
与

し
た
。

　
同
財
団
は
、
ア
サ
ン
ジ
容
疑
者

の
「
人
権
を
追
い
求
め
る
並
外
れ

た
勇
気
」
を
評
価
。
各
国
政
府
の

秘
密
主
義
に
挑
み
、
人
々
の
知
る

権
利
の
た
め
に
闘
い
続
け
る
姿
勢

を
た
た
え
た
。

　
ア
サ
ン
ジ
容
疑
者
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
。

　
豪
公
共
放
送
Ａ
Ｂ
Ｃ
な
ど
に
よ

る
と
、
同
財
団
は
シ
ド
ニ
ー
市
の
支

援
を
受
け
た
非
営
利
組
織
。
こ
れ

ま
で
同
賞
の
金
メ
ダ
ル
は
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
南
ア
フ
リ

カ
の
マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
や
チ
ベ

ッ
ト
仏
教
の
最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
14
世
ら
３
人
し
か
受
賞
し
て

い
な
い
と
い
う
。

【
シ
ド
ニ
ー
５
月
16
日
共
同
】

　
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
う
つ
ぶ
せ

に
な
っ
た
上
で
気
を
付
け
の
ポ
ー

ズ
を
取
り
、
写
真
に
撮
っ
て
見
せ

合
う
遊
び
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

流
行
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り

危
険
な
場
所
で
の
撮
影
に
挑
む
愛

好
者
が
増
え
、
15
日
に
は
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
転
落
死
す
る
事
故
が
発

生
。
警
察
が
注
意
を
呼
び
掛
け
て

い
る
ほ
か
、
ギ
ラ
ー
ド
首
相
も
16

日
、「
安
全
が
第
一
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　
こ
の
遊
び
は
英
語
で
「
板
張
り
」

を
意
味
す
る
「
プ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と

呼
ば
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

交
流
サ
イ
ト
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

な
ど
に
、
屋
根
や
木
、
動
物
な
ど
の

上
で
「
板
」
の
よ
う
に
な
っ
た
人
た

ち
の
写
真
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
一
部
で
は
危
険
さ
を
競

う
傾
向
が
あ
り
、
警
察
な
ど
に
よ
る

【
ソ
ウ
ル
５
月
25
日
共
同
】

　
韓
国
の
李
明
博
大
統
領
は
ソ
ウ

ル
で
25
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ギ

ラ
ー
ド
首
相
と
会
談
し
、
福
島
第
１

原
発
事
故
を
受
け
た
世
界
的
な
原

子
力
の
安
全
強
化
に
向
け
て
、
国
際

原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
取
り

組
み
な
ど
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
た
。
韓
国
大
統
領
府
が
発

表
し
た
。

　
大
統
領
府
に
よ
る
と
、
両
首
脳
は

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

日
本
国
民
に
あ
ら
た
め
て
哀
悼
の

意
を
示
し
、
復
興
支
援
に
引
き
続
き

努
力
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
両
首
脳
は
安
全
保
障
協
力
強
化
の

一
環
と
し
て
、
国
防
相
会
談
の
定
例

化
や
、
外
務
、
防
衛
担
当
閣
僚
会

合
（
２
プ
ラ
ス
２
）
開
催
に
向
け
協

議
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
。
北
朝
鮮

の
ウ
ラ
ン
濃
縮
活
動
が
国
連
安
全
保

障
理
事
会
決
議
や
６
カ
国
協
議
共
同

声
明
に
違
反
す
る
と
非
難
し
、
即
時

停
止
を
求
め
た
。
ま
た
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
締
結
交
渉
に
つ
い
て
、

今
年
中
の
妥
結
を
目
指
す
こ
と
を
再

確
認
し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
５
月
１
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
共
放
送

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
電
子
版
）
は
１
日
ま
で
に
、

同
国
南
部
ア
デ
レ
ー
ド
に
住
む
ソ

ニ
ー
の
「
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

３
」
の
男
性
ユ
ー
ザ
ー
が
最
近
、
約

２
千
豪
ド
ル
（
約
18
万
円
）
分
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
請
求
を

受
け
て
い
た
と
伝
え
た
。

　
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
、
ソ
ニ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
か
ら
個
人
情
報
が
流

出
し
た
恐
れ
が
あ
る
問
題
に
絡
み
、

実
際
の
被
害
が
判
明
し
た
初
の
ケ
ー

ス
の
可
能
性
が
あ
る
と
報
じ
て
い
る

が
、
ソ
ニ
ー
は
「
把
握
し
て
い
な
い
」

と
し
て
い
る
。

と
、
東
部
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
で
15
日
、

男
性
（
20
）
が
建
物
７
階
の
バ
ル
コ

ニ
ー
の
フ
ェ
ン
ス
上
で
う
つ
ぶ
せ
に

な
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
転

落
死
。
パ
ト
カ
ー
の
上
で
の
う
つ
ぶ

せ
に
挑
ん
だ
男
性
が
警
察
に
摘
発
さ

れ
る
事
件
も
今
月
起
き
て
お
り
、
警

察
当
局
は
「
違
法
、
危
険
な
行
為
は

許
さ
な
い
」
と
お
か
ん
む
り
だ
。

　
ギ
ラ
ー
ド
首
相
も
16
日
、
今
回
の

転
落
死
は
「
悲
劇
だ
」
と
述
べ
た
上

で
、
プ
ラ
ン
キ
ン
グ
を
楽
し
む
際
は

「
ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
第
一
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
警
告

し
た
。

て
非
人
道
的
な
処
遇
を
受
け
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か

け
た
。

　
豪
政
府
は
今
月
、
難
民
認
定
を
求

め
て
不
法
入
国
し
た
８
０
０
人
を
マ

レ
ー
シ
ア
に
移
送
す
る
一
方
、
マ
レ

ー
シ
ア
に
居
住
す
る
難
民
４
千
人
を

受
け
入
れ
る
こ
と
で
同
国
政
府
と
合

意
。
ピ
レ
イ
氏
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
が

難
民
の
権
利
保
護
を
定
め
た
難
民
条

約
を
批
准
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
こ
の
取
り
決
め
に
も
懸
念
を
示

し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
５
月
10
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ワ
ン
財

務
相
は
10
日
、
２
０
１
１
年
度
（
11

年
７
月
〜
12
年
６
月
）
の
予
算
案
を

発
表
し
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
自
然

災
害
の
影
響
で
一
時
的
に
経
済
が

減
速
し
た
も
の
の
、
歴
史
的
な
資
源

ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
12
年
度
に
財
政

収
支
を
黒
字
化
で
き
る
と
の
見
通

し
を
示
し
た
。

　
豪
政
府
は
、
主
要
貿
易
相
手
国
で

あ
る
日
本
の
震
災
の
ほ
か
、
自
国
で

の
大
洪
水
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
大
地
震
も
含
め
た
災
害
が
10
年

度
の
経
済
成
長
を
押
し
下
げ
た
と

指
摘
。
一
方
で
中
国
な
ど
の
旺
盛
な

需
要
を
背
景
に
資
源
分
野
へ
の
投

資
が
成
長
を
加
速
さ
せ
、
歳
出
削
減

策
も
含
め
、
12
年
度
に
は
35
億
豪
ド

ル
（
約
３
千
億
円
）
の
財
政
黒
字
が

可
能
と
み
て
い
る
。

　
11
年
度
の
基
礎
的
収
支
の
赤
字
は

推
計
で
２
２
６
億
豪
ド
ル
。
実
質
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
は
11

年
度
が
４
％
で
、
12
年
度
は
３
・
75

％
の
見
通
し
。
失
業
率
は
11
年
度
の

４
・
75
％
か
ら
、
12
年
度
に
は
０
・

25
ポ
イ
ン
ト
下
が
る
と
し
て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
５
月
９
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
は
９
日
、

南
極
海
で
の
調
査
捕
鯨
廃
止
を
求

め
国
際
司
法
裁
判
所
（
オ
ラ
ン
ダ
・

ハ
ー
グ
）
に
日
本
を
提
訴
し
た
訴
訟

で
、
自
ら
の
主
張
な
ど
を
記
し
た
書

面
を
同
日
中
に
同
裁
判
所
に
提
出

す
る
と
発
表
し
た
。
日
本
の
捕
鯨
は

「
調
査
捕
鯨
」
で
は
な
く
、
事
実
上

の
商
業
捕
鯨
に
当
た
る
と
重
ね
て

批
判
す
る
内
容
と
み
ら
れ
る
。

　
豪
政
府
に
よ
る
と
、
日
本
側
も

来
年
３
月
ま
で
に
反
論
を
記
し
た

書
面
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

豪
側
の
書
面
は
、
日
本
側
が
書
面

を
提
出
す
る
ま
で
は
公
開
さ
れ
な

い
見
通
し
。

　
豪
政
府
の
声
明
は
日
本
の
捕
鯨

に
つ
い
て
、
商
業
捕
鯨
の
一
時
停
止

（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
な
ど
を
規
定
し

た
国
際
捕
鯨
取
締
条
約
に
反
す
る

と
訴
え
て
い
る
。

日
量
11
万
バ
レ
ル
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
生

産
、
供
給
地
へ
直
接
輸
送
す
る
。

　
天
然
ガ
ス
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

陸
上
の
プ
ラ
ン
ト
に
運
ぶ
従
来
の

手
法
に
比
べ
て
コ
ス
ト
を
大
幅
に

抑
制
で
き
る
と
い
う
。
プ
ラ
ン
ト
は

全
長
４
８
８
メ
ー
ト
ル
で
、
重
さ
は

空
母
の
約
６
倍
に
当
た
る
約
60
万

ト
ン
。

豪
難
民
政
策
は
「
人
種
差
別
」

　
　
　
国
連
高
等
弁
務
官
が
批
判

挙
式
風
刺
番
組
を
急
き
�
中
止

　
　
豪
テ
レ
ビ
、
英
王
室
が
反
発
か 

ア
サ
ン
ジ
氏
に
人
権
賞

　
　「
並
外
れ
た
勇
気
」
と
豪
財
団 

流
行
の
う
つ
ぶ
せ
撮
影
で
死
者

　
　
　
豪
で
過
熱
、
首
相
も
警
告

情
報
流
出
で
初
の
被
害
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
豪
南
部

日
本
の
「
商
業
捕
鯨
」
批
判

　
　
　
豪
、
司
法
裁
に
書
面
提
出
へ 

12
年
度
に
財
政
黒
字
化
へ

　
　
　
豪
、
自
然
災
害
の
影
響
克
服 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
洋
上
プ
ラ
ン
ト
建
設

　
　
　
　
シ
ェ
ル
、
豪
沖
に
世
界
初 

韓
豪
が
原
子
力
安
全
協
力

　
　
　
震
災
復
興
で
日
本
支
援
継
続
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【
ロ
ン
ド
ン
５
月
12
日
共
同
】

　
か
つ
て
英
国
が
植
民
地
支
配
し

た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
訪
問
し
た
エ

リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
（
85
）
は
20
日
、

お
お
む
ね
歓
迎
ム
ー
ド
の
中
で
全

日
程
を
終
え
た
。
負
の
歴
史
に
向
き

合
っ
た
上
で
過
去
を
乗
り
越
え
よ

う
と
し
た
「
和
解
の
旅
」（
英
メ
デ
ィ

ア
）
は
、
多
く
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人

に
両
国
関
係
が
新
し
い
時
代
に
踏

み
出
し
た
こ
と
を
強
烈
に
印
象
付

け
た
。

　
▽
踏
み
込
ん
だ
発
言

　
英
君
主
と
し
て
約
１
０
０
年
ぶ

り
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
訪
れ
た
女

王
は
歴
史
問
題
で
謝
罪
こ
そ
し
な

か
っ
た
も
の
の
、
英
国
の
非
を
認
め

た
と
も
受
け
取
れ
る
踏
み
込
ん
だ

発
言
な
ど
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を

驚
か
せ
た
。
同
国
人
の
心
を
巧
み
に

つ
か
み
「
在
位
期
間
中
で
最
も
重

要
な
外
国
訪
問
」（
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
）

を
成
功
さ
せ
た
。

　
訪
問
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
英
国
支

配
の
象
徴
と
も
い
え
る
ダ
ブ
リ
ン

城
で
18
日
に
開
催
さ
れ
た
公
式
夕

食
会
で
の
演
説
。
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ

た
演
説
の
冒
頭
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語

で
「
大
統
領
と
友
人
た
ち
」
と
呼
び

掛
け
て
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ
た

女
王
は
、
多
数
の
命
が
失
わ
れ
た

「
残
念
な
」
両
国
の
歴
史
を
今
の
時

点
か
ら
後
知
恵
で
振
り
返
る
と
、
悲

惨
な
歴
史
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

た
か
も
し
れ
な
い
と
語
っ
た
。

　
女
王
の
発
言
は
遠
回
し
に
英
国

の
非
を
認
め
た
と
と
ら
え
ら
れ
て

お
り
、
多
く
の
人
々
に
は
「
予
想

以
上
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
」（
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
ラ
ジ
オ
番
組
司
会
者
）

だ
っ
た
と
い
う
。

　
▽
独
立
闘
士
に
敬
意

　
和
解
に
向
け
た
女
王
の
熱
意
は

演
説
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
人
々

を
最
も
驚
か
せ
た
の
は
、
英
国
か

ら
の
独
立
を
求
め
る
戦
い
で
命
を

失
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
追
悼

す
る
施
設
へ
の
訪
問
。「
数
年
前
に

は
女
王
訪
問
な
ど
と
て
も
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
」（
英
民
放
テ
レ
ビ
）

と
い
う
政
治
的
に
敏
感
な
場
所
で
、

女
王
は
献
花
し
た
後
に
お
じ
ぎ
を

し
て
、
独
立
の
闘
士
ら
に
最
大
限
の

敬
意
を
表
し
た
。
高
齢
な
が
ら
も
４

日
間
と
い
う
比
較
的
長
い
滞
在
で

過
密
日
程
を
精
力
的
に
こ
な
し
た

女
王
に
、
自
ら
の
在
位
中
に
隣
国
と

の
歴
史
問
題
に
一
定
の
区
切
り
を

つ
け
た
い
と
の
強
い
信
念
が
あ
っ

た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
１
９
３
７
年
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

独
立
後
も
英
国
に
と
ど
ま
っ
た
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
へ
の
帰
属
を
求
め
る
カ
ト
リ
ッ

ク
系
住
民
と
英
統
治
を
望
む
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
住
民
の
間
で
約
30

年
間
続
い
た
紛
争
が
98
年
の
包
括

和
平
合
意
で
終
息
。
昨
年
４
月
に
英

国
か
ら
自
治
政
府
に
司
法
・
警
察
権

が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
回
の
訪

問
が
実
現
し
た
。

　
▽
反
対
派
も
評
価

　
公
式
夕
食
会
や
独
立
運
動
闘
士

の
追
悼
施
設
訪
問
の
際
に
は
、
小

規
模
な
が
ら
も
抗
議
活
動
が
行
わ

れ
て
逮
捕
者
が
出
る
な
ど
、
一
部

に
根
強
い
反
英
感
情
が
残
る
の
は

事
実
。
そ
れ
で
も
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ダ
ブ
リ
ン

で
英
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
関
係
を
研
究

す
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
氏
は
「
市
民

の
多
く
は
訪
問
を
歓
迎
し
た
。
抗

議
活
動
は
市
民
の
支
持
を
得
ら
れ

て
い
な
い
」
と
分
析
し
た
。

　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
統
一
を
掲
げ
、

訪
問
は
「
時
期
尚
早
」
と
反
対
し
て

い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
シ
ン
・
フ
ェ

イ
ン
党
の
ア
ダ
ム
ズ
党
首
で
す
ら
、

女
王
の
追
悼
施
設
訪
問
は
「
新
し
い

（
両
国
）
関
係
の
可
能
性
」
を
示
す

と
評
価
し
た
。

WORLD NEWS

　
作
業
員
約
40
人
は
モ
ロ
・
イ
ス

ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の

元
メ
ン
バ
ー
や
家
族
ら
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
も
最
貧
困
地
域
の
一
つ
と

さ
れ
、
近
く
に
は
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
キ
ャ

ン
プ
が
あ
る
。
月
に
数
回
ダ
バ
オ

か
ら
足
を
運
ぶ
天
野
さ
ん
は
「
貧

困
か
ら
抜
け
出
せ
ず
に
銃
を
持
つ

人
た
ち
に
、
雇
用
の
場
を
与
え
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　
作
業
員
の
表
情
は
明
る
い
。
リ
ー

ダ
ー
格
の
ミ
ク
ナ
オ
さ
ん
（
43
）
は

10
代
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
兵
士
だ
っ

た
。「
昔
は
戦
闘
し
か
頭
に
な
か
っ

た
。
今
は
銃
声
が
な
い
場
所
で
10
人

の
子
ど
も
を
養
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
幸
せ
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

親
戚
が
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
幹
部
だ
と
い
う

ア
ラ
マ
ダ
さ
ん
（
19
）
は
経
済
的
な

理
由
で
小
学
校
を
６
年
で
や
め
た
。

１
日
１
８
５
ペ
ソ
（
約
３
５
０
円
）

の
賃
金
だ
が
「
家
族
６
人
を
養
う
貴

重
な
収
入
。
お
金
を
た
め
て
中
学
に

行
き
た
い
」

　
天
野
さ
ん
ら
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒

ら
と
農
業
支
援
を
目
的
に
合
弁
会

【
ブ
ン
バ
ラ
ン
５
月
19
日
共
同
】

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ

島
の
イ
ス
ラ
ム
自
治
区
（
Ａ
Ｒ
Ｍ

Ｍ
）
で
、
元
反
政
府
武
装
勢
力
メ
ン

バ
ー
ら
と
、
衣
料
品
な
ど
の
原
料
に

な
る
バ
ナ
ナ
繊
維
づ
く
り
に
取
り

組
む
日
本
人
が
い
る
。
国
軍
と
武
装

勢
力
が
約
40
年
に
わ
た
り
戦
闘
を

繰
り
広
げ
て
き
た
同
島
。
２
０
０
９

年
末
に
和
平
交
渉
が
再
開
し
た
が
、

一
部
過
激
派
の
テ
ロ
が
続
く
。「
戦

場
を
経
済
発
展
の
場
に
す
る
一
助

に
な
れ
ば
」。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ら
の

自
立
を
願
い
汗
を
流
し
て
い
る
。

　
か
つ
て
銃
声
が
響
く
ケ
シ
畑

だ
っ
た
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
高
原

に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
や
バ
ナ
ナ
農

園
が
広
が
る
。
同
島
最
大
都
市
ダ
バ

オ
か
ら
車
で
５
時
間
の
南
ラ
ナ
オ

州
ブ
ン
バ
ラ
ン
。「
指
を
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
」。
ミ

ン
ダ
ナ
オ
日
本
人
商
工
会
議
所
会

頭
の
天
野
洋
一
さ
ん
（
68
）
と
副

会
頭
の
住
川
武
禧
さ
ん
（
同
）
が
、

バ
ナ
ナ
の
茎
を
機
械
で
す
く
作
業

を
見
守
る
。

【
ワ
シ
ン
ト
ン
５
月
10
日
共
同
】

　
離
婚
し
た
日
本
人
の
妻
が
米
国

か
ら
日
本
に
連
れ
帰
っ
た
子
ど
も

２
人
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る

米
テ
ネ
シ
ー
州
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
サ
ボ
イ
さ
ん
（
40
）
が
元
妻

に
損
害
賠
償
な
ど
を
求
め
た
民
事

訴
訟
で
、
同
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

郡
の
裁
判
所
は
９
日
、
子
ど
も
た

ち
と
サ
ボ
イ
さ
ん
と
の
定
期
的

な
面
会
な
ど
を
定
め
た
離
婚
時
の

合
意
に
反
し
た
な
ど
と
し
て
、
元

妻
に
対
し
て
６
１
０
万
ド
ル
（
約

４
億
８
９
０
０
万
円
）
の
支
払
い
を

命
じ
た
。

　
日
本
の
法
務
省
に
よ
る
と
、
国
外

の
確
定
判
決
は
直
ち
に
効
力
を
持

つ
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
法
律
要

件
な
ど
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
と

い
う
。

　
米
下
院
は
、
国
際
結
婚
が
破
綻

し
た
夫
婦
の
一
方
が
無
断
で
子
ど

も
を
日
本
に
連
れ
帰
る
事
例
を
「
拉

致
」
と
み
な
し
問
題
視
。
米
国
は
日

本
に
対
し
て
国
際
的
な
親
権
問
題

に
対
処
す
る
「
ハ
ー
グ
条
約
」
の
早

期
批
准
な
ど
善
処
を
求
め
て
い
る
。

　
サ
ボ
イ
さ
ん
は
離
婚
後
の

２
０
０
９
年
９
月
、
福
岡
県
で
子
ど

も
２
人
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
未

成
年
者
略
取
容
疑
で
福
岡
県
警
に

逮
捕
さ
れ
、
起
訴
猶
予
と
な
っ
た
。

【
ジ
ャ
カ
ル
タ
５
月
６
日
共
同
】

　
世
界
最
多
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
抱

え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
２
年
前
に
オ

ー
プ
ン
し
た
、「
同
国
初
」
の
豚
カ

ツ
店
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
イ
ス

ラ
ム
教
徒
は
豚
肉
を
食
べ
る
の
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
多
い
華
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
在
留

日
本
人
ら
に
好
評
と
い
う
。

　
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
「
か
つ
盛
」。

コ
ー
ヒ
ー
販
売
な
ど
で
知
ら
れ
る

同
国
の
カ
パ
ル
ア
ピ
・
グ
ル
ー
プ

が
、
同
名
の
豚
カ
ツ
店
を
経
営
す

る
日
本
企
業
「
宮
食
」（
宇
都
宮
市
、

土
屋
修
社
長
）
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

を
結
ん
で
開
い
た
。

　
開
店
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
７

年
、
同
グ
ル
ー
プ
の
華
人
オ
ー
ナ
ー

一
家
が
日
本
を
旅
行
中
、
宇
都
宮
市

の
「
か
つ
盛
」
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
。

ま
ず
オ
ー
ナ
ー
の
息
子
ダ
フ
ィ
ッ

ド
さ
ん
（
29
）
が
味
に
ほ
れ
込
ん

だ
。
う
わ
さ
を
聞
い
て
翌
年
訪
れ
た

妹
の
シ
ル
ビ
ア
さ
ん
（
22
）
も
「
す

ご
く
お
い
し
く
て
感
激
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
ぜ
ひ
店
を
と
思
っ
た
」

と
話
す
。

　
宮
食
の
土
屋
社
長
は
「
彼
ら
は
食

べ
物
へ
の
造
詣
が
深
く
、
熱
心
だ
っ

た
。
金
も
う
け
だ
け
が
目
当
て
な
ら

断
っ
た
が
、
こ
の
人
た
ち
な
ら
大
丈

夫
だ
と
思
っ
た
」
と
協
力
の
理
由
を

語
っ
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本
と
同
じ
ヒ
レ

カ
ツ
や
ロ
ー
ス
カ
ツ
の
ほ
か
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
食
べ
ら
れ
る
牛
肉
や

鶏
肉
、
魚
介
類
の
カ
ツ
レ
ツ
も
加

え
、
豚
エ
キ
ス
を
使
わ
な
い
ソ
ー
ス

も
用
意
し
た
。
食
材
の
約
８
割
は
日

本
か
ら
輸
入
す
る
。

　
熟
成
ヒ
レ
カ
ツ
（
１
６
０
グ
ラ

ム
）
が
17
万
５
千
ル
ピ
ア
（
約

１
７
０
０
円
）、
熟
成
ロ
ー
ス
か
つ

膳
（
２
０
０
グ
ラ
ム
）
が
19
万
５
千

ル
ピ
ア
（
約
１
８
０
０
円
）。
１
食

あ
た
り
１
万
ル
ピ
ア
前
後
と
さ
れ

る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
庶
民
の
食
費
か

ら
す
れ
ば
相
当
高
価
だ
。
来
店
し
て

い
た
主
婦
マ
リ
ア
さ
ん
（
36
）
は
「
す

ご
く
お
い
し
い
。
も
う
少
し
安
け
れ

ば
毎
週
で
も
来
る
ん
だ
け
ど
」
と
笑

っ
た
。

　
09
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
高
級
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
に
１
号
店

が
、
昨
年
に
は
２
号
店
も
オ
ー
プ
ン

し
た
。
シ
ル
ビ
ア
さ
ん
は
「
豚
カ
ツ

だ
け
で
な
く
（
豚
肉
を
使
わ
な
い
）

カ
ツ
レ
ツ
と
い
う
食
べ
方
を
広
め

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

社
を
つ
く
っ
た
の
は
昨
年
３
月
。
ブ

ン
バ
ラ
ン
を
含
め
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
２
カ

所
の
バ
ナ
ナ
農
園
で
大
量
の
廃
棄

物
に
な
る
茎
の
再
利
用
に
目
を
付

け
、
昨
秋
に
繊
維
３
・
５
ト
ン
を
、

今
春
に
は
２
・
５
ト
ン
を
日
本
の
中

堅
商
社
に
輸
出
で
き
る
ま
で
に
こ

ぎ
着
け
た
。
バ
ナ
ナ
繊
維
を
使
っ
た

衣
類
は
吸
湿
性
や
肌
触
り
が
良
い

と
評
判
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
住
川
さ
ん
は
「
月
２

〜
３
ト
ン
が
目
標
だ
か
ら
大
赤
字
。

手
作
業
の
効
率
を
い
か
に
上
げ
る

か
だ
」と
話
す
。
事
業
拡
大
の
た
め
、

そ
ば
づ
く
り
に
も
本
格
的
に
挑
む

計
画
だ
。

　
約
30
年
前
に
フ
リ
ー
の
記
者
と

し
て
共
産
ゲ
リ
ラ
取
材
の
た
め
ミ

ン
ダ
ナ
オ
入
り
し
た
天
野
さ
ん
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
結
婚
を
機
に

ダ
バ
オ
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

を
始
め
た
。「
事
業
が
成
功
す
れ
ば

イ
ス
ラ
ム
基
金
と
し
て
福
祉
に
役

立
て
た
い
」
と
夢
を
語
る
。
住
川
さ

ん
は
３
年
前
に
バ
イ
オ
燃
料
の
研

究
の
た
め
ダ
バ
オ
を
訪
ね
天
野
さ

ん
と
知
り
合
っ
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
国
軍
と
の
国
際
停

戦
監
視
団
の
一
員
で
あ
る
日
本
政

府
関
係
者
は
「
長
い
紛
争
で
地
域

が
疲
弊
し
て
い
る
中
で
貴
重
な
活

動
。
日
本
と
イ
ス
ラ
ム
の
懸
け
橋
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
２
人
に
期
待
し

て
い
る
。

歴
史
に
向
き
合
っ
た
和
解
の
旅

新
た
な
関
係
へ
踏
み
出
す

４
億
８
千
万
円
賠
償
命
じ
る

日
本
人
元
妻
に
米
裁
判
所

「
戦
場
を
経
済
発
展
の
場
に
」

比
イ
ス
ラ
ム
区
で
日
本
人
奮
闘

イ
ス
ラ
ム
の
国
に
豚
カ
ツ
店

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
人
気
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【
５
月
26
日
共
同
】

　
菅
直
人
首
相
は
25
日
午
後
、
パ

リ
で
開
か
れ
た
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
設
立
50
周
年
記

念
行
事
で
講
演
し
、
福
島
第
１
原

発
事
故
を
受
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
見
直
し
に
つ
い
て
、
太
陽
光
や

風
力
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総

電
力
に
占
め
る
割
合
を
「
大
胆
な

技
術
革
新
」
に
よ
り
２
０
２
０
年

代
の
早
期
に
20
％
へ
拡
大
す
る
方

針
を
表
明
し
た
。
実
現
の
た
め
太

陽
電
池
の
発
電
コ
ス
ト
を
20
年
に

現
在
の
３
分
の
１
に
、
30
年
に
は

６
分
の
１
ま
で
低
減
す
る
こ
と
も

打
ち
出
し
た
。

　
首
相
が
白
紙
化
に
言
及
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
30
年
ま
で
に
20
％
に
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
を

前
倒
し
し
た
形
と
な
る
。
事
実
上

の
国
際
公
約
だ
が
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
割
合
は
現
在
１
％
程
度
で
、

水
力
発
電
を
含
め
て
も
約
10
％
。

活
用
推
進
に
は
技
術
、
コ
ス
ト
面

で
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
目
標
達

成
に
は
多
く
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り

そ
う
だ
。

　
首
相
は
、
原
発
の
安
全
性
向
上

や
、
石
油
な
ど
化
石
燃
料
の
環
境

負
荷
低
減
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
用
化
、
省
エ
ネ
の
「
四
つ
の

挑
戦
」
に
国
家
の
総
力
を
挙
げ

る
と
強
調
。
特
に
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
「
社
会
の
基
幹
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
高
め
る
」
と
し
た
。
３

割
を
賄
う
原
発
に
つ
い
て
は
、

増
減
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、

事
故
を
教
訓
に
「
最
高
度
の
原

子
力
安
全
を
実
現
し
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　
原
発
事
故
を
め
ぐ
っ
て
は
、

汚
染
水
の
海
洋
放
出
の
連
絡
遅

れ
も
念
頭
に
「
各
国
に
多
大
な

心
配
を
か
け
た
」
と
陳
謝
。「
事

態
は
着
実
に
安
定
し
て
き
て
い
る

が
、
一
日
も
早
く
収
束
さ
せ
る
べ

く
国
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。
事

故
原
因
や
経
緯
の
検
証
を
通
じ
「
多

く
の
教
訓
を
世
界
や
未
来
の
世
代

に
伝
え
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
歴

史
的
責
務
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
各
国

や
国
際
機
関
の
支
援
に
謝
意
を
表

明
。「
国
際
社
会
に
開
か
れ
た
復
興

を
目
指
す
」
と
し
た
上
で
「
日
本
経

済
の
再
生
は
既
に
力
強
く
始
ま
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
原
発
事
故
の

風
評
被
害
を
踏
ま
え
「
日
本
の
ほ
と

ん
ど
の
観
光
地
は
安
心
し
て
訪
問

で
き
る
」
と
も
訴
え
た
。

【
５
月
７
日
共
同
】

　
政
府
は
７
日
、
世
界
遺
産
に
推

薦
し
た
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」（
岩

手
県
）
と
「
小
笠
原
諸
島
」（
東
京
都
）

に
つ
い
て
、
国
連
教
育
科
学
文
化

機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
諮
問
機
関

が
世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
勧
告
し

た
と
発
表
し
た
。
６
月
に
パ
リ
で

開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

委
員
会
で
、
い
ず
れ
も
登
録
が
正

式
決
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　
平
泉
は
２
０
０
８
年
に
登
録
が

見
送
ら
れ
、
再
挑
戦
と
な
る
。
登

録
さ
れ
れ
ば
日
本
の
世
界
文
化
遺

産
で
は
原
爆
ド
ー
ム
（
広
島
市
）

な
ど
に
続
き
12
件
目
、
東
北
地
方

で
は
初
め
て
。
観
光
振
興
の
効
果

な
ど
も
期
待
さ
れ
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
に
朗
報
と
な
り
そ
う

だ
。
大
震
災
で
も
、
対
象
の
文
化

財
に
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
平
泉
は
平
安
時
代
に
奥
州
藤
原

氏
が
築
い
た
寺
院
や
遺
跡
群
。
政

府
は
金
色
堂
で
知
ら
れ
る
中
尊
寺

な
ど
六
つ
を
構
成
資
産
と
し
て
推

薦
し
た
が
、
ユ
ネ
ス
コ
諮
問
機
関

の
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
イ

コ
モ
ス
）
の
勧
告
で
は
、「
柳

之
御
所
遺
跡
」
の
除
外
が
登

録
の
条
件
と
さ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
文
化
庁
は
、
地
元
自

治
体
と
の
調
整
を
本
格
化
さ

せ
る
。

　
小
笠
原
は
、
国
内
で
は
05

年
の
知
床
（
北
海
道
）
以
来

６
年
ぶ
り
、
４
件
目
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
。

父
島
・
母
島
列
島
を
含
め
約

30
の
島
々
か
ら
な
り
、
陸
地

６
３
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
周

辺
海
域
１
５
８
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
登
録
対
象
。
大
陸
と
陸
続
き

に
な
っ
た
こ
と
が
な
く
、
多
様
な

固
有
種
が
生
息
す
る
こ
と
か
ら
「
東

洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
諮
問
機
関
の
国
際
自
然
保
護
連

合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は
勧
告
で
、
動

植
物
が
独
自
の
進
化
を
と
げ
た
生

態
系
は
世
界
遺
産
の
登
録
基
準
に

達
し
て
い
る
と
指
摘
。
外
来
種
の

侵
入
対
策
な
ど
に
つ
い
て
も
高
く

評
価
さ
れ
た
。

【
５
月
13
日
共
同
】

　
世
界
遺
産
の
熊
野
古
道
な
ど
が

新
た
に
三
つ
星
に
加
え
ら
れ
た
フ

ラ
ン
ス
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・

ジ
ャ
ポ
ン
」
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
改
訂

第
２
版
が
13
日
、
フ
ラ
ン
ス
で
発
売

さ
れ
た
。

　
印
刷
中
に
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
、
大
幅
な
延
期
も
検
討
さ
れ
た

が
、
発
売
に
こ
ぎ
着
け
た
。「
こ
の

【
５
月
10
日
共
同
】

　
財
務
省
は
10
日
、
国
債
と
借
入

金
、
政
府
短
期
証
券
を
合
わ
せ

た
国
の
借
金
が
３
月
末
時
点
で

９
２
４
兆
３
５
９
６
億
円
と
な
り
、

過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し

た
。
前
回
発
表
の
昨
年
12
月
末
時

点
か
ら
５
兆
２
０
８
４
億
円
の
増

加
。
借
金
を
国
民
１
人
当
た
り
に

換
算
す
る
と
、
約
７
２
２
万
円
と

な
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
に
向
け

た
２
０
１
１
年
度
第
１
次
補
正
予

算
で
は
、
国
債
増
発
は
回
避
し
た

が
、
さ
ら
に
規
模
の
大
き
い
２
次
補

正
で
は
財
源
問
題
は
避
け
て
通
れ

ず
、
国
の
借
金
が
一
段
と
拡
大
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
３
月
末
時
点
の
借
金
の
増
加

は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増
大

な
ど
で
膨
ら
ん
だ
予
算
を
国
債

増
発
で
賄
っ
た
こ
と
が
主
な
要

因
。
建
設
国
債
や
赤
字
国
債
な
ど

を
合
わ
せ
た
普
通
国
債
の
残
高

は
、
８
兆
１
５
５
９
億
円
増
の

６
３
６
兆
３
１
１
７
億
円
に
達

し
た
。
財
政
投
融
資
の
財
源
に
使

う
財
投
債
な
ど
も
含
め
た
国
債

全
体
で
は
４
兆
７
６
１
０
億
円

増
え
、
７
５
８
兆
５
６
９
０
億

円
に
達
し
た
。

　
国
債
以
外
で
は
、
民
間
金
融
機
関

な
ど
か
ら
の
借
入
金
が
５
０
２
億

円
減
の
55
兆
58
億
円
、
政
府
の
一

時
的
な
資
金
不
足
を
穴
埋
め
す
る

政
府
短
期
証
券
が
４
９
７
７
億
円

増
の
１
１
０
兆
７
８
４
７
億
円

だ
っ
た
。

本
は
日
本
と
日
本
人
の
皆
さ
ん
へ

の
友
情
と
励
ま
し
の
シ
ン
ボ
ル
で

す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。

　
被
災
地
で
あ
る
宮
城
県
・
松
島
の

「
瑞
巌
寺
」
も
三
つ
星
で
、
日
本
ミ

シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

デ
ル
マ
ス
社
長
は
「
観
光
地
の
多

く
は
震
災
前
と
変
わ
ら
な
い
魅
力

と
平
穏
さ
を
保
っ
て
い
る
が
、
外
国

人
観
光
客
が
減
っ
て
い
る
と
聞
く
。

【
５
月
19
日
共
同
】

　
日
本
政
府
観
光
局
は
19
日
、
４
月

に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者

数
（
推
計
値
）
は
、
前
年
同
月
に
比

べ
62
・
５
％
減
の
29
万
５
８
０
０

人
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
東
日
本

大
震
災
や
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
事
故
が
響
い
て
お
り
、
月
間

の
減
少
率
は
調
査
デ
ー
タ
が
あ
る

１
９
６
１
年
１
月
以
降
、
過
去
最
大

と
な
っ
た
。

　
発
表
済
み
の
今
年
３
月
の
減
少

率
は
50
・
３
％
だ
っ
た
が
、
震
災
直

後
の
３
月
12
日
か
ら
月
末
ま
で
の

対
前
年
減
少
率
は
72
％
と
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
と
比
べ
る
と
、

４
月
の
下
げ
幅
は
や
や
縮
小
し
た
。

４
月
以
降
は
、
各
国
で
渡
航
自
粛
勧

告
の
緩
和
や
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
の
団
体
ツ
ア
ー
が
一
部
再
開

す
る
動
き
が
あ
る
が
、
政
府
観
光
局

は
「
原
発
事
故
の
不
安
が
払
拭
さ

れ
て
お
ら
ず
、
当
面
は
尾
を
引
く
」

と
み
て
い
る
。
観
光
庁
な
ど
は
海
外

で
安
全
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
強
化

す
る
方
針
だ
。

　
月
間
の
訪
日
外
国
人
が
30
万
人

を
割
り
込
ん
だ
の
は
、
新
型
肺

炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が
影
響
し
た

２
０
０
３
年
５
月
以
来
。
昨
年
４
月

は
78
万
８
２
１
２
人
と
４
月
で
は

過
去
最
高
を
記
録
し
て
お
り
、
反
動

も
大
き
か
っ
た
。
一
方
、
震
災
直
後

に
留
学
生
や
企
業
の
駐
在
員
が
万

人
単
位
で
離
日
し
た
が
、
４
月
に

な
っ
て
一
部
に
再
来
日
の
動
き
も

あ
っ
た
と
い
う
。

が
、
同
名
の
豚
カ
ツ
店
を
経
営
す

る
日
本
企
業
「
宮
食
」（
宇
都
宮
市
、

土
屋
修
社
長
）
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約

を
結
ん
で
開
い
た
。

　
開
店
の
き
っ
か
け
は
２
０
０
７

年
、
同
グ
ル
ー
プ
の
華
人
オ
ー
ナ
ー

一
家
が
日
本
を
旅
行
中
、
宇
都
宮
市

の
「
か
つ
盛
」
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
。

ま
ず
オ
ー
ナ
ー
の
息
子
ダ
フ
ィ
ッ

ド
さ
ん
（
29
）
が
味
に
ほ
れ
込
ん

だ
。
う
わ
さ
を
聞
い
て
翌
年
訪
れ
た

妹
の
シ
ル
ビ
ア
さ
ん
（
22
）
も
「
す

ご
く
お
い
し
く
て
感
激
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
ぜ
ひ
店
を
と
思
っ
た
」

と
話
す
。

　
宮
食
の
土
屋
社
長
は
「
彼
ら
は
食

べ
物
へ
の
造
詣
が
深
く
、
熱
心
だ
っ

た
。
金
も
う
け
だ
け
が
目
当
て
な
ら

断
っ
た
が
、
こ
の
人
た
ち
な
ら
大
丈

夫
だ
と
思
っ
た
」
と
協
力
の
理
由
を

語
っ
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
日
本
と
同
じ
ヒ
レ

カ
ツ
や
ロ
ー
ス
カ
ツ
の
ほ
か
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
食
べ
ら
れ
る
牛
肉
や

鶏
肉
、
魚
介
類
の
カ
ツ
レ
ツ
も
加

え
、
豚
エ
キ
ス
を
使
わ
な
い
ソ
ー
ス

も
用
意
し
た
。
食
材
の
約
８
割
は
日

本
か
ら
輸
入
す
る
。

　
熟
成
ヒ
レ
カ
ツ
（
１
６
０
グ
ラ

ム
）
が
17
万
５
千
ル
ピ
ア
（
約

１
７
０
０
円
）、
熟
成
ロ
ー
ス
か
つ

膳
（
２
０
０
グ
ラ
ム
）
が
19
万
５
千

ル
ピ
ア
（
約
１
８
０
０
円
）。
１
食

あ
た
り
１
万
ル
ピ
ア
前
後
と
さ
れ

る
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
庶
民
の
食
費
か

ら
す
れ
ば
相
当
高
価
だ
。
来
店
し
て

い
た
主
婦
マ
リ
ア
さ
ん
（
36
）
は
「
す

ご
く
お
い
し
い
。
も
う
少
し
安
け
れ

ば
毎
週
で
も
来
る
ん
だ
け
ど
」
と
笑

っ
た
。

　
09
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
高
級
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
に
１
号
店

が
、
昨
年
に
は
２
号
店
も
オ
ー
プ
ン

し
た
。
シ
ル
ビ
ア
さ
ん
は
「
豚
カ
ツ

だ
け
で
な
く
（
豚
肉
を
使
わ
な
い
）

カ
ツ
レ
ツ
と
い
う
食
べ
方
を
広
め

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

社
を
つ
く
っ
た
の
は
昨
年
３
月
。
ブ

ン
バ
ラ
ン
を
含
め
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｍ
２
カ

所
の
バ
ナ
ナ
農
園
で
大
量
の
廃
棄

物
に
な
る
茎
の
再
利
用
に
目
を
付

け
、
昨
秋
に
繊
維
３
・
５
ト
ン
を
、

今
春
に
は
２
・
５
ト
ン
を
日
本
の
中

堅
商
社
に
輸
出
で
き
る
ま
で
に
こ

ぎ
着
け
た
。
バ
ナ
ナ
繊
維
を
使
っ
た

衣
類
は
吸
湿
性
や
肌
触
り
が
良
い

と
評
判
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
住
川
さ
ん
は
「
月
２

〜
３
ト
ン
が
目
標
だ
か
ら
大
赤
字
。

手
作
業
の
効
率
を
い
か
に
上
げ
る

か
だ
」と
話
す
。
事
業
拡
大
の
た
め
、

そ
ば
づ
く
り
に
も
本
格
的
に
挑
む

計
画
だ
。

　
約
30
年
前
に
フ
リ
ー
の
記
者
と

し
て
共
産
ゲ
リ
ラ
取
材
の
た
め
ミ

ン
ダ
ナ
オ
入
り
し
た
天
野
さ
ん
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
の
結
婚
を
機
に

ダ
バ
オ
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

を
始
め
た
。「
事
業
が
成
功
す
れ
ば

イ
ス
ラ
ム
基
金
と
し
て
福
祉
に
役

立
て
た
い
」
と
夢
を
語
る
。
住
川
さ

ん
は
３
年
前
に
バ
イ
オ
燃
料
の
研

究
の
た
め
ダ
バ
オ
を
訪
ね
天
野
さ

ん
と
知
り
合
っ
た
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
国
軍
と
の
国
際
停

戦
監
視
団
の
一
員
で
あ
る
日
本
政

府
関
係
者
は
「
長
い
紛
争
で
地
域

が
疲
弊
し
て
い
る
中
で
貴
重
な
活

動
。
日
本
と
イ
ス
ラ
ム
の
懸
け
橋
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
２
人
に
期
待
し

て
い
る
。

【
５
月
４
日
共
同
】

　
新
装
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
と
南
北
の
駅

ビ
ル
で
構
成
す
る
「
大
阪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
」（
大
阪
市
）
が
４

日
、
全
面
開
業
し
た
。
北
側
の
ビ
ル

で
は
百
貨
店
「
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊

勢
丹
」
と
専
門
店
「
ル
ク
ア
」
が

オ
ー
プ
ン
。
南
側
の
「
大
丸
梅
田

店
」
と
合
計
し
た
店
舗
面
積
は
約

13
万
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
国
内

最
大
級
の
商
業
施
設
と
な
る
。

　
駅
は
約
30
年
ぶ
り
に
改
築
さ
れ
、

巨
大
な
ド
ー
ム
屋
根
や
南
北
の
ビ

ル
を
つ
な
ぐ
連
絡
橋
も
設
置
。
大
型

連
休
で
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
施
設

全
体
が
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、

好
調
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　
震
災
後
、
消
費
の
自
粛
ム
ー
ド
が

広
が
り
小
売
業
界
は
低
迷
し
て
い

る
が
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊
勢
丹
の
伊

藤
達
哉
店
長
は
「
関
西
か
ら
日
本
経

済
を
元
気
に
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
示
し
た
。

　
一
方
、
同
店
の
開
業
で
大
阪
・
梅

田
は
東
京
・
新
宿
に
迫
る
国
内
有
数

の
百
貨
店
激
戦
区
と
な
り
、
競
争
過

熱
を
懸
念
す
る
声
も
あ
る
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の
総
事

業
費
は
約
２
１
０
０
億
円
で
、
７
年

か
け
て
完
成
。
ノ
ー
ス
ゲ
ー
ト
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
に
入
る
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越

伊
勢
丹
は
三
越
と
伊
勢
丹
の
経
営

統
合
後
、
初
の
出
店
と
な
る
。
地
下

２
階
か
ら
地
上
10
階
を
占
め
、
店
舗

面
積
は
約
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。

　
ル
ク
ア
は
約
２
万
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
品
を
豊
富

に
そ
ろ
え
る
。
他
に
も
関
西
最
大
級

の
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
が
あ
る
。

　
３
月
16
日
に
先
行
オ
ー
プ
ン

し
た
南
側
の
サ
ウ
ス
ゲ
ー
ト
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
増
築
で
約

６
万
４
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
っ

た
大
丸
梅
田
店
が
営
業
。
新
装
オ
ー

プ
ン
後
は
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

日
い
ず
る
国
を
訪
れ
る
人
が
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
し
て

い
る
。

　
今
回
新
た
に
三
つ
星
に
な
っ
た

の
は
、熊
野
古
道
（
和
歌
山
県
な
ど
）

の
ほ
か
に
、
知
床
国
立
公
園
、
摩
周

湖
、
阿
寒
湖
（
い
ず
れ
も
北
海
道
）。

　
同
日
、
同
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
マ
ン
」
が
仁
坂
吉
伸

和
歌
山
県
知
事
を
訪
問
。
知
事
は

熊
野
古
道
に
つ
い
て
「
文
化
的
な

と
こ
ろ
ま
で
評
価
し
て
い
た
だ
き

非
常
に
光
栄
だ
」
と
笑
顔
で
話
し
、

同
社
の
森
田
哲
史
社
長
室
長
は
「
安

心
し
て
日
本
を
訪
れ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
た
。

　
主
要
な
国
・
地
域
で
は
、
香
港

の
減
少
率
が
87
・
６
％
と
最
大
で

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
82
・
６
％
、
タ
イ

78
・
３
％
、
台
湾
67
・
４
％
な
ど

ア
ジ
ア
へ
の
影
響
が
目
立
っ
た
。

観
光
客
が
急
増
し
て
い
た
中
国
は

49
・
５
％
減
の
７
万
６
２
０
０
人

で
、
66
・
４
％
減
の
６
万
３
７
０
０

人
と
下
げ
幅
が
大
き
か
っ
た
韓
国

を
上
回
り
、
国
・
地
域
別
の
旅
行

者
数
で
は
最
多
だ
っ
た
。
欧
米
は

フ
ラ
ン
ス
の
減
少
率
が
68
・
５
％
、

ド
イ
ツ
67
・
６
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
64
・
６
％
、
米
国
55
・
４
％

な
ど
だ
っ
た
。

自
然
エ
ネ
割
合
20
％
へ

　
　
　
　
20
年
代
早
期
に
実
現

　
　
　
　
　
太
陽
光
コ
ス
ト
低
減
も

ミ
シ
ュ
ラ
ン
仏
語
版
を
発
売

　
　
　
日
本
へ
の
観
光
回
復
に
期
待

新
装
大
阪
駅
オ
ー
プ
ン

　
　
商
業
施
設
は
国
内
最
大
級

　
　
　
　
　
　
三
越
伊
勢
丹
が
中
核

平
泉
、
世
界
遺
産
登
録
へ

　
　
再
挑
戦
、
被
災
地
に
朗
報

　
　
　
小
笠
原
も
、
６
月
正
式
決
定

訪
日
客
、
過
去
最
大
の
62
％
減

　
４
月
、
震
災
や
原
発
事
故
響
く

　
　
　
観
光
局
「
不
安
払
拭
さ
れ
ず
」

国
の
借
金
９
２
４
兆
円
に

          

３
月
末
、
過
去
最
高
を
更
新

首相、ＯＥＣＤで公約

ユネスコ諮問機関が勧告
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【
５
月
25
日
共
同
】

　
22
日
ま
で
浜
松
市
西
区
の
グ
ラ
ン

デ
ィ
浜
名
湖
Ｇ
Ｃ
で
行
わ
れ
た
男
子

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
の
と
お
と
う
み

浜
松
オ
ー
プ
ン
は
、
特
定
の
冠
ス
ポ

ン
サ
ー
を
付
け
な
い
画
期
的
な
地
域
・

市
民
参
加
型
の
新
規
大
会
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。
資
金
集
め
に
苦
労
し
、

収
益
は
赤
字
に
な
る
と
い
う
も
の
の
、

不
況
下
で
の
ツ
ア
ー
開
催
に
新
た
な

可
能
性
を
示
し
た
。

　
▽
地
域
活
性
化

　
一
時
強
い
雨
が
降
っ
た
が
、
最
終

日
の
18
番
ホ
ー
ル
は
フ
ァ
ン
が
何
重

に
も
コ
ー
ス
脇
を
取
り
囲
ん
だ
。
人

気
の
石
川
遼
選
手
（
19
）
ら
が
演
じ

た
優
勝
争
い
は
プ
レ
ー
オ
フ
に
も
つ

れ
る
熱
戦
と
な
り
、
５
１
５
３
人
の

観
衆
が
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ
た
。

　
地
元
企
業
の
社
長
で
発
起
人
の
一

人
、加
茂
晴
康
大
会
会
長
（
66
）
は
「
盛

り
上
が
っ
て
何
よ
り
」
と
初
開
催
を

笑
顔
で
振
り
返
っ
た
。
７
日
間
で
約

２
万
４
千
人
が
観
戦
。
練
習
日
に
も
プ

ロ
の
技
術
を
見
よ
う
と
千
人
以
上
が

集
ま
っ
た
。
２
万
１
千
円
と
割
高
な
７

日
間
通
し
入
場
券
は
、
地
道
な
販
売
も

あ
っ
て
５
４
０
０
枚
以
上
が
売
れ
た
。

　「
み
ん
な
で
つ
く
る
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
社
会
、

経
済
の
活
性
化
を
狙
っ
て
地
元
有
志

に
よ
る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

ツ
ア
ー
初
の
試
み
と
し
て
、
賞
金
総

額
１
億
円
な
ど
通
常
は
ス
ポ
ン
サ
ー

が
多
く
を
負
担
す
る
運
営
費
の
大
半

を
、
入
場
料
収
入
で
賄
う
方
式
を
取
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
最
大
限

に
活
用
し
た
。

　
加
茂
会
長
は
「
ゴ
ル
フ
は
老
若
男

女
が
楽
し
め
る
。
人
と
お
金
の
流
れ

が
で
き
て
地
元
に
還
元
さ
れ
、
感
動

や
心
の
豊
か
さ
に
も
つ
な
が
る
」
と

説
明
し
た
。

　
▽
フ
ァ
ン
新
規
開
拓

　
通
し
入
場
券
の
購
入
者
に
抽
選
で

前
夜
祭
や
プ
ロ
ア
マ
戦
に
参
加
す
る

特
典
が
付
く
な
ど
の
異
例
の
サ
ー
ビ

ス
は
フ
ァ
ン
に
好
評
だ
っ
た
。
不
況

で
試
合
数
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

選
手
会
も
大
会
趣
旨
に
賛
同
し
、
事

前
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
参
加
し
た
。

　
２
位
だ
っ
た
石
川
遼
選
手
は
「
チ

ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
く
れ
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
。
プ
ロ
と
し
て

大
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い

た
」。
日
本
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
機
構
（
Ｊ

Ｇ
Ｔ
Ｏ
）
の
小
泉
直
会
長
（
72
）
は

「
地
域
が
大
会
に
介
在
す
る
こ
と
で
市

民
、
企
業
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
側
の

意
識
も
変
わ
る
。
一
つ
の
新
し
い
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
の
形
に
な
る
」
と
評
価
し
、

新
規
フ
ァ
ン
獲
得
を
期
待
し
た
。

　
▽
継
続
開
催
に
意
義

　
地
方
の
挑
戦
が
ゼ
ロ
か
ら
の
開
催

を
実
現
さ
せ
た
。
赤
字
に
な
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
財
政
面
で
の

裏
付
け
が
課
題
と
な
る
。
実
行
委
の

加
茂
光
一
郎
氏
（
36
）
は
「
今
回
形

に
な
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
人
の
注

目
や
賛
同
を
得
ら
れ
、
協
賛
企
業
も

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
継
続
し
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
へ
の
還
元
も
増

す
と
思
う
」
と
将
来
像
を
思
い
描
く
。

　
通
常
の
ス
タ
イ
ル
で
開
催
す
れ
ば
、

１
大
会
の
開
催
費
は
５
億
円
と
も
い

わ
れ
、
不
況
下
の
企
業
に
と
っ
て
、

負
担
は
大
き
い
。
Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
の
小
山

和
顕
競
技
運
営
部
長
（
47
）
は
「
人

と
の
つ
な
が
り
と
か
無
形
の
も
の
も

動
く
。
地
域
密
着
と
い
う
テ
ー
マ
は

今
後
大
事
に
な
る
」
と
話
し
た
。
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【
５
月
21
日
共
同
】

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
事
故

に
よ
る
電
力
不
足
で
、
節
電
が
大
き

な
課
題
に
な
る
こ
の
夏
。
全
国
に
約

５
２
０
万
台
も
あ
る
と
い
う
自
動
販
売

機
の
在
り
方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｆ
ｏ
Ｅ
ジ
ャ
パ
ン
や
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
研
究
所
な
ど
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
10
団
体
は
、
自
販
機
を
削

減
す
る
こ
と
で
節
電
し
、
大
量
消
費

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
よ
う
呼

び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
た
。

原
発
事
故
を
受
け
て
ま
ず
、
東
電
管

内
の
首
都
圏
か
ら
飲
料
自
販
機
を
減

ら
す
こ
と
を
目
指
す
。

　
▽
５
２
０
万
台

　
日
本
自
動
販
売
機
工
業
会
の
統
計

で
は
、
２
０
１
０
年
末
現
在
で
全
国

の
自
販
機
は
約
５
２
０
万
台
で
、
飲

料
用
が
約
半
数
を
占
め
る
。
世
界
で

一
番
台
数
が
多
い
の
は
米
国
だ
が
、
日

本
の
年
間
売
り
上
げ
は
５
兆
４
千
億

円
に
上
る
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
自
販
機
の

利
用
を
や
め
、
店
や
自
治
体
に
必
要

性
の
薄
い
も
の
か
ら
設
置
を
や
め
る

よ
う
働
き
掛
け
る
こ
と
や
、
自
治
体

に
自
販
機
を
適
正
に
設
置
す
る
た
め

の
条
例
作
り
を
提
案
す
る
こ
と
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　
20
日
に
都
内
で
開
か
れ
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
１
９
９
８

年
か
ら
飲
料
と
菓
子
の
自
販
機
を
市
の

公
共
施
設
か
ら
撤
去
し
た
愛
知
県
豊
田

市
の
中
野
利
和
環
境
政
策
課
長
が
参
加
。

　「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
自
販
機
の
場
所

を
尋
ね
る
男
性
に
、
中
学
生
が
『
豊

田
市
は
環
境
問
題
を
考
え
る
た
め
公

共
施
設
か
ら
自
販
機
を
撤
去
し
て
い

ま
す
』
と
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、

市
民
の
環
境
意
識
が
高
ま
っ
た
と
感

じ
た
」
と
話
し
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
白
石
ケ
イ
子
事

務
局
長
は
「
今
の
自
販
機
は
数
が
多

す
ぎ
る
。
本
当
に
必
要
な
の
か
一
緒

に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
▽
省
エ
ネ
化

　
全
国
清
涼
飲
料
工
業
会
に
よ
る
と
、

同
会
の
加
盟
企
業
が
東
電
管
内
に
設

置
し
て
い
る
飲
料
自
販
機
は
約
87
万

台
で
、
使
用
電
力
は
最
大
約
26
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
。
東
電
の
11
年
度
の
電
力

供
給
目
標
５
５
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
０
・
５
％
に
相
当
す
る
。

　
自
販
機
の
省
エ
ネ
化
は
進
ん
で
い

る
。
清
涼
飲
料
自
販
機
協
議
会
に
よ

る
と
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
夏
の
午

後
の
冷
却
停
止
や
部
分
冷
却
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
で
、
05
年
ま
で
の
15

年
間
で
総
消
費
電
力
量
を
約
20
％
削

減
。
さ
ら
に
09
年
ま
で
に
05
年
比
で

27
・
５
％
減
ら
し
た
。

　
だ
が
飲
料
用
自
販
機
の
09
年
の
１

台
当
た
り
の
消
費
電
力
量
は
年
間
で

約
１
７
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
。
こ

れ
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が
試

算
し
た
平
均
的
な
世
帯
の
年
間
電
力

消
費
量
約
４
７
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

（
08
年
度
）
の
約
35
％
に
上
る
。

　
▽
知
事
も
動
く

　
政
府
は
、
東
北
電
力
と
東
電
管
内

で
電
気
事
業
法
に
基
づ
き
工
場
な
ど

大
口
需
要
家
に
電
力
使
用
を
制
限
し
、

企
業
や
家
庭
に
も
15
％
の
節
電
を
求

め
る
電
力
需
給
対
策
を
決
定
。
清
涼

飲
料
自
販
機
の
業
界
は
、
グ
ル
ー
プ

で
区
分
け
し
て
時
間
帯
ご
と
に
冷
却

を
停
止
し
た
り
、
一
部
の
自
販
機
の

販
売
を
休
止
し
た
り
し
て
25
％
以
上

の
節
電
を
す
る
予
定
だ
。

　
首
都
圏
の
１
都
３
県
の
知
事
も
動

き
だ
し
た
。
震
災
後
、
東
京
都
は
都

庁
内
の
自
販
機
の
電
源
を
切
っ
た
。

再
選
直
後
の
会
見
で
「
自
販
機
が
こ

ん
な
に
林
立
し
て
い
る
国
な
ん
て
世

界
に
な
い
。（
節
電
の
た
め
）
工
場
を

止
め
る
よ
り
自
販
機
を
止
め
た
方
が

よ
ほ
ど
国
民
の
役
に
立
つ
」
と
批
判

し
た
石
原
慎
太
郎
都
知
事
ら
が
４
月
、

電
力
需
要
抑
制
対
策
に
つ
い
て
の
緊

急
要
望
を
国
に
提
出
。

　
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
用
途
制
限

や
行
政
指
導
に
よ
る
営
業
時
間
規
制

を
自
販
機
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
法

令
改
正
を
求
め
て
い
る
。

画
期
的
な
参
加
型
ゴ
ル
フ
大
会

不
況
下
で
新
た
な
可
能
性

多
す
ぎ
な
い
？
日
本
の
自
販
機

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
節
電
の
夏
」
を
前
に



(7)

	 The Japan Australia News	June 2011

【
５
月
25
日
共
同
】

　
政
府
は
25
日
、
東
京
電
力
と
東

北
電
力
の
管
内
で
７
月
に
発
動
す

る
電
力
使
用
制
限
令
の
具
体
案
を

発
表
し
た
。
工
場
な
ど
の
大
口
需

要
家
に
は
昨
年
夏
に
比
べ
、
ピ
ー

ク
時
の
電
力
使
用
量
を
15
％
削
減

を
義
務
付
け
る
の
が
原
則
だ
が
、

鉄
道
、
病
院
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
域
の
公
共
施
設
な
ど
約
30

分
野
に
例
外
を
設
け
た
。
分
野
に

よ
っ
て
削
減
率
を
10
％
、
５
％
、

０
％
の
３
段
階
に
縮
小
。
救
急
病

院
や
被
災
地
の
避
難
所
は
適
用
除

外
と
し
た
。

　
電
力
制
限
は
契
約
電
力
５
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
口
需
要
家

が
対
象
。
使
用
量
が
少
な
い
家
庭
や

商
店
な
ど
は
含
ま
な
い
。
電
気
事
業

法
27
条
に
基
づ
い
て
７
月
１
日
に

【
５
月
17
日
共
同
】

　
福
島
県
南
相
馬
市
の
海
岸
近
く

に
住
ん
で
い
た
伊
達
亮
太
さ
ん

（
20
）
は
津
波
で
自
宅
を
失
い
、
会

社
を
解
雇
さ
れ
た
。
福
島
第
１
原

発
の
北
約
25
キ
ロ
の
緊
急
時
避
難

準
備
区
域
。
４
月
下
旬
、
や
っ
と

戻
っ
た
自
宅
は
跡
形
も
な
く
な
っ

て
い
た
。
母
は
寝
込
み
、
父
が
勤

め
る
会
社
も
操
業
停
止
。「
自
分
が

家
を
建
て
直
す
」
と
誓
い
、
出
稼

ぎ
に
行
く
こ
と
を
決
め
た
。

　「
津
波
が
来
た
。
逃
げ
て
」。
女
性

【
５
月
21
日
共
同
】

　
東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
中

国
人
も
被
災
し
、
中
国
大
使
館
に

よ
る
と
、
計
８
人
が
死
亡
。
一
方
、

宮
城
県
女
川
町
で
は
、
中
国
人
20
人

が
１
人
の
日
本
人
男
性
に
命
を
救

わ
れ
た
。
男
性
は
津
波
の
犠
牲
と
な

り
、20
人
は
帰
国
。
そ
の
「
救
出
劇
」

は
中
国
で
広
く
伝
え
ら
れ
た
。

　
男
性
は
水
産
加
工
会
社
「
佐
藤

水
産
」
専
務
、
佐
藤
充
さ
ん
（
55
）。
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発
動
し
、
東
電
管
内
は
９
月
22
日
ま

で
、
東
北
電
力
管
内
は
同
９
日
ま
で

実
施
。
電
力
需
要
が
多
い
平
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
８
時
を
対
象
と

す
る
。

　
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の
大
半

は
制
限
緩
和
の
対
象
に
な
ら
ず
、
自

動
車
工
場
な
ど
も
稼
働
日
の
変
更

を
迫
ら
れ
て
お
り
、
夏
の
節
電
の
影

響
は
依
然
大
き
い
。

　
病
院
、
老
人
や
障
害
者
の
た
め
の

福
祉
施
設
、
新
幹
線
な
ど
は
昨
年
夏

と
同
じ
水
準
ま
で
電
力
使
用
を
認

め
る
「
０
％
削
減
」
を
認
め
た
。
朝

夕
に
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る
Ｊ
Ｒ
や

私
鉄
も
正
午
か
ら
午
後
３
時
を
除

の
上
ず
っ
た
声
の
町
内
放
送
で
、
家

族
と
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
聞
い
た
こ

と
の
な
い
ご
う
音
、
ミ
ラ
ー
越
し
に

津
波
が
見
え
た
。

　
避
難
誘
導
の
警
察
官
の
「
飛
ば
せ
」

と
叫
ぶ
声
で
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
ん

だ
が
、
Ｙ
字
路
手
前
で
渋
滞
。
少
し

で
も
高
台
へ
と
左
へ
曲
が
っ
た
の
が

幸
運
だ
っ
た
。
右
折
し
た
車
は
津
波

に
の
ま
れ
、
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ

た
と
後
で
消
防
団
員
に
聞
い
た
。

　
同
県
猪
苗
代
町
の
避
難
先
で
両

親
、
弟
と
４
人
で
暮
ら
し
て
い
た
３

温
家
宝
首
相
は
21
日
、
視
察
し
た
被

災
地
で
「
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
に
救

助
し
た
。
そ
う
し
た
行
為
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。
災
難
の
中
で
得
た
友

情
は
大
切
で
貴
重
だ
」
と
佐
藤
さ
ん

を
た
た
え
た
。

　「
津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
し
て
日

本
人
の
親
切
さ
は
こ
れ
か
ら
も
忘
れ

な
い
」。
佐
藤
水
産
の
実
習
生
だ
っ

た
秦
玉
穎
さ
ん
（
29
）
は
帰
国
後
、

中
国
安
徽
省
の
実
家
で
、
３
月
11
日

き
昨
年
並
み
を
認
め
ら
れ
た
。
上
下

水
道
施
設
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、

卸
売
市
場
な
ど
は
５
％
削
減
、
ホ
テ

ル
や
旅
館
は
10
％
削
減
と
し
た
。

　
電
力
制
限
を
適
用
し
な
い
の
は
、

患
者
を
治
療
中
の
救
急
病
院
、
被
災

地
の
避
難
所
、
東
電
福
島
第
１
原
発

周
辺
の
避
難
地
域
の
企
業
な
ど
。
昨

年
夏
を
上
回
る
自
由
な
電
力
使
用
を

認
め
た
。

　
経
済
産
業
省
に
６
月
17
日
ま
で

に
制
限
緩
和
を
申
請
す
れ
ば
、
７

月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
。
制
限

令
に
故
意
に
違
反
し
た
場
合
に
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
す

こ
と
が
で
き
る
。

月
下
旬
。
勤
務
先
の
ガ
ス
会
社
か

ら
「
会
社
を
続
け
ら
れ
な
い
。
申
し

訳
な
い
」
と
解
雇
を
告
げ
ら
れ
た
。

原
発
事
故
で
多
く
の
住
民
が
避
難
、

経
営
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
が
理

由
だ
っ
た
。
仕
方
な
い
が
、
シ
ョ
ッ

ク
だ
っ
た
。

　
高
校
卒
業
後
、
就
職
し
た
工
務
店

で
静
岡
県
に
異
動
に
な
っ
た
。
地

元
に
貢
献
し
た
い
と
昨
春
に
転
職
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
や
灯
油
を
配
達
す

る
部
署
で
働
い
て
い
た
。
声
を
掛
け

て
く
れ
る
顧
客
も
増
え
、
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
手
応
え
を
感

じ
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
浸
水
や
が
れ
き
で
通
れ
な
い
と

止
め
ら
れ
て
い
た
が
、
４
月
21
日
、

家
が
あ
っ
た
場
所
に
戻
っ
た
。
木
造

を
振
り
返
っ
た
。

　
あ
の
日
、
佐
藤
水
産
に
勤
め
て
い

た
20
人
の
中
国
人
実
習
生
は
休
み

だ
っ
た
。
工
場
裏
の
２
階
建
て
寮

で
地
震
の
恐
怖
に
震
え
て
い
る
と
、

「
津
波
が
来
る
ぞ
」。
佐
藤
さ
ん
が
飛

ん
で
き
た
。「
逃
げ
ろ
」。
秦
さ
ん
ら

は
寮
か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
の
小
山

に
連
れ
出
さ
れ
た
。

　
目
指
し
た
の
は
山
頂
の
神
社
。
吹

雪
の
中
、
約
80
段
の
階
段
を
一
気
に

駆
け
上
が
っ
た
。
途
中
、
津
波
が
港

を
の
み
込
む
様
子
が
見
え
た
。

　「
佐
藤
さ
ん
は
『
神
社
は
安
全
だ

か
ら
、
こ
こ
で
待
っ
て
て
』
と
言
い

残
し
、
山
を
下
り
て
い
っ
た
」
と
い

２
階
建
て
の
自
宅
は
土
台
以
外
、
す

べ
て
流
さ
れ
て
い
た
。

　
い
つ
も
家
族
全
員
で
囲
ん
だ
食

卓
、
母
の
得
意
料
理
ハ
ン
バ
ー
グ
、

兄
弟
げ
ん
か
を
し
て
怒
ら
れ
た
居

間
、
毎
年
身
長
を
測
っ
た
柱
の
傷
…
。

思
い
出
も
流
さ
れ
た
よ
う
で
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
、
土
台
だ
け
に
な
っ
た

家
の
写
真
を
撮
る
手
が
震
え
た
。

　
50
歳
の
父
が
勤
務
す
る
食
肉
加

工
会
社
は
警
戒
区
域
内
に
あ
り
操

業
停
止
。
自
ら
も
県
内
で
新
し
い

仕
事
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
く
、

岐
阜
市
の
親
族
を
頼
り
、
夏
か
ら

出
稼
ぎ
に
行
く
。
職
種
は
決
ま
っ

て
い
な
い
。
原
発
が
落
ち
着
い
て
、

地
元
で
仕
事
が
見
つ
か
る
ま
で
は

帰
る
つ
も
り
は
な
い
。

う
。
そ
し
て
行
方
不
明
と
な
り
、
遺

体
で
見
つ
か
っ
た
。

　
遼
寧
省
大
連
市
の
叢
偉
さ
ん
（
29
）

は
「
助
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
み
ん

な
死
ん
で
い
た
。
亡
く
な
っ
た
の
は

悲
し
い
」
と
、
声
を
詰
ま
ら
せ
る
。

佐
藤
さ
ん
は
仕
事
に
は
厳
し
い
が
、

簡
単
な
中
国
語
を
話
す
こ
と
が
で

き
、
実
習
生
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
。

　「
佐
藤
さ
ん
は
外
国
人
実
習
生
を

先
に
避
難
さ
せ
な
け
れ
ば
、
と
考

え
た
の
だ
ろ
う
」。
同
町
で
実
習
生

の
受
け
入
れ
窓
口
を
担
当
し
て
い

る
女
川
魚
市
場
買
受
人
協
同
組
合

参
事
の
遠
藤
貢
さ
ん
（
51
）
は
そ

う
推
測
す
る
。

　
首
都
圏
の
１
都
３
県
の
知
事
も
動

き
だ
し
た
。
震
災
後
、
東
京
都
は
都

庁
内
の
自
販
機
の
電
源
を
切
っ
た
。

再
選
直
後
の
会
見
で
「
自
販
機
が
こ

ん
な
に
林
立
し
て
い
る
国
な
ん
て
世

界
に
な
い
。（
節
電
の
た
め
）
工
場
を

止
め
る
よ
り
自
販
機
を
止
め
た
方
が

よ
ほ
ど
国
民
の
役
に
立
つ
」
と
批
判

し
た
石
原
慎
太
郎
都
知
事
ら
が
４
月
、

電
力
需
要
抑
制
対
策
に
つ
い
て
の
緊

急
要
望
を
国
に
提
出
。

　
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
用
途
制
限

や
行
政
指
導
に
よ
る
営
業
時
間
規
制

を
自
販
機
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
法

令
改
正
を
求
め
て
い
る
。

病
院
、
鉄
道
は
例
外

　
　
電
力
制
限
、
30
分
野
で
緩
和

　
　
　
　
政
府
、
東
電
と
東
北
電
で

建
て
直
す
、
家
族
と
暮
ら
す
家

　
　
　  

南
相
馬
の
20
歳
、
出
稼
ぎ
に

「
日
本
の
親
切
、
忘
れ
な
い
」

        

中
国
人
20
人
、
男
性
が
命
救
う 
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つ
あ
る
。

　
一
月
三
十
日
（
日
）
に
パ
ー
ス
で

行
わ
れ
た
Ｗ
ａ
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
と
い
う

ア
ニ
メ
大
会
が
あ
っ
て
参
加
者
が
そ

れ
ぞ
れ
凝
っ
た
お
気
に
入
り
の
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
衣
装
を
着
て
現

れ
る
、
絢け

ん
ら
ん爛
豪
華
な
集
ま
り
だ
っ
た

と
い
う
。
東
京
の
秋
葉
原
で
始
ま
っ

た
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
カ
フ
ェ

の
女
給
さ
ん
ス
タ
イ
ル
も
人
気
が

あ
っ
た
り
、
大
盛
況
だ
っ
た
。

　
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が
世
界
の
文

明
に
成
り
代
わ
り
つ
つ
あ
る
一
つ
の

例
で
あ
る
。
世
界
の
人
々
、
特
に
若

い
人
々
は
、
も
う
な
に
な
に
国
と
い

う
こ
と
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
。

関
心
が
あ
る
の
は
、
な
に
な
に
国
の

カ
ル
チ
ャ
ー
だ
、
文
化
だ
。
い
ま
司

馬
遼
太
郎
さ
ん
が
パ
ー
ス
に
来
ら
れ

て
、
こ
の
Ｗ
ａ
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ

の
シ
ョ
ー
を
見

た
ら
、
ど
ん

な
顔
を
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

　
も
う
三
十
年
近
く

前
の
こ
と
だ
が
、「
文

化
」
と
い
う
表
現
に
目

か
ら
う
ろ
こ
の
体
験
を

し
た
。
私
よ
り
一
回
り

年
上
の
親
し
い
日
本
女

性
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
い
た
と
き
の
こ
と
。

女
性
の
名
前
は
さ
だ
子

さ
ん
と
い
い
、
生
粋
の

浜
っ
子
だ
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
結
婚

し
て
西
豪
州
南
部
の
港

町
で
日
本
食
の
レ
ス
ト

ラ
ン
を
経
営
し
て
い

た
。
日
本
食
だ
け
で
な

く
、
中
華
あ
り
、
オ
ー

ジ
ー
料
理
あ
り
の
、

い
っ
て
み
れ
ば
無
国
籍

料
理
に
近
い
メ
ニ
ュ
ー

が
多
か
っ
た
が
、
味
が

い
い
と
固
定
客
が
つ
い

て
い
た
。

　
さ
だ
子
さ
ん
の
夫
は
こ
の
と
き
す

で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
彼
女
が

店
の
切
り
盛
り
に
孤
軍
奮
闘
し
て
い

た
。
太
っ
腹
で
面
倒
見
が
よ
く
、
人

望
が
あ
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
パ
ー
ス

に
出
て
き
た
さ
だ
子
さ
ん
の
歓
迎
会

に
は
、
私
の
他
に
数
人
の
日
本
女
性

が
同
席
し
、
話
が
国
際
結
婚
を
成
功

さ
せ
る
秘ひ

け
つ訣
に
及
ん
だ
。

　「
ま
ず
食
べ
物
だ
ね
。
新
婚
生
活

第
一
日
目
よ
、
び
っ
く
り
こ
い
た
の

は
。
あ
た
し
は
日
本
人
だ
か
ら
さ
、

白
い
ご
飯
を
炊
い
た
わ
け
よ
。
ダ
ン

ナ
は
ど
う
や
っ
て
食
べ
た
と
思
う
？

砂
糖
と
牛
乳
を
ぶ
っ
か
け
て
食
べ
る

の
よ
。
あ
た
し
は
ご
ま
塩
ふ
り
か
け

て
食
べ
た
け
ど
ね
。
こ
れ
が
文
化
の

違
い
だ
っ
て
、
身
に
沁し

み
て
感
じ
ま

し
た
ね
」、
さ
だ
子
さ
ん
は
天
を
仰

い
で
苦
笑
し
た
。

　「
こ
の
文
化
の
違
い
っ
て
や
つ
と
、

ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
て
乗
り
越
え

て
い
く
か
が
、
国
籍
の
違
う
者
同
士

の
結
婚
を
長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ
じ
ゃ

な
い
か
な
」、
淡
々
と
し
た
語
り
口

だ
っ
た
が
、「
文
化
」
の
も
つ
意
味

合
い
が
重
々
し
く
胸
に
響
い
た
。

　「
文
明
」
と
「
文
化
」
の
違
い
に

つ
い
て
の
講
釈
を
聞
い
た
の
は
、
高

校
一
年
の
と
き
だ
っ
た
と
思
う
。
担

任
の
数
学
教
師
が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ

た
の
か
話
の
流
れ
は
覚
え
て
い
な
い

け
れ
ど
も
、「
人
知
が
進
歩
し
、
人

が
生
き
て
い
く
た
め
の
精
神
的
、
物

質
的
な
様
々
な
事
柄
が
整
備
さ
れ
て

い
る
社
会
の
状
態
を
文
明
化
が
進
ん

だ
と
い
う
」、
冬
枯
れ
の
原
っ
ぱ
の

よ
う
に
頭
髪
が
薄
く
な
っ
て
き
た
頭

を
ふ
り
ふ
り
、
数
学
教
師
が
続
け
た
。

「
片
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
集
団
は

言
語
、
慣
習
、
宗
教
、
道
徳
、
制
度

な
ど
、
独
自
の
文
化
を
も
つ
。
こ
れ

ら
は
そ
の
集
団
の
精
神
的
活
動
か
ら

生
み
出
さ
れ
、
各
集
団
の
文
化
の
間

に
優
劣
の
差
は
な
い
」、
教
師
は
な

ぜ
か
私
の
顔
を
見
て
、「
分
か
っ
た

か
」
と
い
っ
た
。

　
話
は
私
が
小
学
校
に
入
学
し
た
こ

ろ
ま
で
遡

さ
か
の
ぼる
。
私
が
子
ど
も
時
代

の
か
な
り
の
部
分
を
過
ご
し
た
東
北

の
温
泉
郷
に
あ
る
母
方
の
祖
父
母
の

家
は
、
豊
か
な
田
園
地
帯
を
走
る
単

線
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
駅
の
近
く
に

あ
っ
た
。
近
所
に
魚
屋
が
あ
り
、
主

は
「
太
郎
お
ん
つ
ぁ
ん
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
年
の
こ
ろ
は
五
十
代
半
ば

か
。
五
分
刈
り
の
頭
に
藍
染
め
の
い

な
せ
な
鉢
巻
き
を
し
て
、
目
つ
き
の

き
り
っ
と
し
た
、
普
段
は
口
数
の
少

な
い
人
だ
っ
た
。
私
の
祖
母
や
近
所

の
お
ば
さ
ん
た
ち
は
太
郎
お
ん
つ
ぁ

ん
を
ひ
い
き
に
し
て
い
た
が
、
子
ど

も
の
私
に
は
ど
こ
か
怖
い
人
に
思
え

て
、
祖
母
の
後
ろ
に
ひ
っ
つ
い
て
眺

め
て
い
た
。
　
　

　
太
郎
お
ん
つ
ぁ
ん
の
舌
の
上
に

は
、
中
ほ
ど
に
赤
ん
坊
の
親
指
の
爪

ぐ
ら
い
の
赤
い
い
ぼ
が
で
き
て
い

て
、
彼
が
話
し
出
す
と
い
ぼ
が
上
下

左
右
に
ぴ
く
ぴ
く
動
く
の
が
見
え
て

不
気
味
だ
っ
た
。
い
ぼ
の
動
き
が

め
っ
ぽ
う
活
発
に
な
る
の
は
持
ち
主

が
何
か
に
い
ら
つ
い
た
と
き
で
、
勇

み
肌
の
歯
切
れ
の
い
い
台せ

り
ふ詞
が
ぽ
ん

ぽ
ん
飛
び
出
し
て
、
よ
く
通
る
声
が

び
ん
び
ん
響
い
た
。

　
流
行
ば
か
り
追
い
、
浮
つ
い
た
実

の
な
い
人
間
が
大
嫌
い
で
、
親
の
す

ね
か
じ
り
で
遊
ん
で
暮
ら
す
若
者
が

女
を
つ
れ
て
温
泉
に
し
け
こ
む
姿
な

ど
を
垣
間
見
る
と
、「
へ
ん
、
ザ
ン

ギ
リ
頭
を
叩た

た

い
て
み
れ
ば
、
文
明
開

化
の
音
が
す
る
っ
て
か
！
」
と
あ
ざ

笑
い
、
す
か
す
か
頭
の
青

あ
お
び
ょ
う
た
ん

瓢
箪
め
と

口
の
中
で
罵
　の
の
し

っ
た
。

　
さ
だ
子
さ
ん
の
、
国
際
結
婚
と
異

文
化
の
関
わ
り
論
を
聴
い
た
の
は
私

の
夫
が
逝
っ
て
一
年
ほ
ど
経た

っ
て
か

ら
だ
っ
た
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
幅

に
異
な
る
文
化
の
中
で
生
き
て
き
た

男
女
が
結
び
つ
き
、
と
も
に
暮
ら
し

て
い
く
の
だ
。
い
ま
の
若
い
日
本
女

性
が
外
国
人
の
ご
亭
主
と
の
別
離
の

理
由
を
、「
つ
ま
り
、
性
格
の
不
一

20

　
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
住
ん
で
い
た

一
九
八
五
年
の
七
月

だ
っ
た
と
思
う
。
東
京

か
ら
国
際
電
話
が
あ
っ

た
。
読
売
新
聞
の
前

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員

の
山
本
さ
ん
か
ら
で
、

作
家
の
司
馬
遼
太
郎
さ

ん
が
夫
人
の
み
ど
り
さ

ん
を
連
れ
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
行
く
の
で
、

よ
ろ
し
く
と
い
う
。

　
私
は
も
ち
ろ
ん
司
馬

遼
太
郎
と
い
う
大
作
家

の
名
前
も
知
っ
て
い
た

し
、
二
、
三
、
彼
の
作

品
も
読
ん
で
い
た
。
し

か
し
、
文
庫
本
で
も
八

冊
と
か
十
冊
に
お
よ
ぶ

長
い
の
が
多
い
の
で
、

例
え
ば
『
坂
の
上
の
雲
』

な
ど
は
一
巻
を
十
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
眺

め
た
だ
け
で
、
全
く
読
ん
で
い
な
い
。

　
そ
の
当
時
パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー

の
「
新
橋
」
と
い
う
日
本
料
理
屋
に

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
か
け
、
お
か
み
さ

ん
と
は
す
っ
か
り
仲
良
し
に
な
っ
て

い
た
。
あ
る
晩
、
い
つ
も
の
よ
う
に

出
か
け
る
と
、
小
さ
な
中
庭
の
障
子

越
し
に
司
馬
遼
太
郎
さ
ん
と
み
ど
り

さ
ん
が
見
え
た
。
お
か
み
さ
ん
に
、

お
会
い
で
き
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、

す
ぐ
戻
っ
て
き
て
、「
ど
う
ぞ
と
い
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
」
と
い

う
。
そ
の
座
敷
に
ず
か
ず
か
と
入
り

込
ん
で
日
本
間
だ
っ
た
の
で
、
膝
を

硬
く
し
て
四
角
ば
っ
た
あ
い
さ
つ
を

し
た
。
司
馬
さ
ん
は
と
て
も
人
懐
っ

こ
そ
う
な
笑
顔
で
、「
ま
あ
、
ま
あ
、」

と
い
っ
て
右
手
を
差
し
出
し
、
左
手

に
持
っ
た
と
っ
く
り
を
私
の
方
に
傾

け
た
。
い
い
人
な
ん
だ
と
、
す
ぐ
感

じ
た
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
翌
日
、
司
馬
さ
ん
と
読
売
新
聞
の

記
者
が
当
時
野
村
證
券
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
の
あ
っ
た
ウ
ォ
ー
ル
ス

ト
リ
ー
ト
の
ビ
ル
に
や
っ
て
き
た
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
『
ア
メ
リ
カ
素

描
』
に
わ
り
と
詳
し
く
書
い
て
あ
る
。

も
う
全
て
が
あ
ら
か
じ
め
調
べ
て

あ
っ
て
、
一
つ
一
つ
そ
の
こ
と
を
確

認
し
よ
う
と
い
う
感
じ
の
質
問
だ
っ

た
。
質
問
と
い
う
よ
り
お
互
い
に
お

だ
や
か
に
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と

い
う
か
た
ち
に
な
っ
た
。

　
司
馬
さ
ん
は
い
ま
考
え
る
と
、
そ

の
と
き
す
で
に
株
、
債
券
、
そ
し
て

も
っ
と
あ
や
ふ
や
な
存
在
の
、
今
様

に
い
え
ば
「
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
ス
」
に

つ
い
て
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
つ
ま

り
、
電
気
製
品
、
そ
の
他
の
製
造
を

止や

め
て
日
本
や
韓
国
に
任
せ
っ
ぱ
な

し
の
ア
メ
リ
カ
経
済
、
自
動
車
と
飛

行
機
と
、
そ
し
て
軍
隊
と
い
う
産
業

を
除
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
物
を
作
っ

て
い
な
か
っ
た
。
物
を
作
っ
て
い
な

い
国
が
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
し
て

君
臨
し
て
い
る
こ
と
に
司
馬
さ
ん
は

不
満
を
抱
い
て
い
た
ふ
う
で
あ
る
。

二
年
前
に
起
こ
っ
た
「
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
」
は
正
し
く
司
馬
さ
ん
が

恐
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
司
馬
さ
ん
は
『
ア
メ
リ
カ
素
描
』

の
中
で
文
明
と
文
化
と
い
う
こ
と
を

か
な
り
突
っ
込
ん
で
書
い
て
い
た
。

文
明
は
文
化
と
よ
く
混
同
さ
れ
が
ち

だ
が
、
は
っ
き
り
文
化
と
文
明
は
違

う
。
文
明
は
ひ
と
こ
と
で
い
っ
て
し

ま
え
ば
、
普
遍
性
、
文
化
は
特
殊
性

で
あ
る
。
両
膝
を
つ
い
て
両
手
で
襖

ふ
す
ま

を
開
け
る
日
本
人
が
い
る
。
そ
れ
は

ま
さ
し
く
日
本
の
文
化
で
あ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
で
は
絶
対
に
な
い
。
日
本

だ
け
に
、
あ
る
い
は
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
だ
け
長
い
間
伝
わ
っ
て
き

た
習
慣
や
感
性
、
そ
れ
が
文
化
だ
。

そ
れ
に
比
べ
て
信
号
が
青
に
な
る
と

人
や
犬
が
道
を
渡
る
。
赤
に
な
っ
た

と
き
は
渡
ら
な
い
。
こ
れ
が
文
明
と

な
る
。

　
世
界
中
の
人
に
分
か
り
や
す
い
か

ら
、
す
ぐ
広
ま
る
。
つ
ま
り
普
遍
性

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
い
ろ
い
ろ
な

民
族
が
寄
り
集
ま
っ
て
で
き
た
国
、

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｓ
ｔ
ａ

ｔ
ｅ
ｓ
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
い

ろ
ん
な
文
化
が
存
在
し
、
そ
し
て

濾ろ

か過
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
一
般
的

に
通
用
す
る
と
文
明
に
な
り
、
ア
メ

リ
カ
の
文
明
は
世
界
の
文
明
に
な
る

場
合
が
多
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
日
本
独
自
の
文
化
は
普
遍
性
が
な

い
か
ら
ど
う
し
て
も
世
界
の
文
明

と
は
な
り
え
な
い
。
た
だ
し
、
例
外

が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
漫
画
だ
。
い

ま
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
書
店
を
覗の

ぞ

く

と
、
漫
画
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
ア
メ
リ
カ
に
も
、
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
に
も
あ
る
。
こ

う
い
う
サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
で
起
源
が
日

本
の
漫
画
と
い
う
の

が
、
恐
ろ
し
い
勢
い

で
世
界
に
浸
透
し
つ

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

致
で
す
よ
」
と
こ
と
も
な
げ
に
言
い

切
る
ほ
ど
問
題
の
根
っ
こ
は
浅
く
な

い
。
食
文
化
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

生
ま
れ
育
っ
た
国
の
自
然
環
境
、
歴

史
の
流
れ
、
生
活
習
慣
が
先
祖
代
々

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
、

人
は
生
き
て
き
て
い
る
。
炊
き
た
て

の
白
い
ご
飯
に
砂
糖
を
ふ
り
か
け
る

か
、
塩
に
す
る
か
は
、
そ
の
奥
に
抹

消
で
き
な
い
長
い
歴
史
が
横
た
わ
っ

て
い
る
の
だ
。

　
お
互
い
の
背
後
の
独
自
の
文
化
に

敬
意
を
払
い
つ
つ
、
ど
こ
で
折
り
合

う
か
を
考
え
、
支
え
あ
っ
て
生
き
て

い
く
。
真
の
夫
婦
愛
は
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
る
。

　
私
が
加
え
た
い
真
実
が
い
ま
一
つ
。

人
を
愛
し
た
ら
、
と
こ
と
ん

無
償
で
愛
し
続
け
る
こ
と
。

相
手
の
中
に
た
だ
一
つ
で

も
好
ま
し
い
箇
所
を
見み

い
だ出

し
、
愛
し
続
け
る
こ
と

で
、
幸
福
の
女
神
は

さ
り
げ
な
く
あ

な
た
に
微ほ

ほ
え笑

み
か
け
る
。

司馬遼太郎の「文明と文化」これがアタシの生きる道
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テリー 寺
てら

本
もと

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
み

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date: June 2, 16 & 30 2011

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

■ Topper's Mountain Wines
（トパーズ・マウンテン・ワインズ）
設立：1999 年

　ニューイングランド地区の中心地、

アーミデイルに近く海抜 900 ｍの寒冷地

にあるヴィンヤードです。トパーズ・マ

ウンテンの名前は初期の開拓時代、ここ

で大規模な放牧やワイン造りを経営して

いた George	Wyndham（ジョージ・ウィ

ンダム＝現在のハンターヴァレーのウィ

ンダム・ワインの初代）に雇われていた

Topper 兄弟に由来します。

　現在のオーナーはKirkby（カークビイ）

ファミリーで、あまり主流でないイタリ

アン品種やスペインの品種を栽培してい

ます。例えば Touriga（ポートワイン用品

種）、Pinotage（ピノテイジ＝耐寒性があり、

早期に成熟する品種）、Nebbiolo（ネビオー

ロ＝とても色が濃く、瓶の中で寝かせて

おくと素晴らしい香りを醸すワインにな

る )、Barbera（バーベラ＝生産性が高く、

多目的に使われる品種）、Tannat（タナ＝

非常に濃い色で、タンニンのバランスが

良いと素晴らしい赤ワインになる）、そ

のほか Tempranillo（テンプラニーロ＝ス

ペイン原産）やGewurztraminer（ゲヴェレ

ツトラミナー＝香りの素晴らしい、アル

ザス地方産）などを作っています。

◇	2009	Tempranillo

	 スペイン原産の肉料理に最適の赤ワイ

	 ン。タンニンのバランスが良い。約＄18

◇	2008	Shiraz

	 ほのかに白胡椒（こしょう）の香り

	 がするフルボディのシラーズ。肉料

	 理によいでしょう。約＄15

◇	2008	Nebbiolo

	 このワイナリーの初めてのネビオー

	 ロ。肉料理に相性の良いワイン。約 $20

◇	2008	Barbera

	 これも初めて造られたバーべラ。喉

	 越しがとても滑らかな赤ワイン。約＄20

◇	2009	Gewurztraminer

	 香りが素晴らしい白ワイン。スパイシイ

	 なタイ料理などに合うでしょう。約＄15

◇	2009	Sauvignon	Blanc

	 ライチーの香り、甘いアスパラガスのよ

	 うな魅惑的な香りの白ワイン。約＄15

◇	2005	Riesling	Traminer

	 リンゴやストーンフルーツ（プラム

	 やモモ）の香りが素晴らしい。約 15

　ニューイングランド・ワイン生産地の

ワインはまだ知られていないので、比較

的値段が低めに設定されています。品質

的に見てとてもお買い得だと思われます。

　６月から暦の上では冬に入り、冬眠を考えているダイバーの方も多いかと思います。

冬には冬の楽しみ方があり、特にここパースでのプライベートダイブに関して言うと、

私は冬のダイビングのほうが好きなくらいです。寒さに負けず、ぜひ海に潜りに来てく

ださいね！

　先月号ではサメについて取り上げてみました。今月は、ここ西オーストラリア州で見

られるサメの中から４種類のサメを紹介したいと思います。

❖ジンベエザメ

　ジンベエザメはテンジクザメ目ジン

ベエザメ科のサメで、全長 13 ｍにも

達する世界最大の魚類です。大阪の海

遊館をはじめ、日本の水族館でも飼育

されているのでご存じの方も多いと思

います。また、ダイバーなら一度は海

中で遭遇したいといわれる大物でもあ

ります。ジンベエザメは、この巨体に

もかかわらず動物プランクトンを食べ

ます。大きな口を開けて泳ぎ、海水ご

とプランクトンを入れ、鰓（えら）に

発達した鰓耙（さいは）で濾（こ）し取っ

て食べています。西オーストラリア州

の北にあるエクスマウスでは、毎年こ

の時期にジンベエザメとスノーケルを

することができます。ちょうど今がベ

ストシーズンです！

❖オオセ

　オオセはテンジクザメ目オオセ科の

サメで、ここパース近郊のビーチや

ロットネスト島でもダイビング中に遭

遇することがあります。口の周りのも

じゃもじゃしたヒゲのようなものは、

皮膚が進化したもので、海底を泳いで

いるときにこのヒゲの触覚で底生生物

を見つけたり、待ち伏せして海藻と間

違えて近づいてきた魚を捕まえるとい

われています。

❖シュモクザメ

　シュモクザメは、メジロザメ目シュ

モクザメ科のサメ。ニンガルーリーフ

など、北の海域で見ることができます。

なぜ頭が金槌（かなづち）のような奇

妙な形になったのかは、いまだに謎に

包まれています。でもこの金槌のよう

な頭が役に立っており、その一つを紹

介すると、鼻孔。他のサメに比べて２

つの鼻孔が離れているので、獲物の匂

いの方向をより正確に感じ取れるとい

われています。また目も離れているこ

とから、立体的に獲物を見ることがで

きるともいわれています。また他のサ

メは頭を左右と上にしか動かせないの

に対し、シュモクザメはサメの中で唯

一頭を上下、左右に動かすことができ、

頭を舵（かじ）として使っているそう。

❖ネムリブカ

　ネムリブカはメジロザメ目メジロザ

メ科のサメで、ニンガルーリーフな

どのサンゴ礁域で最も目にするサメで

す。名前の由来は、昼間は岩の隙間や

海底で休んでいることから来ていま

す。性格はとてもおとなしく、近づく

と逃げてしまうくらいですが、無駄に

驚かしたり追いかけたりしないように

してください。

連 載
その 72 オーストラリア・ワインの話

ダイビング・コラム

　2008 年１月に新たにワイン生産地と

して公認されたニューイングランド地区

（NSW 州内陸部）のワイナリーのご紹介

を続けます。

	

■ Thomas New England Estate 
Wines（トマス・ニューイングラ
ンド・エステート・ワインズ）
設立：1996 年

　トマス家の歴史は 1860 年にさかの

ぼり、初代はこの土地で初めてのビー

ルを造りました。ワインを手がけた

の は 1996 年 で、Chardonnay、Cabernet	

Sauvignon、Shiraz、Merlot、Muscat な ど

が作られています。土壌などの自然条件

に恵まれ、順調に成長し、国内のワイン

ショウで数々の賞を取っています。チー

フワインメーカーはハンターヴァレー

の John	Cassegrain（ジョン・カセグレン）

が務めています。

　どのワインも手ごろな値段で大体ボト

ル当たり＄15、そして飲みやすく造られ

ています。

◇	2009	Chardonnay

	 新鮮な柑橘（かんきつ）系の香りが

	 豊かなシャードネイ。このまま楽し

	 むのもよいでしょう。

◇	2010	Rose

	 65％ Shiraz、35％ Cabernet	Sauvignon のブ

	 レンド。軽いお昼などによいでしょう。

◇	2008	Merlot

	 ミディアムボディに造られていて、チー

	 ズの盛り合わせにも向いています。

◇	2008	Cabernet	Merlot

	 66％ Cabernet	Sauvignon、34％ Merlot の

	 ブレンド。BBQ やステーキによいで

	 しょう。

◇	2008	Cabernet	Sauvignon

	 とてもスムースでタンニンのバラン

	 スが良い。BBQ やステーキにいかが

	 でしょう。

◇	2008	Shiraz

	 アルコール度 14.5 のしっかりしたシ

	 ラーズ。これからの冬に向けてシチュ

	 ウなどによい。

◇	Sparkling	Rose

	 新商品のスパークリングロゼ。お昼

	 や食前酒にとても向いています。

　もし、ニューイングランド地方にお出

かけになるチャンスがあれば、ぜひお寄

りになることをお勧めします。値段的に

とても良心的ですし、デイリードリンキ

ング・ワインとして気軽にお求めになれ

ると思います。

Photo: Tourism Western AustraliaPhoto: Tourism Western Australia
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初
め
て
マ
イ
ア
ミ
に
行
っ
た
時
、

ほ
と
ん
ど
何
の
知
識
も
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
日
本
人
に
と
っ
て
フ
ロ

リ
ダ
は
遠
過
ぎ
る
土
地
で
も
あ
っ

た
。
今
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
簡
単
に
検
索
で
き
る
時
代
で

あ
れ
ば
多
く
の
知
識
も
持
っ
て
か

ら
出
か
け
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

何
も
か
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
る
単
調
さ
と
は
別
に
、
当
時
の
月

間
旅
行
雑
誌
「
エ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
」

を
買
い
、
徹
夜
で
眺
め
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
と
考
え
る
の
も
楽
し
か
っ
た

も
の
だ
。
家
内
か
ら
「
根
気
が
い
い

ね
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
雑
誌
と
長
時

間
向
き
合
っ
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ

で
、
と
て
も
経
済
的
な
飛
び
方
を
覚

え
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
↓
ア
メ

リ
カ
西
海
岸
都
市
↓
東
海
岸
都
市

↓
フ
ロ
リ
ダ
半
島
↓
西
海
岸
都
市

↓
ホ
ノ
ル
ル
↓
日
本
と
飛
ん
で
約

６
万
円
か
ら
８
万
円
程
度
だ
っ
た
。

だ
か
ら
何
度
も
コ
ー
ス
を
変
え
な

が
ら
あ
ち
こ
ち
に
出
か
け
た
。

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
住
ん
だ
島

　
マ
イ
ア
ミ
市
や
マ
イ
ア
ミ
ビ
ー

チ
市
を
何
度
も
う
ろ
う
ろ
し
て
い

た
の
で
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
風
景
に

懐
か
し
さ
を
覚
え
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
で
あ
る
。
個
人
旅
行
な
の
で
、

縛
り
が
な
く
自
由
に
行
動
で
き
る

の
が
楽
し
い
。
失
敗
も
多
い
が
、
そ

の
分
思
い
出
も
多
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
マ
イ
ア
ミ
も
飽
き
て
き
た
の
で
、

ど
こ
か
他
に
観
光
地
は
な
い
も
の

か
と
地
図
を
見
て
い
て
気
が
つ
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
フ
ロ
リ
ダ
半
島

の
先
か
ら
南
に
向
か
っ
て
海
の
中

に
国
道
１
号
線
が
描
か
れ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
何
だ
、
こ
れ
は
…
ど
う

し
て
海
の
中
に
国
道
が
？
と
思
っ

て
調
べ
る
と
、
そ
の
先
に
キ
ー
ウ
エ

ス
ト
島
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

と
い
う
次
第
で
あ
る
。

　
あ
の
「
老
人
と
海
」
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
も

ら
っ
た
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
こ
こ

に
住
み
、
あ
の
作
品
も
そ
こ
で
書
か

れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
。
早
速
バ
ス

に
乗
っ
て
出
か
け
た
。

　
２
度
目
に
行
っ
た
時
に
は
、
大
き

な
ア
メ
車
（
リ
ン
カ
ー
ン
）
を
借

り
て
、
娘
に
運
転
さ
せ
て
行
っ
た
。

娘
は
当
時
ハ
ワ
イ
に
留
学
し
て
い

た
の
で
左
ハ
ン
ド
ル
と
右
側
走
行

に
慣
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

海
の
上
を
ひ
た
走
る

　
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
は
４
０
０
以
上

も
あ
る
島
々
か
ら
成
っ
て
い
る
。

フ
ロ
リ
ダ
半
島
の
先
か
ら
国
道
１

号
線
で
島
か
ら
島
を
結
び
な
が
ら

延
々
２
４
０
キ
ロ
も
走
る
。
サ
ン
ゴ

礁
で
で
き
て
い
る
島
の
海
面
す
れ

す
れ
の
道
路
も
あ
り
、
橋
だ
け
で
も

42
カ
所
あ
る
。

　
最
も
有
名
な
橋
は
「
セ
ブ
ン
マ
イ

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
」
で
、
ペ
プ
シ
コ
ー

ラ
の
宣
伝
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た

の
で
ご
存
じ
だ
ろ
う
。
セ
ブ
ン
マ
イ

ル
と
い
う
こ
と
は
11
キ
ロ
以
上
も

の
長
さ
の
橋
で
あ
る
。
セ
ブ
ン
マ
イ

ル
・
ブ
リ
ッ
ジ
は
２
本
あ
っ
て
、
１

本
は
１
９
１
２
年
に
鉄
道
橋
と
し

て
作
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
ハ
リ
ケ
ー

ン
で
壊
さ
れ
、
橋
は
途
中
で
切
れ

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
︵
そ
の
４
︶

マ
イ
ア
ミ
＆
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
︵
ア
メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
︶
(2)

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
18
回

て
い
る
が
、
風
景
と
し
て
絵
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
の

は
、
１
９
８
２
年
に
新
し
く
作
ら
れ

た
橋
で
あ
る
。
セ
ブ
ン
マ
イ
ル
・
ブ

リ
ッ
ジ
を
渡
る
時
の
爽
快
さ
は
、
う

ま
く
表
現
で
き
な
い
。
右
が
メ
キ
シ

コ
湾
、
左
が
カ
リ
ブ
海
、
澄
み
切
っ

た
美
し
い
海
が
そ
こ
に
は
広
が
っ

て
い
て
、
と
て
つ
も
な
く
美
し
い
。

一
生
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
風
景
の

一
つ
で
あ
る
。

　
島
々
の
海
面
す
れ
す
れ
の
道
路

に
は
驚
い
た
し
、
珍
し
く
て
楽
し

か
っ
た
。
こ
の
道
に
沿
っ
て
た
く
さ

ん
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
も
目
に
し

た
。
お
そ
ら
く
こ
の
辺
り
は
世
界
一

の
保
有
数
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
と
に
か
く
、
島
か
ら
島
、
橋
か
ら

橋
と
い
う
感
じ
で
４
時
間
以
上
走

り
続
け
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
海
の

上
か
、
海
の
す
ぐ
そ
ば
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
他
で
は
経
験
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
ほ
ど
素
朴
で
美
し
い

風
景
の
ド
ラ
イ
ブ
な
の
だ
。
バ
ス
で

行
く
と
座
席
が
高
く
見
晴
ら
し
は

良
い
が
、
乗
用
車
で
行
く
場
合
の
、

海
と
の
近
さ
を
味
わ
え
な
い
。
私
た

ち
は
、
そ
の
ど
ち
ら
も
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
幸
せ
だ
っ
た
。

キ
�
ー
バ
が
見
え
る
日
も

　
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
は
、
小
さ
な
町
で

あ
る
。
大
き
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
頻
繁

に
襲
っ
て
く
る
町
で
も
あ
り
、
家
の

造
り
が
小
さ
く
屋
根
も
低
く
作
ら

れ
て
い
た
の
で
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
的
な

感
じ
の
す
る
町
だ
っ
た
。

　
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
が
住
ん
で
い

た
家
は
、
現
在
は
博
物
館
と
し
て
一

般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
彼
が
大
好
き

だ
っ
た
と
い
う
猫
が
今
も
何
匹
も

闊
歩
（
か
っ
ぽ
）
し
て
い
た
。

　
島
に
は
、
サ
ザ
ン
モ
ス
ト
・
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
、
記
念
写
真
の
ポ
イ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
ア

メ
リ
カ
領
土
の
最
南
端
に
な
り
、
こ

こ
か
ら
キ
ュ
ー
バ
ま
で
は
１
４
４

キ
ロ
で
、
空
気
の
澄
ん
で
い
る
日
に

は
キ
ュ
ー
バ
が
見
え
る
と
い
う
。

　
町
に
は
コ
ン
ク
・
ト
レ
イ
ン
と
い

う
可
愛
（
か
わ
い
）
い
小
さ
な
汽
車

の
形
を
し
た
乗
り
物
が
市
内
観
光

と
し
て
人
気
が
あ
る
。
乗
っ
て
み
た

が
、
40
分
ほ
ど
で
街
を
一
周
し
た
。

　
ハ
ー
バ
ー
か
ら
船
が
出
て
お
り
、

そ
れ
に
乗
っ
た
。
船
の
底
が
ガ
ラ
ス

張
り
に
な
っ
て
い
て
、
海
の
底
が
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
サ
ン

ゴ
を
見
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
が
、

他
に
何
が
見
え
た
の
か
さ
っ
ぱ
り

記
憶
に
な
い
。

　
結
局
、
キ
ー
ウ
エ
ス
ト
に
も
４

度
訪
れ
た
が
、
こ
ん
な
遠
い
地
ま

で
何
度
も
行
こ
う
と
思
っ
た
の
は
、

や
は
り
海
の
上
を
走
っ
て
ゆ
く
快

感
だ
っ
た
。
機
会
の
あ
る
人
に
は
一

度
は
ぜ
ひ
経
験
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

　
パ
ー
ス
に
移
住
し
て
す
ぐ
の
こ

と
。
地
図
を
見
て
い
る
と
海
の
上
に

橋
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
家
内
と
思

わ
ず
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
そ
し
て
、

に
や
っ
と
笑
っ
た
。
す
ぐ
に
行
っ
て

み
よ
う
と
車
を
走
ら
せ
た
。

　
そ
し
て
橋
が
あ
っ
た
。
何
も
考
え

ず
に
橋
を
渡
っ
た
ら
、
検
問
が
あ
り

「
こ
こ
は
海
軍
基
地
で
す
」
と
追
い

払
わ
れ
た
も
の
だ
。
キ
ー
ウ
エ
ス
ト

ま
で
の
あ
の
美
し
い
道
路
の
思
い

出
が
、
そ
ん
な
失
敗
を
さ
せ
た
の

だ
っ
た
。

　
前
回
（
本
紙
２
月
号
）
掲
載
し

た
男
の
子
が
分
か
る
本
（
ス
テ
ィ
ー

ヴ
・
ビ
ダ
ル
フ
著
、
菅
靖
彦
訳

「
男
の
子
っ
て
ど
う
し
て
こ
う
な

の
？—

ま
っ
と
う
に
育
つ
九
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
草
思
社
）
の
紹
介
は
と

て
も
好
評
で
、
何
人
か
の
お
母
さ
ま

か
ら
今
度
日
本
に
行
っ
た
ら
本
を

買
っ
て
き
ま
す
！
と
コ
メ
ン
ト
を

頂
き
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
皆
さ
ん

第５回

体を温めて健康になる！

の
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で
き
て

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
最
近
は
落
ち
着
い
て
か
な
り
優

し
く
な
っ
た
10
歳
の
長
男
く
ん
が
、

テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
男
の
子
は
こ
の

ホ
ル
モ
ン
の
お
か
げ
で
少
年
ら
し

く
な
っ
て
い
く
が
、
急
激
な
成
長
を

引
き
起
こ
す
た
め
本
人
の
混
乱
を

招
く
）
の
せ
い
で
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
て
あ
ま
し
、
朝
か
ら
一
日
中
、

妹
を
お
ち
ょ
く
り
、
２
人
の
言
い
合

い
に
私
は
い
つ
も
目
ま
い
が
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
大
切
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

恐
る
べ
き
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
に
つ

い
て
は
次
回
お
話
し
す
る
こ
と
に

し
て
、
今
回
は
寒
く
な
っ
て
き
た

パ
ー
ス
で
体
を
温
め
て
免
疫
力
を

高
め
、
病
気
に
か
か
り
に
く
く
す
る

方
法
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
で
す
。

　
１
年
前
に
立
て
続
け
に
病
気
を
し

て
、
精
神
的
に
も
参
っ
て
い
た
時
、

何
人
も
の
友
人
に
腰
湯
と
足
湯
を
勧

め
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
読
ん
だ

何
冊
か
の
健
康
書
に
腰
湯
と
足
湯
に

つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
こ
れ
だ
け

の
理
由
が
あ
る
の
な
ら
、
と
試
し
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
で
は
毎

日
寝
る
前
に
は
足
湯
に
ゆ
っ
く
り
つ

か
り
、
こ
れ
を
し
な
い
と
眠
り
に
つ

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　「
身
体
を
温
め
る
と
病
気
は
必
ず

治
る
」（
三
笠
書
房
）
の
著
者
、
石

原
結
實
（
ゆ
う
み
）
先
生
に
よ
れ
ば
、

今
30
歳
以
下
の
若
い
人
の
体
温
は

36
℃
前
後
し
か
な
く
、
中
に
は
35
℃

未
満
の
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
戦
前
の
平
均
体
温
が
37
℃
近
く

あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
驚
く
べ
き

こ
と
で
、
現
代
日
本
人
に
は
病
気
が

多
い
は
ず
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い

ま
す
。

　
石
原
先
生
は
、
湯
船
に
つ
か
る
入

浴
を
す
る
の
と
シ
ャ
ワ
ー
で
済
ま

せ
る
の
と
で
は
健
康
面
で
雲
泥
の

差
が
出
る
！
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

理
由
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
　
湯
船
に
入
る
と
温
熱
効
果
で

　
　
血
行
が
良
く
な
り
、
体
へ
の
酸

　
　
素
供
給
や
栄
養
補
給
が
増
す
。

　
　
そ
の
結
果
、
血
液
が
浄
化
さ
れ

　
　
て
疲
労
を
回
復
し
、
病
気
予
防	

　
　
に
つ
な
が
る
。

２
　
排
尿
量
が
増
え
て
「
水
毒
」
の

　
　
状
態
を
改
善
し
、
む
く
み
や
冷

　
　
え
を
取
っ
て
く
れ
る
。

３
　
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
（
ホ
ル
モ
ン
）

　
　
と
ア
ル
フ
ァ
波
と
い
う
脳
波
も

　
　
出
る
た
め
、
心
身
と
も
に
ゆ
っ

　
　
た
り
し
て
く
る
。

４
　
白
血
球
の
働
き
が
高
め
ら
れ
、

　
　
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
予
防
や
改
善

　
　
に
役
立
つ
。

　
本
の
中
で
体
温
を
上
げ
る
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
パ
ー
ス
で
は

難
し
い
入
浴
を
簡
単
に
、
そ
し
て
効

果
的
に
す
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

腰
湯
と
足
湯
（
正
し
い
方
法
！
）

腰
湯
　
ぬ
る
い
お
湯
（
38
℃
〜
41
℃
）

に
胸
か
ら
下
ま
で
20
分
以
上
つ
か

る
。
そ
の
際
、
胸
か
ら
上
は
冷
え
る

の
で
肩
に
は
乾
い
た
バ
ス
タ
オ
ル
を

か
け
、
そ
れ
で
も
寒
い
時
は
胸
に
も

何
か
を
巻
き
ま
す
。
塩
や
シ
ョ
ウ
ガ

の
す
り
お
ろ
し
を
入
れ
る
と
効
果
的

（
上
手
に
や
る
と
、
顔
が
赤
く
な
る

く
ら
い
体
が
温
ま
り
ま
す
よ
！
）。

足
湯
　
バ
ケ
ツ
に
42
℃
く
ら
い
の

お
湯
を
く
る
ぶ
し
の
と
こ
ろ
ま
で

入
れ
、
足
を
つ
け
る
。
冷
め
て
き

た
ら
ケ
ト
ル
の
熱
い
お
湯
を
足
し

て
、
15
分
以
上
続
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
も
塩
を
ひ
と
つ
ま
み
か
シ
ョ

ウ
ガ
の
す
り
お
ろ
し
を
入
れ
る
と

効
果
的
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
３
０
０
年
前
に

貝
原
益
軒
（
か
い
ば
ら
・
え
き
け
ん
）

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
健
康
教
本
「
養

生
訓
（
よ
う
じ
ょ
う
く
ん
）」
に
も
、

毎
日
足
湯
を
す
る
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
益
軒
は
平
均
寿

命
が
40
歳
と
い
わ
れ
る
江
戸
時
代

に
、
体
が
弱
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
満

83
歳
ま
で
長
生
き
し
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
式
の
湯
船
は
な
か
な
か
な

い
パ
ー
ス
で
の
生
活
で
す
が
、
体

を
温
め
て
健
康
に
、
そ
し
て
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
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Part 63　「カワセミ・翡翠そしてワライカワセミ」

最も印象的な野鳥

　カワセミを見られた方はそれほど多く

はないと思いますが、一度見られたらそ

の印象は強く一生忘れることはないと思

います。私が印象に残っている日本の野

鳥というと、勤務先近くの古墳の濠（ほ

り）で見たカワセミ、但馬の峠で見たヤ

マセミ、白山で見たカケス、地元の御陵

で見たアオバトなどですが、やはり一番

は「カワセミ」です。でもしっかり目の

網膜に焼き付けるのはなかなかで、至近

距離で見せてくれることは皆無に等しい

です。小さい上に飛ぶスピードも速く、

距離が遠いので何回撮っても手振れと青

い塊が線を引いている写真ばかりでまと

もなものはありません。遭遇するのは一

瞬の出来事ですが、鮮やかなコバルトブ

ルーの羽色だけが強烈に印象に残ってい

ます。

　カワセミには「翡翠」の名前が与えら

れていますが、「翡翠」には鳥と宝石の

２つの意味があります。どちらが先か知

りませんが、調べてみると中国ではカワ

セミのことを「翡翠」と呼んでいたよう

です。また、勾玉（まがたま）や首輪に

加工する玉（ぎょく＝宝石、貴石）の色

がカワセミの羽色に似ていたことから、

いつしか玉にも「翡翠（ひすい）」とい

う名が付けられたようです。漢和辞典で

は「翡」も「翠」もカワセミという意味

があり、ちなみに「翡」はオスのカワセミ、

「翠」はメスのカワセミと区別していま

す。はっきりした語源については国語学

者なり漢字学者に判断を委ねましょう。

水辺に生息し、小魚を捕食

　カワセミは頭と両翼が金属光沢のある

緑色で、背中から尾羽にかけ鮮やかなコ

バルト色を呈し、全長 17cm でツバメ大

の大きさ。嘴（くちばし）が太く長く、

河川、池沼、濠に生息し、コブナ、モツゴ、

メダカ、ドジョウ、両生類を捕食します。

捕食の仕方は水面上の小枝から凝視し、

小魚を見つけると水中にダイビングして

捕食し、元の小枝に戻って獲物を枝に打

ちつけ動きを止めて丸のみします。

　ブッポウソウ目カワセミ科は世界に

カワセミ、ヤマセミ、ワライカワセミ

の３亜科 14 属 92 種が認められますが、

日本ではカワセミ、ヤマセミ、アカショ

ウビン、ヤマショウビンが通常認めら

れます。

　ところで鳥類生態学者の柿澤亮三によ

れば、カワセミは東京都内の公園や御苑

で普通に見られていたものが昭和 30 年

（1955 年）代後半には都心で見られなく

郊外へと後退してしまいましたが、これ

は経済成長と相まって河川、池沼、田畑

に農薬使用や改修が進み、小川で生息す

るメダカやドジョウなどの小魚が激減し

たせいであるとしています。しかし昭和

50 年代からまた徐々にカワセミが都内の

多摩川沿いに見られるようになってきた

といいます。これは河川が浄化され、清

流が戻ったのではなく、汚染や濁りに強

いフナやモツゴなどが増えてきたので、

それらを求めてカワセミが復活してきた

のではないかとしています。

　生態系の健全な維持と野鳥の関係は、

兵庫県豊岡のコウノトリの増殖計画でも

明らかです。

「鳴かない」と文句を言う入園者も

　さて、オーストラリアにはカワセミの

仲間のワライカワセミが生息しています

が、私が勤務した天王寺動物園では大阪

市とメルボルン市が姉妹都市を結んでい

た関係で昭和 54 年（1979 年）６月にメ

ルボルン動物園から「ワライカワセミ」

が送られてきました。

　ワライカワセミは英名を Laughing	

Kookaburra といいますが、鳴き声が人の

笑い声に似ているために付けられた名前

で、来園当初は鳴き声が注目されて新聞

や TV で何度となく取り上げられ、TV や

ラジオでは録音した鳴き声を放送してい

ました。その影響か、鳴き声を目当てに

訪れる入園者が増えましたが、ケージの

前でいつまでたっても鳴かないので、文

句を言う入園者も出る始末です。

　観察していると、カンカン照りや気温

の高い時間帯はだんまりを決め込むよ

うです。鳴き声はどうやらテリトリーソ

ングのようで、何かのきっかけで「ケケ

ケ…コココ…ケコケコ…ホーホー」と鳴

き始めます。その鳴き声は遠方まで聞こ

えるので、あわてて入園者がケージまで

走り込んでくることもまれではありませ

ん。また、ケージの前で鳴き声をまねる

とつられて鳴くことがあります。中には

録音したカセットレコーダーを持ち込

み、再生して鳴かせるとんでもない入園

者も現れ、ケージにイタズラ防止の貼り

紙をしたほどでした。

ペリットの中に…

　ワライカワセミのエサはハツカネズ

ミ、ドジョウ、カエルなどですが、カワ

セミは生きた小魚しか食べないので飼育

が難しく、天王寺動物園では長期の飼育、

繁殖には至っていません。反対にワライ

カワセミは飼育が容易で長期飼育にも耐

え、何度も繁殖しています。

　カワセミ科共通の特徴はエサの不消

化物（毛、羽、嘴、骨など）をフクロ

ウと同じようにペリットとして吐き出

すことです。サマースクールの授業で

ワライカワセミのペリットをピンセッ

トでほぐし、黒い紙の上に骨を組み立

てていくとハツカネズミの骨格標本が

出来上がります。糞（ふん）や吐き戻

しの排泄（はいせつ）物には別の面白

い楽しみ方があるものです。
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by Wallaby You

carefully harmonised 
by experienced chef 
Sandhu.

There are nine 
fl avours of Thali sauce in 
all, perfect for enjoying 
not only with rice or 
naan, but even with sides 

such as bread or pasta. 
Whether it's for butter chicken, for 

seafood, or for something else entirely, it's 
a convenience to be able to choose the 
fl avour to match your ingredients.

Best of all is that these sauces let you 
enjoy authentic Indian curry even when 
you're in a hurry. There's no need to spend 
time mixing spices.

These sauces are perfect for stocking 
your pantry for those times that you feel 
like curry or don't have much time to spend 
on preparing dinner. They are also great 
as gifts when visiting friends or family. Give 
them a try and experience authentic Indian 
curry in your own home.

Thali sauces are also available on 
www.tastyglobe.com in Japan, so let your 
friends and family know too!

www.thali.com.au
460g glass jar: $6.00

　今回は、パースで人気のインディアン・
レストラン数店舗でも使われているレシ
ピによるコヒノーキッチンのカレーソー
スをご紹介します。
　コヒノーのオーナー、ハリー・サンデュ
さんは母国インドで北部インド料理を学
び、渡豪後「自分の家族にも安全でおい
しいインド料理を食べさせたい」と理想
の味を追求し、レストランMASALAの他
に３店舗を構えた後、その味を商品化し
たそうです。
　サンデュ氏が安全性にこだわっただけ
のことはあって、このソースは、オース
トラリアのミネラル豊かな大地が生んだ
数種の野菜をもとに、使っている油はオ
レイン酸、リノレン酸を多く含むキャノー
ラオイル。化学調味料、合成着色料、防
腐剤はもちろん無添加で、HACCP（危害
分析・重要管理点）認証の製造行程で作
られています。そして経験豊富なシェフ
により特別配合された香辛料は、クミン
シードやターメリックなどなんと 18種類
にもなります。
　ライスやナンはもちろんのこと、パン
やパスタとも相性の良い「サリ	カレー
ソース」は全部で９種類。バターチキン

用やシーフード用のソースもあり、使う
具材で味を選ぶことができるのがうれし
いですね。
　なによりこのソースを使えば、時間の
ないときでも簡単に本格的なインドカ
レーが楽しめるのが最高です。香辛料を
用意する必要も、時間をかける必要もあ
りません。
　いくつか買い置きをして、おいしいイ
ンドカレーが食べたいときや忙しいとき
に、またお呼ばれのときのお土産にして
もきっと喜ばれることでしょう。ご家庭
でも本格派のインドカレーソースをぜひ
お試しください。
　また、日本のwww.tastyglobe.com でも購
入可能なので、ご家族や友人にすすめて
みてはいかが。

www.thali.com.au
460 ｇガラス瓶入り　＄6.00

Available at:
Continental Meat Supply (Hamilton Hill)
IF Store (East Fremantle)
Nam's Fresh Veg (Innaloo Shopping Centre)
Cash and Carry (Balcatta and Canning Vale)
Koh-I-Noor Indian Restaurant (Padbury)
Masala Indian Restaurant (Clarkson) 

This month 
we feature curry 
simmer sauces 
made by Kohinoor 
Kitchen to a recipe 
used by many 
popular Indian 
restaurants across 
Perth.

The head of 
Kohinoor, Harry Sandhu, 
learnt the art of North Indian cuisine in 
his motherland. After coming to Australia 
and opening four restaurants including 
Masala, Sandhu created the Thali range 
of retail sauces as part of his quest to 
enable people to enjoy delicious, safe 
Indian food in their own homes.

Sandhu is so particular about the safety 
of his food that these sauces are not only 
centred on vegetables produced from 
Australia's own mineral-rich earth and use 
canola oil brimming with oleic and linolenic 
acids; they also contain no artifi cial 
fl avourings, colourings, preservatives 
or other additives and are even 
manufactured via a process accredited by 
food safety organisation HACCP Australia. 
Thali sauces also boast 18 individual 
spices, such as cumin seed and turmeric, 

Thali Curry Sauces　サリ カレーソース

INDIAN CURRY SAUCE OF THE MONTH: 今月のカレーソース

Napolitain is a staple side on yōshoku menus. 
Creator Shigetada Irie (1912-1989), head chef 
at Yokohama's Hotel New Grand, took his cue 
from the meals served to American occupying 
forces. For a long time in Japan, "spaghetti" 
meant Napolitain. In western Japan the dish is 
also simply called "Italian".

Ingredients (makes 2 serves):
½ onion
½ capsicum
4-5 slices ham
pinch salt & pepper
1 tbsp oil
7 tbsp (100mL) tomato sauce
1 tbsp Worcestershire sauce
2 tbsp milk
180g spaghetti
parmesan cheese to taste
Tabasco sauce to taste

Method:
1.Cook pasta according to product directions.
2.Slice onion and capsicum into 3-mm strips 

and ham as desired.
3.Combine tomato sauce, Worcestershire sauce 

and milk.
4.Heat ½ tbsp oil in a pan and lightly cook 

onion, capsicum and ham over moderate heat.
5.Add cooked, drained pasta and ½ tbsp oil to 4, 

season and cook over low heat for one minute 
or until well combined.

6.Add 3 and cook well over moderate to high 
heat for 1½-2 minutes, or until sauces are 
cooked off. Taste and add tomato sauce if 
required.

7.Serve with parmesan and Tabasco to taste.

Napolitain (Pasta Napolitana)

100g beef mince
pinch salt & pepper
1 egg
hakurikiko (weak wheat fl our) as necessary
water as necessary
breadcrumbs as necessary
sauce to taste

Method:
1.Peel potatoes, cut into 4-6 equal segments, 

soak in water and cook in a pot of cold water.
2.When cooked enough to be pierced with a 

toothpick, remove the water. Cook again to 
remove moisture, then mash with a wooden 
spoon.

3.Finely dice onion, then cook in an oiled pan.
4.When the onion becomes translucent, add 

the mince, season with salt and pepper and 
continue cooking.

5.Add 4 to 2, season with salt and pepper and 
stir.

6.Form into korokke-shaped lumps, and leave 
to cool for around an hour. (If refrigerating, 
allow to cool somewhat at room temperature 
fi rst.)

7.Combine egg, fl our and water in a bowl 
(1:1:0.5), dip the korokke in the mixture and 
coat in breadcrumbs.

8.Fry korokke in oil at 180°C.
9.Arrange and serve with sauce to taste.

Method 3

Method 6

Method 6

Method 7
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While in Australia it is not yet 
anywhere near as well-known 
as sushi or ramen, in Japan 
yōshoku (literally, "Western 

food") is a familiar sight on the dinner table 
or in restaurants.
Originally based on Western dishes, yōshoku 
has evolved to conform to the Japanese palate. 

As a result, it has acquired its own unique 
fl avour and is indeed now better viewed as an 
outstanding example of Japanese cuisine.
Over the next two months we feature a 
number of simple yōshoku recipes. Perhaps 
your personal version of the Japanese 
adaptation of a Western dish will be even 
better than the "original"!

IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

YōshokuYōshoku: : Yōshoku: 

Hanbāgu (not to be confused with the 
sandwich-style hanbāgā!) is a regular yōshoku 
menu item, loved by children and adults alike. 
Although originally modelled on a foreign dish, 
over the years it has been adapted to Japanese 
predilections and has become true yōshoku.
While hanbāgu is similar to the US dish 
known as Salisbury steak, it differs in that it is 
more tender, using plenty of onion and other 
ingredients to hold everything together. The 
fl avour of the sauce and the meat used are also 
different, with the end result that hanbāgu has a 
comparable yet quite distinct taste and texture. 
Particular to the Japanese version are the use of 
both beef and pork mince and the inclusion of 
egg as a binding agent.

Ingredients (makes 4 serves):
1 medium onion
350g beef mince
150g pork mince
¾ cup (30g) breadcrumbs
75mL milk
1 egg, beaten
1 tsp salt
3-4 pinches nutmeg
4 pinches pepper
vegetable oil as required

Sauce:
2 tbsp white wine
3 tbsp Worcestershire sauce
4 tbsp tomato sauce
1 tsp soy sauce
2 tbsp water
1 tsp butter
pinch black pepper

Method:
1.Heat an oiled pan and cook the onion until 

soft and translucent, then remove to a plate 
to cool.

2.Pour the milk into the breadcrumbs and mix 
gently.

3.In a bowl, add the pepper and nutmeg to the 
mince and mix fi rmly by hand.

4.Combine steps 1-3 with the egg and mix all 
ingredients together by kneading the mince 
until it squeezes out between your fi ngers.

5.After kneading until sticky, form into a lump 
and remove trapped air by slapping it against 
the bowl several times. Roll into four equal 
balls.

6.Cook over moderate heat in an oiled 
pan, pressing down on the centre when 
placing the rissoles in the pan to create an 
indentation.

7.Flip after 2-3 minutes. After another 90 
seconds or when the surface has crisped up, 
reduce heat, cover, and cook for a further 5 
minutes.

8.When cooked, clear juices will fl ow out when 
the rissoles are pricked with a toothpick. 
Keep cooking if the juices are pink.

Sauce:
With the wine, deglaze the pan used to cook the 
rissoles, bring to a gentle boil and mix through 
the other ingredients. Bring to the boil again, 
then remove from heat, immediately add the 
butter and black pepper and stir briefl y to fi nish.

Hanbāgu 
(Japanese-style rissoles)

Western food, Japanese style 
– easier than you think!

Part 1
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According to one theory, ebi-furai was 
conceived in 1900 when the chef at Renga-tei, 
a yōshoku restaurant in Tokyo's Ginza popular 
for its fried tonkatsu and menchi-katsu dishes, 
came up with the idea of frying prawns in the 
same way.
The delicious fl avour of the juicy prawns locked 
within the crispy batter radiates throughout 
your mouth with each bite. Choose the sauce to 
fi t your own taste: tonkatsu sauce, lemon juice, 
tartar sauce, soy sauce and tomato sauce all 
match well.

Ingredients (makes 4 serves):
12 prawns (about 20g each)
pinch salt & pepper
3 tbsp plain fl our
1 egg
1 cup (40g) breadcrumbs
oil to fry

Tartar sauce:
½ cup mayonnaise
½ boiled egg
1 gherkin
¼ onion
1 sprig parsley
pinch salt & pepper

Method:
1.Finely dice the onion and parsley, douse in 

water and then remove moisture. Dice egg 
and gherkin and make tartar sauce by mixing 
all sauce ingredients.

2.Devein the prawns by inserting a skewer 
under the shell and scooping out. Deshell, 
leaving the tail section of the shell attached. 
Cut diagonally across the end of the tail to 
remove water. Make 3-4 incisions across the 
body and stretch out straight, then season 
with salt and pepper.

3.Coat the prawns in fl our, beaten egg and 
breadcrumbs, in that order.

4.Heat the oil to 170°C and fry the prawns 
until golden, then turn over and fry until 
crisp. Serve with tartar sauce.

Ebi-furai (fried prawns)

Korokke likely has its origins in the French 
croquette, which is prepared by coating an 
appareil (a mixture of béchamel sauce and 
minced meat such as fi sh or chicken) in white 
sauce.
Initially, korokke referred to what is now 
known as "cream korokke". Modern potato 
korokke, containing a mixture of potato and 
mince, came about as a way to enjoy this high-
class, restaurant-style cuisine in a more humble 
setting.

Ingredients (makes 10):
300g potato
½ onion

Potato korokke 
(Japanese-style croquettes)

Method 2

Method 1

Method 2

Method 4

Method 2

Method 1 (tartar sauce)
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本
紙
４
月
号
で
紹
介
し
た
バ
ン

バ
リ
ー
市
在
住
の
医
師
・
山
内
肇

さ
ん
が
、
５
週
間
に
わ
た
る
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
・
岩
手
県
大

槌
（
お
お
つ
ち
）
町
で
の
医
療
支

援
活
動
を
終
え
５
月
14
日
に
帰
国

し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
多
く
の

被
災
者
の
窮
状
を
た
だ
ニ
ュ
ー
ス

突
然
現
れ
た
一
面
の
ガ
レ
キ

　
岩
手
県
大
槌
町
に
入
っ
た
の
は
、

震
災
か
ら
３
週
間
が
た
っ
た
４
月

３
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
支
援
物
資
を
満
載
し
た
ワ
ゴ
ン

車
で
、
ま
だ
雪
が
残
る
山
道
を
越
え

て
い
く
。
峠
を
越
え
る
と
、
山
間
に

集
落
が
ち
ら
ほ
ら
と
現
れ
、
さ
ら
に

下
る
と
川
沿
い
に
猫
の
額
の
よ
う

な
平
地
が
見
え
、
つ
つ
ま
し
く
田
畑

が
営
ま
れ
て
い
る
。
ど
こ
に
で
も

あ
る
日
本
の
典
型
的
な
村
落
の
風

景
だ
。
こ
の
川
の
下
流
に
、
テ
レ

ビ
で
見
た
あ
の
光
景
が
あ
る
と
は

ち
ょ
っ
と
思
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ

ど
の
ど
か
で
静
か
な
風
景
だ
っ
た
。

　
す
る
と
、
突
然
、
文
字
通
り
突
然

に
、
道
路
の
両
側
に
ガ
レ
キ
が
現
れ

た
。
脇
に
住
宅
が
あ
る
と
こ
ろ
を

「
僕
に
で
き
る
こ
と
。

　
そ
れ
は
医
療
支
援
だ
っ
た
」

山
内
　
肇

で
見
て
「
向
こ
う
に
い
る
人
た
ち

の
こ
と
を
考
え
る
と
苦
し
く
て
仕

方
な
い
。
被
災
地
へ
行
く
の
に
こ

れ
以
上
の
理
由
が
あ
ろ
う
か
」
と

出
身
の
沖
縄
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い

る
医
師
会
の
医
療
チ
ー
ム
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
山
内
さ
ん

に
、
現
地
で
の
様
子
を
つ
づ
っ
て

い
た
だ
い
た
。

見
る
と
、
床
上
浸
水
で
駄
目
に
な
っ

た
家
具
や
生
活
用
品
が
運
び
出
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
道
路
脇
の
ガ
レ
キ

は
見
る
見
る
か
さ
を
増
し
て
い
く
。

あ
ち
こ
ち
に
大
破
し
た
車
が
何
台

も
転
が
っ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
電
柱
が
ね
じ
れ
、中
か
ら
錆
（
さ
）

び
た
鉄
筋
が
の
ぞ
い
て
い
る
。

　
そ
の
先
に
一
面
の
ガ
レ
キ
の
平

野
が
現
れ
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見

え
る
の
は
、
廃
墟
（
は
い
き
ょ
）
と

な
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
だ

け
だ
。
し
か
も
黒
く
焦
げ
て
い
る
。

カ
ー
ナ
ビ
に
示
さ
れ
た
目
印
が

ま
っ
た
く
見
当
た
ら
な
い
。
郵
便
局

も
コ
ン
ビ
ニ
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
も
、
実
際
の
道
路
の
横
に
は
一

つ
と
し
て
目
印
に
な
る
も
の
が
な

か
っ
た
。
何
度
か
人
に
道
を
尋
ね
、

埃
（
ほ
こ
り
）
の
舞
う
道
を
行
き
来

し
な
が
ら
、
よ
う
や
く
目
的
地
の

「
城
山
」
に
上
る
道
を
見
つ
け
た
。

　
城
山
の
中
腹
に
は
、
大
槌
町
中
央

公
民
館
に
隣
接
し
て
町
民
体
育
館

が
あ
る
。
そ
の
、
通
称
城
山
体
育
館

の
中
の
仮
設
診
療
所
で
、
そ
の
日
か

ら
僕
は
医
師
と
し
て
５
週
間
を
過

ご
す
こ
と
に
な
る
。

全
て
の
医
療
機
関
を
失
っ
た
町

　
岩
手
県
大
槌
町
は
、
３
月
11
日
の

大
津
波
で
最
も
深
刻
な
被
害
を
受

け
た
地
域
の
一
つ
だ
。
１
万
６
千
人

が
暮
ら
す
小
さ
な
漁
業
の
町
で
、
住

民
の
ほ
と
ん
ど
が
大
槌
湾
に
面
し

た
ほ
ん
の
小
さ
な
平
地
に
住
ん
で

い
て
、
湾
に
注
ぐ
２
本
の
川—
大
槌

川
と
小
鎚
川—

の
上
流
に
住
む
人

は
そ
う
多
く
は
な
い
。
そ
の
大
槌
の

沿
岸
を
あ
の
津
波
が
襲
っ
た
。
今
こ

れ
を
書
い
て
い
る
５
月
下
旬
現
在
、

死
亡
者
と
行
方
不
明
者
を
合
わ
せ

１
７
０
０
余
人
と
い
う
。
住
ま
い
を

失
っ
た
避
難
者
は
約
６
５
０
０
人
。

と
ん
で
も
な
い
数
字
に
思
え
る
が
、

実
際
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
多
い

だ
ろ
う
と
い
う
話
だ
。
つ
ま
り
大
災

害
か
ら
２
カ
月
を
過
ぎ
た
今
で
す

ら
、
亡
く
な
っ
た
方
た
ち
の
人
数
も

被
災
者
の
人
数
も
、
し
っ
か
り
と
把

握
で
き
て
な
い
の
だ
。

　
大
槌
は
町
役
場
を
は
じ
め
、
ほ
と

ん
ど
全
て
の
公
共
施
設
を
失
っ
た
。

町
唯
一
の
病
院
で
あ
る
県
立
大
槌

病
院
と
、
６
つ
の
個
人
医
院
も
全
て

破
壊
さ
れ
た
。
他
の
被
災
地
同
様
、

大
槌
町
に
も
各
地
か
ら
医
療
チ
ー

ム
が
入
り
、
仮
設
診
療
所
を
設
置
し

早
々
に
活
動
を
始
め
て
い
た
。
僕
の

所
属
し
た
沖
縄
県
医
師
会
の
医
療

チ
ー
ム
は
、
中
で
も
か
な
り
早
く
に

大
槌
に
入
り
救
護
所
を
立
ち
上
げ
、

積
極
的
な
医
療
支
援
を
行
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
、
僕
の
い
た
城
山
体
育

館
仮
設
診
療
所
だ
。

　
大
槌
の
町
に
広
が
る
ガ
レ
キ
の

荒
野
を
見
た
僕
は
、
そ
の
仮
設
診
療

所
が
い
っ
た
い
ど
ん
な
ふ
う
な
の

か
想
像
が
で
き
な
か
っ
た
。
津
波
の

被
害
と
い
う
よ
り
も
、
ま
る
で
爆
撃

の
後
の
よ
う
な
町
の
風
景
。
そ
れ
か

ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
は
、
例
え

ば
戦
場
の
中
の
野
戦
病
院
の
よ
う

な
も
の
か
。
僕
は
覚
悟
し
て
そ
の
仮

設
診
療
所
を
訪
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ま
っ
た
く
違
う
状
況

だ
っ
た
。
野
戦
病
院
の
よ
う
な
段
階

は
初
め
の
１
週
間
以
内
で
終
わ
っ

て
い
た
。
お
そ
ら
く
最
初
の
２
、３

日
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
僕
が
着
い
た
こ
ろ
に
は
、
慢
性

疾
患
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
と
、
そ
の
こ
ろ
流
行

（
は
や
）
り
だ
し
て
い
た
「
咳
（
せ

き
）」
に
対
処
す
る
こ
と
が
主
な
仕

事
と
な
っ
て
い
た
。
正
直
言
っ
て
、

緊
張
は
だ
い
ぶ
ほ
ぐ
れ
た
。

目
に
見
え
な
い
深
刻
な
問
題

　
実
は
、
問
題
は
表
に
見
え
て
い
る

以
上
に
深
刻
だ
っ
た
。

　
城
山
体
育
館
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
々
は
そ
の
当
時
６
０
０
人
を

超
え
て
い
た
。
４
月
上
旬
の
東
北
は

ま
だ
ま
だ
冬
の
寒
さ
が
残
り
、
広
大

な
体
育
館
は
な
か
な
か
暖
房
が
効

き
に
く
い
。
人
々
は
そ
の
冷
た
い
床

の
上
に
薄
い
マ
ッ
ト
と
布
団
を
敷

き
、
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
で
一
日
を

過
ご
し
て
い
る
。
ど
ん
な
に
健
康
な

人
で
も
、
そ
ん
な
生
活
が
ス
ト
レ
ス

に
な
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
ま
し
て

や
避
難
所
の
方
々
は
、
あ
の
地
震
と

津
波
を
経
験
し
て
き
た
人
た
ち
な

の
だ
。
家
を
流
さ
れ
、家
族
を
失
い
、

こ
の
先
の
こ
と
が
ま
っ
た
く
見
え

な
い
状
況
に
加
え
、
こ
の
厳
し
い
避

難
所
生
活
。

　
し
か
も
分
配
さ
れ
る
食
事
は
、
お

に
ぎ
り
や
パ
ン
と
い
っ
た
炭
水
化

物
が
ほ
と
ん
ど
。
缶
詰
が
時
々
配
ら

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
肉
や
野

菜
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
炊
き
出
し
が
な
い
日
は
、
基
本

的
に
１
日
２
食
だ
。
腹
を
す
か
せ
た

子
供
た
ち
は
、
そ
の
空
腹
を
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
と
い
っ

た
お
菓
子
で
満
た
し
て
い
た
。
住
民

の
栄
養
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
の

は
明
ら
か
だ
っ
た
。

　
さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
衛
生
環
境

と
粉
塵
（
ふ
ん
じ
ん
）。
震
災
後
３

週
間
た
っ
て
も
、
ト
イ
レ
は
ま
だ
水

が
流
れ
て
な
く
、
住
民
は
ご
み
袋
を

使
っ
た
簡
易
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い

た
。
も
ち
ろ
ん
手
洗
い
も
汲
（
く
）

み
置
き
の
水
。

　
城
山
体
育
館
は
も
と
も
と
土
足

前
編

禁
止
だ
っ
た
の
だ
が
、
津
波
か
ら

命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
い
た
と
き
の

騒
動
で
、
そ
の
ま
ま
な
し
崩
し
的

に
土
足
で
の
避
難
生
活
に
な
っ
て

い
た
。
床
に
寝
て
い
る
人
の
そ
ば

を
、
泥
や
埃
の
付
い
た
靴
が
往
来

す
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
細
か
な

埃
の
刺
激
で
、
避
難
所
内
で
は
ひ
っ

き
り
な
し
に
咳
き
込
む
音
が
聞
こ

え
て
い
た
。
加
え
て
ス
ギ
花
粉
が

舞
い
始
め
る
季
節
。
僕
ら
の
仕
事

は
、
毎
日
の
診
療
所
業
務
と
、
こ

こ
の
住
民
た
ち
の
健
康
状
態
を
ど

う
や
っ
て
改
善
さ
せ
て
い
く
か
（
あ

る
い
は
、
ど
う
や
っ
て
悪
化
を
食

い
止
め
る
か
）
の
２
つ
だ
っ
た
。

長
い
闘
い
に
思
え
た
。

（
次
号
に
続
く
）

山内　肇（やまうち・はじめ）氏　略歴

1961 年　	 沖縄県読谷（よみたん）村生まれ

1989年　	 琉球大学医学部卒

同年　　	 沖縄協同病院勤務

1991年　	 第 33次南極観測隊で越冬（医療担当）

1994年　	 島根県隠岐病院内科勤務

1996年　	 オーストラリアへ移住

　　　　	 南極観測隊夏隊に医療担当として３度

　　　	 にわたり参加

2008年　	 Bunbury Regional Hospital で医療現場

　　　	 に復帰。研修医として再始動

2010年より現在　マンジュラPeel Health Campus	

	 病院内科病棟勤務
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
る
前
は
何
を
？

　
東
京
の
目
黒
に
あ
っ
た
マ
ツ
ダ
系
列
ユ
ー
ノ

ス
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
営
業
と
し
て
働
い
て
い

ま
し
た
。
勤
務
し
て
３
年
目
に
親
会
社
だ
っ
た

石
油
会
社
が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
近
隣
に

あ
っ
た
他
の
販
売
店
も
次
々
と
姿
を
消
し
て
い

く
中
、
マ
ツ
ダ
系
列
で
取
り
扱
っ
て
い
た
車
種

を
メ
イ
ン
に
取
り
扱
う
整
備
工
場
を
整
備
士
４

人
が
起
こ
し
、
私
も
そ
こ
へ
身
を
置
き
ま
し
た
。

　
私
は
整
備
以
外
の
仕
事
全
て
を
担
当
し
、
車

検
場
へ
の
車
の
搬
入
お
よ
び
受
検
、
経
理
全

般
、
時
に
は
営
業
と
、
多
岐
に
わ
た
り
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
車
好
き
が
高
じ
て

迷
わ
ず
飛
び
込
ん
だ
自
動
車
業
界
で
合
計
８

年
働
き
ま
し
た
。

そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
？

　
い
い
え
。
海
外
に
出
る
こ
と
も
考
え
た
の
で

す
が
、
同
時
に
医
療
事
務
に
も
興
味
が
湧
き
、

整
備
工
場
社
長
の
理
解
を
得
て
、
働
き
な
が
ら

短
期
間
学
校
へ
通
い
、
資
格
を
取
得
し
て
、
国

立
小
児
病
院
に
２
年
間
勤
め
ま
し
た
。

　
そ
の
時
、
生
死
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
、

闘
病
生
活
を
送
っ
て
い
た
友
人
か
ら
「
香
澄
ち
ゃ

ん
、
人
生
は
一
度
っ
き
り
、
長
く
は
な
い
も
の

だ
か
ら
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
た
ほ

う
が
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
以
前

頭
に
浮
か
ん
だ
海
外
で
生
活
す
る
こ
と
を
真
剣

に
考
え
だ
し
ま
し
た
。

　
先
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
留
学
を
果
た

し
て
い
た
妹
に
も
背
中
を
押
さ
れ
、
２
０
０
２

年
の
暮
れ
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
。
の
ど
か
な
街
と
い
う
こ

と
で
パ
ー
ス
を
選
び
ま
し
た
。

 

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
最
初
の
４
週
間
語

学
学
校
へ
通
い
、
６
週
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

し
た
。
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ム
シ
ッ

ク
に
か
か
る
こ
と
も
な
く
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し

た
。
夕
食
時
に
は
、
電
子
辞
書
を
テ
ー
ブ
ル
に

置
き
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
英
語
で
、
そ
の
日
あ
っ

た
出
来
事
を
伝
え
る
の
が
日
課
で
し
た
。

　
実
家
を
離
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
私
に
は
、

こ
の
１
年
は
自
分
試
し
と
自
分
探
し
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ビ
ザ
が
切
れ
る
こ
ろ
に
は
、

の
ど
か
で
人
々
は
優
し
く
暮
ら
し
や
す
い
パ
ー

ス
が
す
っ
か
り
気
に
入
り
、
目
標
を
持
っ
て
絶

対
戻
っ
て
こ
よ
う
と
決
断
し
て
い
る
自
分
が
い

ま
し
た
。

　
日
本
帰
国
後
す
ぐ
経
理
関
係
の
仕
事
に
就
き
、

１
年
半
で
目
標
金
額
を
た
め
て
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
も
う
６
年
た
ち
ま
す
。

２
度
目
に
パ
ー
ス
に
来
ら
れ
た
時
は
？

　
ま
ず
は
半
年
間
の
学
生
ビ
ザ
で
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
英
検
の
受
験
対
策
コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
英
語
で
何
か
勉
強
し
た
い
と
思
い
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
コ
ー
ス
を
選
択
。
日
本
で
は

飲
食
業
、
接
客
業
が
好
き
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
め
携
っ
て
い
ま
し
た
し
、
な
じ
み
の
あ
る
こ

と
な
ら
自
分
の
英
語
力
で
も
つ
い
て
い
け
る
の

で
は
な
い
か
と
。

　
そ
の
後
も
こ
の
街
で
生
活
し
た
く
て
、
留
学

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
勤
め
て
い
た
親
友
に
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ス

を
希
望
し
ま
し
た
が
、
半
年
先
ま
で
満
員
で
し

た
の
で
、
１
年
後
の
ベ
ン
ト
レ
ー
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の

枠
を
抑
え
て
も
ら
っ
て
、
ま
ず
２
番
目
に
興
味

が
あ
っ
た
ク
ッ
カ
リ
ー
を
フ
リ
ー
マ
ン
ト
ル
Ｔ

Ａ
Ｆ
Ｅ
で
１
年
勉
強
し
ま
し
た
。

第 37回

大
森 

香
澄 

さ
ん

ラ
・
パ
ピ
ヨ
ン
　
チ
ー
フ
バ
リ
ス
タ

　
先
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
高
柳
裕
子
（
た
か
や
な
ぎ
・
ゆ
う
こ
）
さ
ん
か
ら
バ
ト
ン

を
渡
さ
れ
た
の
は
、
ノ
ー
ス
ブ
リ
ッ
ジ
の
は
ず
れ
に
あ
る
カ
フ
ェ
「
ラ
・
パ
ピ
ヨ
ン
」

で
チ
ー
フ
バ
リ
ス
タ
と
し
て
働
く
大
森
香
澄
（
お
お
も
り
・
か
す
み
）
さ
ん
。

　
い
つ
も
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
て
き
た
と
い
う
彼
女
。
ま
っ
す
ぐ
に
前
を
見
て
確

実
に
足
元
を
固
め
な
が
ら
歩
ん
で
い
る
人
生
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

 

コ
ー
ス
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
ク
ッ
カ
リ
ー
コ
ー
ス
で
は
、
ア
サ
イ

メ
ン
ト
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
最

終
提
出
物
は
大
掛
か
り
で
三
日
三
晩
ほ

ぼ
寝
ず
に
提
出
日
当
日
に
完
成
。
す
っ

か
り
安
心
し
て
、
出
勤
前
に
少
し
だ
け

仮
眠
し
よ
う
と
横
に
な
っ
た
ら
爆
睡
し

て
し
ま
っ
て
。
仕
事
は
生
ま
れ
て
初
め

て
の
無
断
欠
勤
、
さ
ら
に
授
業
に
も
遅

刻
と
大
失
態
で
し
た
。
当
時
の
ボ
ス
も

同
僚
も
笑
っ
て
許
し
て
く
れ
ま
し
た
け

ど
、い
ま
だ
に
お
酒
の
席
で
肴
（
さ
か
な
）

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

　
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ス
の
前
半
は
授
業
が
週
３

日
、
で
も
２
０
０
時
間
の
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
を
終
了
し
な
く
て
は
次
の
半
年
へ
進
め

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
の
パ
ン
屋
さ
ん
ブ
ラ
ン
ビ
ー
ズ
と
、

現
在
の
勤
務
先
で
あ
る
ラ
・
パ
ピ
ヨ
ン
で
期
限

内
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
後
半
は
、
授
業
が
週
５
日
、
２
週
間

に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
実
技
試
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
５
時
間
以
内
に
４
種
類
の
ケ
ー
キ

を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
か
な
り
辛
口

の
採
点
、
落
ち
る
と
再
試
験
、
そ
れ
で
も
駄
目

な
ら
落
第
で
す
。
す
ご
く
大
変
で
し
た
け
ど
、

毎
日
作
っ
た
パ
ン
や
ケ
ー
キ
は
持
ち
帰
り
可
、

甘
党
の
私
は
最
高
に
幸
せ
で
し
た
。
そ
れ
で
太

り
ま
し
た
け
ど
。

 

コ
ー
ス
修
了
後
は
そ
の
ま
ま
こ
の
お
店
に

就
職
？

　
ワ
ー
ク
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
が
終
わ
る
こ
ろ
、

オ
ー
ナ
ー
に
「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す
る
の
？
」

と
聞
か
れ
「
こ
こ
で
バ
リ
ス
タ
に
な
り
た
い
」

と
言
っ
た
ら
、「
君
は
す
で
に
う
ち
の
一
員
だ
」

と
言
わ
れ
、
無
償
で
コ
ー
ヒ
ー
講
習
に
も
行
か

せ
て
も
ら
い
、
感
激
で
し
た
。

　
コ
ー
ス
後
半
は
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

ハ
ー
ド
で
し
た
し
他
に
仕
事
も
あ
り
、
こ
の
お

店
で
は
働
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
連
絡
を
密
に

し
て
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
卒
業
直
後

か
ら
勤
務
し
ま
し
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
の
仕
事
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１

年
ほ
ど
勤
務
し
て
か
ら
、
比
較
的
ピ
ー
ク
の
時

間
帯
が
少
な
い
午
後
の
シ
フ
ト
か
ら
バ
リ
ス
タ

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

 

バ
リ
ス
タ
の
仕
事
は
い
か
が
で
す
か
。

　
実
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
勉
強
し
て
い
た
こ

ろ
か
ら
、
バ
リ
ス
タ
に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

１
日
５
杯
は
飲
む
ほ
ど
コ
ー
ヒ
ー
好
き
で
す
し
、

特
に
ラ
テ
ア
ー
ト
、
き
れ
い
な
ハ
ー
ト
や
葉
っ

ぱ
を
コ
ー
ヒ
ー
の
上
に
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
っ
て
。

　
実
際
は
、
コ
ー
ヒ
ー
待
ち
の
お
客
さ
ま
た
ち

か
ら
の
視
線
を
一
斉
に
浴
び
る
ラ
ッ
シ
ュ
時
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
常
に
一
定
の
味
を
提
供

し
つ
つ
、
ラ
テ
ア
ー
ト
を
す
る
の
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
的
に
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
、
豆
自
体
の
品

質
、
ブ
レ
ン
ド
に
よ
る
も
の
が
80
％
、
残
り
の

20
％
は
バ
リ
ス
タ
の
腕
で
決
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
鮮
な
豆
を
適
切
な
細
か
さ
に
挽（
ひ
）

き
、
粉
に
な
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
適
量
詰
め
、
適

度
な
加
減
で
圧
を
か
け
、
コ
ー
ヒ
ー
を
抽
出
し

て
い
る
間
に
ミ
ル
ク
を
ス
チ
ー
ミ
ン
グ
し
、
カ
ッ

プ
に
注
ぎ
提
供
す
る
の
が
バ
リ
ス
タ
の
一
連
の

仕
事
で
す
。

　
コ
ー
ヒ
ー
の
挽
き
具
合
は
、
気
温
や
湿
度
に

合
わ
せ
て
こ
ま
め
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

気
が
抜
け
ま
せ
ん
し
、
ミ
ル
ク
も
、
ク
リ
ー
ミ
ー

な
口
当
た
り
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
細
心
の
注

意
が
必
要
で
す
。
カ
フ
ェ
の
看
板
は
コ
ー
ヒ
ー

で
す
し
、
責
任
重
大
で
奥
が
深
く
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
。

 

つ
ら
く
て
日
本
に
帰
ろ
う
と
思
っ
た
こ

と
は
？

　
そ
れ
が
な
い
ん
で
す
よ
。
文
化
の
違
い
や
言

葉
の
壁
に
時
に
は
過
敏
に
な
り
、
正
直
へ
こ
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ま
に
「
コ
ー
ヒ
ー

と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
よ
、
あ
り
が
と
う
。

ま
た
来
る
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
う
れ
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
疲
れ
も
嫌
な
こ
と
も

飛
ん
で
い
き
ま
す
。

　
年
中
無
休
の
お
店
で
現
在
従
業
員
が
足
り
ず
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
私

は
必
然
的
に
し
ば
ら
く
お
休
み
が
取
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
オ
ー
ナ
ー
夫
妻
と
知
り
合
い
３
年
弱
、

娘
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
彼
ら
に
頼
ら
れ
た

ら
嫌
っ
て
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
職
場
も
仕
事
内

容
も
好
き
で
す
し
、
笑
顔
で
前
向
き
に
。

 

普
段
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
笑
う
こ
と
で
す
。
言
葉
の
壁
も
笑
顔
で
カ

バ
ー
。
ス
マ
イ
ル
も
立
派
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
の
ひ
と
つ
で
す
し
、
笑
い
の
あ
る
と

こ
ろ
に
嫌
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
と
信
じ
て
い

ま
す
。

　「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
。

今
後
の
目
標
は
？

　
目
指
す
は
、
パ
ー
ス
で
一
番
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
を
作
る
バ
リ
ス
タ
で
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
い
つ
か
大
会
に
も
出

て
み
た
い
で
す
。
ま
ず
は
年
内
に
今
年
の
干
支

（
え
と
）
の
ウ
サ
ギ
を
コ
ー
ヒ
ー
に
描
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
や
り
た
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
１
つ
ず
つ
こ
な
し
て
い
き

ま
す
。

で
は
、
次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ナ
イ
ン
・
フ
ァ
イ
ン
・
フ
ー
ド
」

の
小
林
泰
介
（
こ
ば
や
し
・
た
い
す
け
）
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。
一
時
期
私
も
こ
の
お
店
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
時
か
ら
の
友
人
で

す
。
爽
や
か
な
イ
ケ
メ
ン
で
し
っ
か
り
者
。
も

と
も
と
は
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ
か
ら
始
ま
っ
た

ら
し
い
の
で
す
が
、
今
は
ホ
ー
ル
を
主
に
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
楽
し
い
お
話
を
聞
き
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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西オーストラリア州の優れた振付師たちによ

るコンテンポラリー・ダンス。演目は、ビア

ンカ・マーティンの「ザ・ビキニ・アイ・ショー

ト・ショー」、ブルック・リーダーの「アイアン・

オア・ゴールド」、エマ・サンダルの「クロッ

シング・サティ」。詳細は www.strutdance.org.

au で。

料金：一般＄30、コンセッション＄22

チケット：trybooking.com

■ Crazy For You

６月 10 日（金）〜 18 日（土）午後７時 30 分

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

「アイ・ガット・リズム」「バット・ノット・

フォー・ミー」など、ガーシュウィンの名作

で構成されたブロードウェイ・ミュージカル。

恋に落ちたものの、関係をぐちゃぐちゃにし

てしまった若い男が、女の子を再度振り向か

せようとするラブコメディー。

料金：一般＄61、コンセッション・学生・子供（５

〜 16 歳）＄51

チケット：Ticketek

■ Wicked

６月 19 日（日）〜７月 31 日（日）※時間は

要確認

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

「オズの魔法使い」の裏に隠された“もう一つ

のオズの物語”で、西の悪い魔女と南の良い

魔女の友情を描く。グラミー賞やトニー賞を

受賞したブロードウェイ・ミュージカル「ウィ

ケッド」は、アメリカのほかイギリス、ドイ

ツ、日本などで上演され、大成功を収めている。

料金：＄69.90 〜

チケット：Ticketek

■ WWE World Tour

７月３日（日）午後７時 30 分

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

WWE（アメリカのプロレス団体）によるオー

ストラリア・ニュージーランドツアー。WWE

のスーパースター、ジョン・シナ、ランディ・

オートン、ジョン・モリソンらが、ドラマ仕

立てのエキサイティングな試合を展開。

料金：＄50 〜＄350

チケット：Ticketek

■ Augusta Whale Song Festival

６月３日（金）〜５日（日）

Festival Marquee：Blackwood Ave, Augusta

パースの南約 300km に位置するオーガスタ

に、ホエール・ウォッチング・シーズンが到来。

毎年ミナミセミクジラとザトウクジラが回帰

する。シーズンに先立って、音楽やマーケット、

ゴルフトーナメントなどが催される。詳細は

www.margaretriver.com で。

■ Hillarys Antique and Vintage Fair

６月 17 日（金）〜 19 日（日）

Hillarys Boat Harbour：86 Southside Dr, Hillarys

レジャー施設が多く、観光客でにぎわうヒラ

リーズのボートハーバー。３日間にわたりア

ンティークの家具や食器類、ヴィンテージ物

の洋服などのバザーを行う。アンティーク好

きには魅力いっぱいの企画。入場料はゴール

ドコイン。

■ Truffle Kerfuffle 〜 Southern Forests  

 Food Festival

６月 18 日（土）午前 10 時 30 分〜午後４時

Fonty's Pool：Seven Day Rd, Manjimup

オーストラリア産黒トリュフの 80％を生産す

るマンジマップで開かれるトリュフ祭り。有

名シェフによる特別ディナーや地元産ワイン、

グルメ食品のほか、トリュフ犬のデモンスト

レーションや音楽など、エンターテインメン

トも盛りだくさん。入場料はゴールドコイン。

www.trufflekerfuffle.com.au

■ York Gourmet Food and Wine Festival

６月 25 日（土）＆ 26 日（日）午前９時〜午後３時

The York Town Hall：81 Avon Tce, York

パースの東、歴史の町ヨークで開催される食

とワインのフェスティバル。会場には各地の

ワインやオリーブオイル、チーズ、スパイス

などのグルメ食品があふれ、地元エイボン川

流域で生産された新鮮な野菜・果物も並ぶ。

料理評論家スザンヌ・ワイルダーのデモンス

トレーションもあり。

入場料：＄５（12 歳未満無料）

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ City of Perth Winter Arts Season

６月１日（水）〜８月 31 日（水）

パース市内各所で行われる、冬の寒さを吹き

飛ばすための催し物。西オーストラリア州の

さまざまな芸術団体によるパフォーマンス、

展示会、イベントが満載。

www.perthwinterarts.com.au

■ Denmark Festival of Voice

６月３日（金）〜５日（日）

パースの南東約 400km に位置する町、デンマー

ク市内各所で行われる音楽イベント。ブルー

ス、ジャズ、ゴスペルなど、素晴らしい歌声

で数々のコンサートが繰り広げられる。

料金（ウィークエンドパス）：一般＄120、コ

ンセッション＄90

詳細・チケット：www.dfov.org.au

■ Grove Classics Concert Series

６月５日、12 日、19 日、26 日（日）午後４

時 30 分

The Grove Library and Community Centre：1 

Leake St, Peppermint Grove

６月の毎週日曜日、閑静なペパーミント・グ

ローブで開催されるクラシックコンサート。

キャサリン・マッケイ（ビオラ奏者）、キャサ

リン・シニック（WASO バイオリン奏者）、ア

ンナ・スレプツォワ（ピアニスト）など、オー

ストラリアの才能ある音楽家が集まる。

料金：一般＄25、コンセッション・学生＄22、

シーズンチケット（４コンサート）＄80

チケット：www.cappuccino-concerts.com.au

■ Satoko Fujii MA-DO with MFO+

６月６日（月）午後５時開場

Charles Hotel：509 Charles St, North Perth

日本とアメリカで活躍するジャズピアニスト、

藤井郷子のオーストラリア公演。ジャズ、現

代音楽、ロック、民謡などを革新的にブレン

ドして、多彩な音色と質感で独自の音楽を創

り出す。

料金：＄28（Perth Jazz Society メンバー割引

あり）

チケット：www.perthjazzsociety.com 

■ Ruins Alone 

６月８日（水）午後８時

Bakery：233 James St, Northbridge

日本の先鋭的なドラマー、作曲家、インプロ

ヴァイザーである吉田達也が主体となり結成

したベースとドラムのデュオ、ルインズ。ベー

スパートにサンプラーを使用し、吉田達也が

ルインズ・アローンとして、一人でルインズ

の曲を再現する。

料金：＄16 〜＄25

チケット：www.nowbaking.com.au

■ Handel's Messiah

６月９日（木）＆ 10 日（金）午後６時 30 分開場

St George's Cathedral：30 St George's Tce, 

Perth

1742 年にアイルランドのダブリンで初演され

たヘンデルの聖譚（せいたん）曲「メサイア」

を、セント・ジョージ大聖堂とフェスティバル・

バロック・オーストラリアが再現。当時の楽

譜をバロック形式で忠実に演奏する。

料金：一般＄50、コンセッション＄40

チケット：（08）9325-5766

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チケット：BOCS または www.waso.com.au, 

WASO Box Office

□ Young Performers Awards 2011 Stage 

 III Keyboard Final

６月９日（木）午後６時

Perth Concert Hall：5 St George's Tce, Perth

ABC と WASO が主催するシンフォニー・オー

ストラリア・ヤング・パフォーマンス・アワー

ド。NSW 州と QLD 州から、13 〜 20 歳の４

人のピアニストが出演する。ABC クラシック

FM でも放送される。

料金：＄25

□ Verbitsky Conducts Tchaikovsky

６月 23 日（木）午前 11 時、24 日・25 日（土）

午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St George's Tce, Perth

ロシア出身のマエストロ、ウラディーミル・

ヴェルビツキーによる指揮。演目はチャイコ

フスキーの交響曲第４番、グリンカの「幻想

的ワルツ」。夜の部ではモーツァルトのピアノ

協奏曲第 23 番も演奏される。

料金：一般＄40 〜（コーラス席＄25）、コンセッ

ション＄35 〜（コーラス席＄25）、30 歳未満

＄20 〜（コーラス席＄15）

■ WA Youth Jazz Orchestra

６月 17 日（金）午後７時 30 分

State Theatre Centre of Western Australia：Cnr 

of William St and Roe St, Perth

ニューヨークで活躍するパース出身のトラン

ペット奏者マット・ジョドレル、実力派ジャ

ズシンガーのミシェル・ニコール、西オース

トラリア青年ジャズオーケストラのコラボ

レーション。50 年代＆ 60 年代の名曲で観客

を魅了する。

料金：＄30 〜

チケット：BOCS

■ The Bar at Buena Vista

６月 21 日（火）午後８時

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

キューバの老ミュージシャンで結成されたバ

ンドが、1940 年代に首都ハバナにあった音楽

クラブ、ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ

を再現する。同クラブで活躍したオリジナル

メンバーも含まれ、94 歳のレイナルド・クレ

イは世界最高齢の現役ボーカル。

料金：一般＄79.90 〜＄89.90、コンセッション・

学生・子供（３歳〜 15 歳）＄69.90

チケット：Ticketek

■ Miley Cyrus

７月２日（土）午後８時

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

アメリカのトップアイドル歌手・女優、マイ

リー・サイラスのオーストラリア初ツアー。

若手ながら数々の賞を受賞し、今最もチケッ

トの入手が困難といわれるアーティスト。ソ

ロアルバム「キャント・ビー・テイムド 」な

ど多数披露。

料金：＄80 〜＄99.90

チケット：Ticketek

■ Finbar Furey & Brendan Grace

６月２日（木）午後７時 30 分開場

Octagon Theat re , Un ivers i t y o f Western 

Australia：35 Stirling Hwy, Crawley

音楽とユーモアを愛する２人のアイルランド

人によるショー。シンガーソングライター、

管楽器奏者として活躍中のフィンバー・フー

リーの演奏と、子供から大人まで幅広い層に

人気のコメディアン、ブレンダン・グレース

による喜劇。

料金：一般＄79.50、コンセッション＄69.50

チケット：BOCS

■ Prime Cut

６月２日（木）〜４日（土）午後７時 30 分

Dolphin Theatre, University of Western Australia：

35 Stirling Hwy, Crawley

■ Sichuan Earthquake by Zhao Qing

〜６月 15 日（水）開館日：木〜日曜日

Perth Centre for Photography：91 Brisbane St, 

Perth

中国の報道写真家 Zhao Qing による写真展。

2008 年５月に四川省一帯で起こった大地震で

突然の悲劇に襲われた市民と、懸命の救済に

当たる人民解放軍、医療チーム、ボランティ

アの姿をとらえた 12 日間の記録。

■ Kathmandu Urban Race

６月４日（土）午前９時スタート

NIB Stadium：310 Pier St, Perth

テレビ番組「アメージング・レース」を連想

させる企画。チームに分かれ、公共交通手段

と知能を使って各名所を回りゴールを目指す。

参加登録は、当日午前７時 30 分〜８時 45 分。

www.kathmanduurban.com.au

■ Men in Black Ball 2011

６月 18 日（土）午後６時 30 分

Hyatt Regency Hotel：99 Adelaide Tce, East Perth

近年注目される男性のうつ病や心の病への理

解を深めるためのチャリティーイベント。毎

年 450 人以上が参加するこのイベントでは、

元スポーツ選手などの著名人がアルコール依

存症や肥満、うつ病を克服した体験を語る。

18 歳以上が対象。

料金：＄185

チケット：Ticketek

■ The Dalai Lama（講演とコンサート）

６月 19 日（日）午前９時 30 分〜午前 11 時

30 分（講演）、午後２時（コンサート）

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

チベット仏教の最高指導者、ダライ・ラマ

14 世の精神に接することができる貴重なイ

ベント。午前中はダライ・ラマによる講演

（A Conversation with the Dalai Lama）、午後は

ミュージシャンとダライ・ラマと６時間を共

にするチャリティーコンサート（Songs for 

the Dalai Lama）。

料金：＄15 〜＄50（講演）、＄40 〜＄107.50（コ

ンサート）

チケット：www.dalailamainaustralia.org（講演）、

Ticketek（コンサート）

■ Xmas in July

６月 25 日（土）〜８月６日（土）

Settlers House：125 Avon Tce, York

ヨークの Settlers House で期間中、毎週土曜

日に行われる７月のクリスマス。伝統的なク

リスマスディナーとエンターテインメントを、

Settlers House 内の Ensign Dale Resutaurant で

堪能。詳細は www.settlershouse.com.au で。

料金：＄105、＄350/ カップル（アコモデーショ

ン、朝食込み）

予約：xmasinjuly@settlershouse.com.au

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

季節の催し

その他

コンサート

シアター

スポーツ

フェスティバル

photo by Masayo Nabeshimaphoto by Masayo Nabeshima
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TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。テイクアウト
も可。定番メニューの他、バラエティ豊
かな新メニューも続々と登場しています。

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。																								　		水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. Perth /☎ (08) 9221-1001 
リニューアルオープンしました。記念
セール品を多数揃えてあります。

HELP & HELPER
高齢者・障害者のための生活サポートネット
☎	(08)9293-2224/0410-686-548
日本語によるサポート。家事全般、買い
物、日曜大工、通訳、旅行手配など。
AUS 行政サービスでの経験、介護福祉士
資格 ( 知的及び身体障害を含む）保有。	

NAITO PAINTING
内藤ペインティング
☎ 0417-949-381
塗装の事ならお任せ下さい。大小問わず
お気軽にお電話下さい。見積り無料。
Reg.	No.	3677

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 32 年。
住宅売買、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし	、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
皆様に喜んでいただけるよう専心努力を
致します。携帯：0417-273-739
担当：細川貢司　koji@altitudere.com.au

ビジネスクラシファイド
LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08)	9221-1001　 ストレスを感じたらボ
ディ、指圧、リフレクソロジー等の真のマッ
サージを。経験豊富な日本人セラピスト常
駐。$35/30 分〜。年中無休

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、ストレート）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パーマ、カラー、ヘナ、ウェディング
ヘアメイク。カット $35 〜。ご予約はお
早めに！営業時間：平日９時半〜３時
予約状況は　http://ryoko4hair.client.jp/

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25〜

Backpackers inn Freo
バックパッカーズ　イン　フリーマントル
11 Pakenham St. Fremantle, WA 6160
☎ (08) 9431-7065 / 0402-132-288（日本語）
３泊するとロットネスト島フェリーが
$51 に !!!( 通常パースから $75)　安心の
日本人経営。

A RAINBOW  LODGE 
レインボー・ロッジ・バックパッカーズ
133 Summers Street, PERTH, WA 6000
☎ (08) 9227-1818 / 0417-927-529 	 24 時間
朝食、インターネット、ビリヤード、卓
球、駐車場、全て無料。日本人勤務。
１泊 $22 〜。１週間 $139 〜。２時間働い
てくれた方は１泊無料にします。

REPCO NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
レプコ ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. Northbridge, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語	／ (08) 9328-9198
日本人経営。定期点検 & 一般修理も安心
して大事なお車を経験豊かなメカニック
にお任せ下さい。牽引車もあります。お
問い合わせは日本語でゆかまでお気軽に
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
   	 Forrest Place, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　21st Floor, The Forrest Centre, 221 St. George's
 　Terrace, Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　	パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
	 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Toshitake Hirose   
	 ☎ (08) 9245 4760 / 0451 058 988

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
	 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth	  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■	 緊急電話／ Emergency Calls	 000
	 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
	 ② 住所と状況を伝える

■	 ガス／ Gas　　13 13 52

■	 水道／ Water　 13 13 75

■	 電気／ Electricity　 13 13 51

■	 番号案内／ Directory Assistance
	 　豪州国内　12 23 
	 　海外　12 25 

■	 電話の故障／ Telephone Faults
	 　一般家庭用　　13 22 03
	 　業務用　　13 29 99
	 　携帯電話　　018 018 111
	 　回線不良  （国内）　　11 00
	    　            	（国際）　　12 21

■	 タクシー／ Taxis
	 　スワン　　13 13 30
	 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。

編集長	 高橋　隆幸

Chief Editor	 Takayuki TAKAHASHI

翻訳	 スティックランド

Translator	 リヨーニ・レイ

	 Leonie Rae STICKLAND

	 ニック・ジョン

	 Nick JOHN

編集顧問   	 徳島 和内

Editorial Adviser  	 Kazuchi TOKUSHIMA

● 発行所  Published by

GoForward Australia-Japan Pty Ltd
PO Box 403 Osborne Park

WA 6017 Australia
TEL :1300 551 246

FAX : (+61 8) 9207 2523
info@janews.com.au
www.janews.com.au

JA NEWS 2011 年７月号は、６月 30 日 ( 木 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P 17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット
■ Mt Lawley
ZAKKA BOX
■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
Tansawa-Tei Restaurant
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
Consulate-General of Japan
hair plus	
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant

■ Victoria Park
Super Fuji
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool	
Meijin Garage
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

                                                   （順不同）

Last Resort
Loi's
Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre	
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies
Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
International College of English
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)
■ East Perth
Chanterelle at Jessica's

Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Nippon Food Supplies
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
YHA Fremantle
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Joondalup 
Joondalup Library
■ Leederville 
LUNA Cinema
School of Isolated and Distance
  Education
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Dome Galleria
Sushi - Don



(19)

 The Japan Australia News June 2011

美容師さんの募集

Japanese Hair Salon Takeshi&Team

スタッフを募集しています。ワーキングホ

リデー・学生ビザの方も大歓迎です。

シドニーで経験のある美容師さん優遇しま

す。履歴書 ( 日本語 OK!) 簡単な自己アピー

ルをまずは E-mail で、ご連絡ください。

E-mail: hairsalontakeshi@yahoo.co.jp

住 所 : City mark level1 shop F1A, 683-689 

George St NSW 2000

********************************************************

歯科助手募集

経験のある歯科助手募集中。学生・永住ビ

ザの方ご連絡下さい。☎ 02-9252-5888

********************************************************

不動産営業急募

Work 5 and 1/2 days.Fluent in speaking and 

writing Japanese and English must have cur-

rent drivers license.work for a busy real estate.

office in Ultimo/city. $60,000 OTE (On Target 

Earnings)Please send resume info@dilan.

com.au 

Immediate start required. Alvie.

********************************************************

JAPANESE FINE FOOD HANAICHI

イーストガーデンズ・ショッピングセン

ターにオープン

カジュアルスタッフ募集

内容 : 調理補助

給与 : 時給 $19 より

フルタイムのマネジャー候補も同時募集中

下記まで履歴書をお送りください。

Hanaichi Pty Ltd 　Recruit Division

Email: recruitment@hanaichi.com.au

郵送 :PO Box 223 Salisbury QLD 4107

********************************************************

ニュートラルベイ Kai Sydney

レストランスタッフ大募集

Kai Sydney レストランではキッチン、ホー

ルスタッフを大募集しています。一緒に楽

しいお店を作りましょう。☎ 0437 272 401

Mail:kakinuma@iinet.net.au かきぬままで

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

Chatswood の 和 食 レ ス ト ラ ン「Ichimaru」

では元気なスタッフを募集しています。ビ

ジネスビザ・サポートもあります。独立希

望の方の相談にも乗ります。☎ 0416 334 

384 ひろさわまで。

********************************************************

Manmaruya 

Japanese Noodle Bar スタッフ募集

Campsie、Hurstville 両店共キッチンスタッ

フ、フロアスタッフを募集しています。ど

ちらも駅から 30 秒、おいしいラーメンの

まかないもあります。長期で働ける調理師

の方、ランチだけちょっと働きたい主婦の

方、どなたでもお気軽にお問い合わせくだ

さい。Campsie ☎ 02-9789-5759、Hurstville 

☎ 02-9586-3117 後藤まで。

■空手道場■　　　月火 6：30 - 8：00 pm

メイランズ　オータムセンター内

日豪英指導員　　☎ 0430-270-978　山本

********************************************************

熱い！シングルス専門テニスサークル

J Tennis 中 / 上級〜 シティ近郊土曜 AM

ヒロまで hmatsuo33@yahoo.co.jp

モダンなアパート貸します。City から車

で 10 分。家具付。週 $290。西田まで

☎ 0413-354-878 ／ 9276-7092

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

女声合唱団 The Milky Way メンバー募集中

懇切丁寧な指導＋笑い＋楽しいティータイ

ム有り。初心者歓迎！不定期参加もＯＫ。

随時見学受付

場所；101 Kimbery St, West Leederville 

(Church) 時間；毎週金曜日、11am 〜 1pm

連絡先；☎ 0401-328-945

********************************************************

Beauty therapy まつ毛パーマや Eyelash

Extension、フェイシャル、Waxing など

予約は 0412-903-546（Fremantle) ツグミ

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Ｈair in Ｃarlisle

☎ 0448-610-963    tadatoyo@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問い合せ下さい。

6/25 〜 7/24 はお休みします。

********************************************************

美季美容室　2 Carob Court, O’Connor

☎ 0429-493-739 chiemipoh@yahoo.co.jp

ただ今 CUT に無料シャンプー付き

6 月の営業 : 月 , 火 , 土 , 日 9 時 ~5 時チエミ

********************************************************

パースのパソコン相談所＊日本語で対応

http://perth-pc.com/　℡ 0430-115-911

電話、メールでお問い合わせください。

********************************************************

学割サービス始めました。月、水、木曜

にご来店の学生さんは全品 20％引きにし

ます。ＩＤを確認させていただきます。

********************************************************

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

スタッフ募集！
調理助手 or 経験者（永住者優遇）

タカズ・キッチン

フリーマントル店  ☎ 9335-7676 火〜日

シャフトレーン店  ☎ 9324-1234 月〜土

バラック店             ☎ 9221-4771 月〜土

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

日本語医療センターパース

カジュアル医療通訳スタッフ募集

＊週２〜３日フレキシブルに

 勤務可能な方（土曜含む）

＊要上級英語力（医療英語含む）

＊ WH 不可、長期勤務可能な方

CV( 日・英両方）送付

IMS Pacific GPO BOX 2574 PERTH 6001

お電話でのお問い合わせはご遠慮下さい。

シェフ、ホール、キッチン等スタッフ募

集中。未経験者可。ビザスポンサー制度

有。経歴書を以下までお送り下さい。

taiki003@cronos.ocn.ne.jp

62 Roe St Northbridge WA 6003

☎ (08) 9227 7901

********************************************************

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

********************************************************

■ JA NEWS 営業担当募集 ■

広告セールス及び PR をお手伝いいただ

ける方。未経験者でもやる気があれば大

丈夫。以下まで経歴書をお送りください。

info@janews.com.au

Improve your English. Speak, read & 

write better. Experienced voice & 

language teacher. Reasonable rates

Denis 0466-388-464 dyomyo2@hotmail

********************************************************

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄22.50 〜。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

NSW 州　求人
＜週刊ジェンタより＞

貸します
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Japan Brief Japan BriefJapan BriefJapan BriefJapan BriefJapan BriefJapan Brief 

Overview
Cause of Death and Breakdown of Victims

On April 19, the National Police Agency 
announced that the postmortem results of 13,135 
people confirmed dead in Iwate, Miyagi and 
Fukushima prefectures within a month from 
the occurrence of the Great East Japan Disaster 
showed that more than 90% of them died from 
drowning. The results again highlighted the 
enormity of the tsunami damage, apparently 
different from the damage caused by the Great 
Hanshin-Awaji Earthquake when more than 
70% of the victims were suffocated or crushed 
to death by collapsed houses or buildings. It 
was also revealed that the elderly accounted 
for a very high rate among the dead; about 
65% of them, over 80% of whose identity was 
confi rmed, were 60 years or older.

Evacuation Order and Compensation 
concerning Fukushima Daiichi Nuclear 
Power Plant Accident

The government set the areas within a 20-
km radius of the crippled Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant as a "No-entry Zone" in 
accordance with the Disaster Countermeasures 
Basic Act. No one can, in principle, enter the 
zone effective 12:00 midnight on April 22. In 
addition, the government announced in the 
morning of April 22 "Planned Evacuation 
Zones," covering the whole or parts of five 
cities or towns outside the 20-km radius, from 
which evacuation would be required by the 
end of May, and also "Emergency Evacuation 
Preparation Zones" whose residents are required 
to be so prepared that they can evacuate out to 
other places or prefectures in an emergency.

On April 26, Mr. Banri Kaieda, Minister 
of Economy, Trade and Industry, held a press 
conference after the Cabinet Meeting and 
announced that the Tokyo Electric Power Co., 
would start handing out provisional damages 
payments to those who are evacuating because 
of the nuclear accident. From April 26 on, 
one million yen per household (750,000 yen 
per single-person household) have been paid 
for the residents who lived within a 30-km 
radius of the plant and the residents within the 
"Planned Evacuation Zones." Mr. Kaieda said 
that the government would come up with a 
comprehensive compensation scheme in light 
of the first guidelines that would be accepted 
on April 28 by a "Government Screening Panel 
on Disputes for Compensation for Nuclear 
Accidents." At its meeting on April 22, the 
panel showed its draft guidelines that are 
meant for areas within a 20-km radius of the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant, the 
Planned Evacuation Zones, and the Emergency 
Evacuation Preparation Zones. The scope of 
the compensation includes transportation costs, 
reduced income because of business diffi culties 
and work impossibilities, loss of asset values 
including farm animals, and also mental 
suffering that was not covered when a nuclear 
plant in Tokai, Ibaraki Prefecture, operated by 
JCO Co., caused a criticality accident in 1999.

Temporary Houses
On April  25,  the Ministry of  Land, 

Infrastructure, Transport and Tourism announced 
that about 30,400 of about 72,000 temporary 
houses now being requested will be completed 
by the end of May. Prime Minister Kan at the 
House of Representatives budget committee 
meeting on April 26 said, "The government 
will do its utmost so that everyone who wants 
to move to a temporary house will be able to do 
so by around August 15 at the latest" (Yomiuri 
Shimbun, April 27). Mr. Ritsuo Hosokawa, 

Minister of Health, Labour and Welfare, also 
expressed his idea of extending the occupation 
period of temporary houses, which is now up to 
two years in principle.

Restoration of Tohoku Shinkansen Line
The Tohoku Shinkansen Line, whose service 

has been halted in some parts because of the 
disaster, started its operation in the morning 
of April 25 between Tokyo and Sendai 
after one and a half months. As the Sendai-
Ichinoseki (Iwate Prefecture) service will be 
restored on April 29 just before the Golden 
Week consecutive holidays, the entire Tohoku 
Shinkansen Line will be in full operation.

Visit to Miyagi Prefecture by Their Majesties
Following their visits to evacuation centers in 

Tokyo, Saitama, Chiba and Ibaraki Prefectures 
from late March to last week, Their Majesties 
the Emperor and Empress on April 27 visited 
evacuation centers in Minami Sanriku-cho, 
which was devastated by the March 11 tsunami, 
and Sendai City, to encourage the evacuees. At 
the gymnasium of Utatsu junior high school of 
Minami Sanriku-cho, where there are about 200 
evacuees, Their Majesties knelt to speak with 
them.

Overview
Numbers of Victims and Evacuees

Two months have passed since the occurrence 
of the Great East Japan Earthquake on March 
11. The National Police Agency confi rmed that 
as of May 11, the Earthquake had left 14,981 
people confirmed dead and 9,853 listed as 
missing. Across the country, more than 115,000 
people are still living in shelters.

Developments over the Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant Accident

In the Fukushima Daiichi Nuclear Power 
Plant, workers entered the reactor building of 
Unit 1 on May 5, for the first time after the 
hydrogen explosion on March 12, and put 
the air clean-up system into action by setting 
a ventilation hose pipe. In the gray of the 
morning of May 9, a total of nine people from 
the Tokyo Electric Power Company (TEPCO) 
and the Nuclear and Industrial Safety Agency 
(NISA) stayed in the Unit for about thirty 
minutes to measure radiation doses. This kind of 
preparation is leading toward the stable cooling 
of the reactors.

On May 10, residents of the "No-entry Zone," 
or the areas within a 20-km radius of the Plant, 
were fi rst allowed to make a brief return to their 
homes. Those who returned at this time were 
a total of 92 people from 54 households in the 
village of Kawauchi. Wearing protective gear 
to keep out radioactive materials, the residents 
brought out their valuables including family 
photos and ancestral memorial tablets under 
a two-hour time limit. A similar brief return 
will be conducted for residents of eight other 
municipalities in the No-entry Zone.

Prime Minister Naoto Kan requested the 
Chubu Electric Power Co., to shut down the 
Hamaoka Nuclear Power Plant in Omaezaki 
City, Shizuoka Prefecture, on the grounds that 
the power plant is located in an area covering 
the anticipated epicenter of a Tokai earthquake 
that has a very high probability of occurring. In 
response, Mr. Akihisa Mizuno, President of the 
utility company, held a press conference on May 
9 to announce that the company would suspend 
all the nuclear reactors of the plant within a few 
days, saying "We judge that the request of the 

Overview of and Recovery from the 
Great East Japan Earthquake

April 28, 2011

May 12, 2011

May 20, 2011

prime minister is significant." The suspension 
will continue until measures against tsunami 
are taken. The company will hurriedly build a 
bulwark, which may take 2-3 years.

At a press conference on May 10, Prime 
Minister Kan expressed his idea of discussing 
the future energy policy in the direction of 
reducing dependence on nuclear power. He said 
that Japan would review its Basic Energy Plan 
estimating that nuclear energy will account for 
half the total electricity generation in 2030, and 
that regarding renewable energy as a key energy 
and creating an energy-saving society would be 
the major pillars."

Road to Recovery
The First FY2011 Supplementary Budget

On May 2, the first FY2011 supplementary 
budget bill for recovery and reconstruction from 
the Great East Japan Earthquake passed the Diet. 
The budget totaling 4,015,300 million yen will 
be fi nanced by using a part of the contingency 
funds meant for economic crises, diverting basic 
pension funds, reviewing highway toll rates and 
other means, and will be used for reconstructing 
roads and fishing ports, disposing of debris, 
constructing temporary housing, and other 
purposes.

Overview
Developments over the Fukushima Daiichi 
Nuclear Power Plant Accident

On May 12, the Tokyo Electric Power 
Company (TEPCO) acknowledged that so-
called "meltdown (melting of the core of a 
nuclear reactor)" occurred in Unit 1 of the 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant and 
that melted nuclear fuel piled up at the bottom of 
the pressure vessel. TEPCO announced on May 
14 that a large amount of water contaminated by 
radioactivity was in the basement of the reactor 
building. It is believed that the water injected 
to cool the reactor down had leaked from the 
broken containment vessel.

On May 15, TEPCO announced the condition 
of Unit 1 after the arrival of the tsunami based 
on the analysis results compiled from the data 
recorded in the central control room, which 
revealed how the accident developed. According 
to this announcement, at about 7:30 p.m. on 
March 11, about four hours after the tsunami 
reached the power plant, the water level had 
become so low that all the fuel was exposed 
over the water and started to melt down into 
the bottom of the pressure vessel, the start of 
"meltdown." By the early morning of the next 
day, March 12, most of the fuel had melted and 
dropped down into the bottom of the vessel.

Taking account of the Unit 1 situation, 
TEPCO announced on May 17 a revised version 
of the roadmap for controlling the accident 
originally announced on April 17. The revised 
roadmap lays out a plan to give priority to a 
method by which contaminated water leaking 
into the basement of the containment building 
will be purifi ed and recycled to cool the reactor 
because TEPCO judged that fl ooding the reactor 
with water to cool it down was not feasible. As 
to the timing of a cold shutdown, the roadmap 
maintained its original target of "in six-nine 
months."

In his press conference on May 18, Prime 
Minister Naoto Kan said that at a meeting of a 
committee to be set up soon to investigate the 
nuclear accident, the present form of atomic 
energy administration should be reviewed as 
the Nuclear and Industrial Safety Agency, the 
watchdog of the nuclear stations, belongs to 
the Ministry of Economy, Trade and Industry, 
which promotes nuclear power generation. Mr. 
Kan also referred to the business structure of the 
power companies and expressed his idea that 
the separation of the generation and distribution 
of power should be discussed while reviewing 
basic energy policy.

Planned Evacuations Start
On May 15, planned evacuations started 

in the local governments of Iitate village and 
Kawamata town, of the fi ve municipalities the 
whole or part of which are designated as the 
planned evacuation area, an area which, though 
outside the 20-km radius of the Fukushima 
Daiichi Nuclear Power Plant, is at risk of 
being exposed to more than 20 milli-sieverts of 
accumulated yearly radiation.

In the planned evacuation area, about 10,000 
residents (half of them have already evacuated 
voluntarily) are now requested to leave the area 
by the end of May at the latest. This time 113 
people of 18 households were evacuated. The 
municipalities are planning to evacuate families 
with pregnant women or small children fi rst.

Summer Electricity-saving Plan Decided
On May 13, the government's Review 

Meeting on Power Supply and Demand decided 
on an official measure to avoid blackouts this 
summer that might be triggered by electricity 
shortages within the areas covered by TEPCO 
and the Tohoku Electric Power Co., Inc. It will 
call on Japanese companies and households to 
uniformly reduce their peak consumption of 
electricity by 15% compared with last summer, 
which was extremely hot. It will also prepare 
to put a limit on big power users in accordance 
with the Electricity Business Act.

(Copyright 2011 Foreign Press Center / Japan)
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

　パースでは、４月の下旬にイースターと

ANZAC	Day の長い休みがあった。これは

ちょうど日本のゴールデン・ウィークみた

いなもので、新しい年に入って３カ月ぐら

い仕事を頑張って疲れた時期に、必要な休

日だと思う。そしてパースは休日が少ない

から、イースター・ホリデーが終わってか

らは、年の終わりまではもう長い休みがな

い。だからこそ、イースター・ホリデーは

本当に楽しまなきゃ！

　もし日本から観光客がイースターの時期

にパースへ遊びに来たとしたら、「何なん、

このチョコ？」とビックリするんじゃない

かな。よく意味が分からなくても、とりあ

えず可愛（かわい）いからお土産に買って、

日本に持って帰るかもしれない。そしても

しちょうどイースターの休日である週末に

来たら、店が全部閉まっていて何もするこ

とがない人もいると思う。どこか外国へ旅

行に行く時は休日に要注意！

　私は今年から、フルタイムの仕事をしな

がら大学院のコースをパートタイムで取っ

ているので、休みといっても勉強タイムに

している。だけどほとんどのパース人に

とって、イースター・ホリデーは家族や友

達とどこかへ旅行したり、遊んだりする時

間なのだ。そしてもちろんイースターだか

らチョコレートを交換し、気分が悪くなる

までチョコレートを食べてしまう人もたく

さんいる…イースターのチョコレートは一

年で一番おいしいから、危ないね！

　家族に子供がいたら、イースター・エッ

グ探しをする人もたくさんいる。私も、自

分の子供はいないけど、知り合いのお子さ

んたちのためにチョコレートのエッグをた

くさん隠して、それを子供たちがワイワイ

言いながら探した。本当に楽しかった！

　しかし最近聞いたんだけど、幼稚園や学校

では小さい子供たちはもうイースター・エッ

グ探しができなくなるかもしれない。なぜな

ら、クリスチャンでない人たちは、子供にキ

リスト教の行事をさせたくないから。

　でも、これが私にはよく分からないね。

子供なら、キリスト教の行事でも、そうじゃ

なくても、チョコレートはチョコレートで

大好きなはず！　宗教とは関係なく昔から

オーストラリアの子供たちが楽しんできた

文化だから、やめてしまったらこれからの

子供たちがかわいそうだと思う。私は自分

が小さい時に、イースター・エッグ探しで

たくさんいい思い出ができたし、今の子供

たちやこれからの子供たちにも楽しんでほ

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	69	Tegan	Chubb
第 69 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

The recent Easter and ANZAC Day long 
weekend in Perth, this year in April, is 
comparable to Japan’s Golden Week holiday. 
Usually about 3 months into the new year, it 
is an important break for those people who are 
tired and starting to need a break from work. 
As Perth’s public holidays tend to be few and 
far between, for most people there really aren’t 
that many long breaks until the end of the year. 
This being the case, it is especially important 
to enjoy this long break!

I often wonder if visitors from Japan came 
to Perth around the Easter period get quite 
a shock, thinking “what on earth is all this 
chocolate about?” Even if they’re not quite 
sure of the actual meaning, no doubt there 
are some people who will buy some as a cute 
souvenir, and take it back to Japan after their 
trip. But if anyone arrived right on the public 
holiday weekend of Easter, I’m sure they 
would not fi nd much to do with all the shops 
closed at that time. It just goes to show, it is 
important to remember to check the holidays 
and festivals when you travel overseas!

This year I have begun studying a post-grad 
course part time at university, on top of my 
full time job, so the break has been more of a 
time to catch up on study rather than a holiday. 
But for most people in Perth, the time off is 
a chance to go away for a break with family 
and friends, and spend time doing what they 
like. Also of course, people exchange Easter 
chocolates and on occasion eat until they feel 
ill… The chocolate at Easter is the best for the 
year, so it’s easy to do!

If there are children in the family, often they 
will have an Easter egg hunt to look forward 
to. Although I don’t have children of my own, 
this year we hosted a hunt for some kids that 
we know and hid some little chocolate eggs 
for them. They had such an exciting time 
searching for all the eggs, and it was so much 
fun for us too!

But I have recently heard news that young 
children may not be able to participate in 
Easter egg hunts in day care and school for 
much longer. This is because non-Christian 
families prefer not to have their children 
participate in Christian activities at school.

I don’t really understand what the fuss is 
about, as children love chocolate regardless of 
religion! As children in Australia have taken 
part in these events throughout the past as part 
of our culture, I think it is a real shame for the 
kids if the tradition isn’t continued. I know 
that I myself have great memories of hunting 
for eggs at Easter, and would like for other 
children to be able to do the same. I feel sad 
for a world in which we cannot continue our 
past traditions. The world really is becoming 
such a complicated place these days.

On another note, in June last year, exactly 1 
year ago, I introduced my new goldfi sh little 
J.J., but today I have some sad news. After 
caring for J.J. for about 1 year and 2 months 
and enjoying every minute of it, unfortunately 
he passed away recently.

I also had a friend for little J.J., named Mr. 
T, but he had previously died last month. Since 
Mr. T’s passing, little J.J. has not really been 
himself. I wondered if the water was dirty and 
so changed it, bought some medicine from the 
pet shop and tried that, but all was to no avail. 
There really isn’t anyone as helpless as the 
owner of a sick goldfi sh…

Perhaps little J.J. simply lost his will to live 
after his friend Mr. T passed away?

The other day when I woke up and went to 
give J.J. his food, the normally excited little 
goldfi sh wasn’t moving any more. When a pet 
dies, depending on the person, some people are 
just as affected as when somebody they know 
passes away. I enjoyed keeping my goldfish, 
looking after them each day and making sure 

しい！　昔から続けてきた文化

行事がもうできなくなってしま

う世界は、ちょっと寂しいね。

本当に、複雑になってきている

世の中だ。

　ところで去年の６月、ちょう

ど１年前に金魚の J.J. ちゃんを

みんなに紹介したけど、今回は

悲しいニュースがある。約１年

２か月飼って、一緒に楽しい時

間をたくさん過ごした J.J. ちゃんが、最近

亡くなってしまった。

　J.J. ちゃんのお友達の Mr.	T ちゃんも飼っ

ていたけど、先月 Mr.	 T ちゃんが亡くなっ

てからは、J.J. ちゃんもだんだん元気がな

くなってしまった。水が汚いのかなと思っ

てよく替えたり、病気なのかなと思って

ペット・ショップから薬を買ってきてやっ

てみたりしたけど、残念ながら助からな

かった。病気の金魚の飼い主ほど無力な人

はいないね…。

　J.J. ちゃんは、お友達の Mr.	T ちゃんが

亡くなってからは、生き続ける意味がなく

なっちゃったのかな？

　それでこの間の朝私が起きて J.J. ちゃん

に餌をあげようとしたら、いつも餌を楽し

みしていた J.J. ちゃんが、もう動いていな

かった。ペットが亡くなった時は、人によ

るけど、人間の知り合いが亡くなった時と

同じように寂しく感じる人がたくさんい

る。私はペットを飼っていたら、毎日世話

をして毎日様子を気にするから、失った時

はやっぱり寂しい…。

　だから終わりに、亡くなった金魚たちに

ささげる俳句を—

失った子

金色ピカピカ

ずっと光る

　この欄への感想など、読者の方から

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com	までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！

they were ok, so it was very sad 
for me…

So, I’d like to finish with a 
tribute haiku for my goldfi sh:

My lost little friends
Sparkling golden in the sun
Shine on forever

I’m inviting comment from 
readers of JA NEWS to le t 
me know direct ly what you 
think. You can contact me on 
teganjanews@gmail.com. I look 
forward to hearing from you! 

隠れてるウサギちゃんたち、見〜っけ！
Easter bunnies in their hiding spot… I found you!
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こ
の
上
な
く
怜
悧
（
れ
い
り
）
に
し

て
飛
び
抜
け
た
行
動
力
を
持
ち
、
官

僚
の
ほ
と
ん
ど
が
認
め
る
政
治
家
。

　
人
材
は
与
野
党
に
数
人
い
る
の

で
、
党
派
を
超
え
て
人
選
し
、
依
願

す
べ
き
だ
っ
た
。
戦
争
も
災
害
も
賢

明
な
司
令
官
と
機
動
力
の
あ
る
組

織
、
豊
か
な
物
量
が
な
く
て
は
負
け

る
と
い
う
こ
と
。
と
も
か
く
既
成
の

法
に
と
ら
わ
れ
て
は
ダ
メ
。
た
と
え

ば
「
民
間
の
ヘ
リ
が
物
を
投
下
し
て

は
な
ら
な
い
」「
重
機
は
ナ
ン
バ
ー

な
し
で
は
公
道
を
走
れ
な
い
」
と
い

う
法
。
こ
れ
ら
は
、
救
国
の
臨
時
措

置
を
も
っ
て
救
済
と
援
助
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
そ
れ
が
国
家
の
長
た

る
も
の
の
責
務
で
は
な
い
か
。
そ
れ

を
持
た
な
い
日
本
は
、
天
災
に
人
災

が
加
わ
っ
て
、
さ
ら
に
悲
劇
的
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
今
回
の
東
日
本
大
地
震
は
、
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
北
米
プ
レ
ー
ト

に
潜
り
込
む
際
に
起
こ
っ
た
。
そ

の
南
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
の
動
き
が
あ
り
、
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
と
ぶ
つ
か
る
千
葉
県
北
部
や
茨

城
南
西
部
な
ど
は
地
震
が
多
発
す

る
�地
震
の
巣
�
と
い
わ
れ
る
。
だ

が
、
Ｍ
５
程
度
の
も
の
が
多
く
大

き
な
被
害
に
は
な
り
に
く
い
。

　
プ
レ
ー
ト
の
せ
め
ぎ
合
い
を
、
前

回
紹
介
し
た
元
東
大
地
震
研
究
所
長

の
力
武
常
次
氏
は
「
箸
を
曲
げ
て
い

く
と
、
や
が
て
ポ
キ
ン
と
折
れ
る
の

と
同
じ
」
と
解
説
。
海
の
プ
レ
ー
ト

が
陸
の
そ
れ
を
引
っ
張
っ
て
下
に
入

り
込
む
時
に
変
形
す
る
の
だ
が
限
度

が
あ
る
。
も
う
ダ
メ
と
な
る
と
、
ポ

ン
と
上
に
跳
ね
上
が
る
。
こ
れ
が
海

溝
で
の
巨
大
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
、
日
本
に
お
い
て
は
伊
豆
半
島
の

沖
合
か
ら
四
国
ま
で
の
間
に
、
こ
う

し
た
巨
大
地
震
が
定
期
的
に
起
き
て

い
る
。
東
海
・
南
海
地
震
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
特
に
相
模
湾
、
遠
州
灘

あ
た
り
の
東
海
地
震
の
危
険
性
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
関
東
大
地
震
（
大
震
災
）

を
起
こ
し
た
、
内
陸
で
起
こ
る
直
下

型
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
頻
度
も
規

模
も
比
較
的
低
い
と
さ
れ
る
が
、
首

都
圏
な
ど
の
大
都
市
で
起
こ
っ
た
場

合
は
悲
劇
的
な
結
果
と
な
る
。
予
知

も
相
対
的
に
難
し
く
、
人
口
密
集
地

の
場
合
、
大
惨
事
と
な
る
可
能
性
が

高
い
。
た
だ
、
普
段
か
ら
の
準
備
と

心
が
け
、
地
震
や
津
波
に
対
す
る
知

識
が
あ
れ
ば
、
被
害
を
軽
減
で
き
る
。

　
災
害
対
策
で
ま
ず
想
定
す
る
の
が

非
常
食
、
水
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

電
池
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
た
持
ち
出

し
袋
の
準
備
、
家
具
な
ど
の
固
定
と

い
っ
た
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
力
武

氏
は
「
準
備
す
る
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
が
そ
れ
よ
り
、
い
ち
早
く
体
だ

け
で
逃
げ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
家
族

が
ど
こ
で
落
ち
合
う
か
決
め
て
お
く

こ
と
が
肝
要
」
と
言
う
。
携
帯
ラ
ジ

オ
と
か
携
帯
電
話
と
予
備
の
バ
ッ
テ

リ
ー
、
電
池
も
重
要
だ
ろ
う
。
携
帯

電
話
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
遭
っ
た

ら
即
座
に
安
否
を
伝
え
る
べ
き
、
と

い
う
の
が
今
災
害
の
教
訓
。
中
継
局

な
ど
が
津
波
の
後
も
、
し
ば
ら
く
は

稼
動
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
今
回
の
地
震
直
後
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
町
・
浦
安
市
が
大
混

乱
に
陥
っ
た
。
震
度
は
５
強
だ
っ
た

が
、
な
に
せ
あ
そ
こ
は
埋
め
立
て
地
。

地
面
の
割
れ
目
か
ら
水
が
滾
々
（
こ

ん
こ
ん
）
と
湧
き
出
て
、
至
る
と
こ

ろ
に
水
た
ま
り
が
で
き
た
。
遊
園
地

の
駐
車
場
は
泥
田
と
な
り
、
タ
イ
ヤ

が
そ
っ
く
り
埋
ま
っ
て
し
ま
う
車
が

続
出
。
浦
安
市
内
も
同
様
で
、
道
路

に
は
割
れ
目
が
た
く
さ
ん
で
き
、
ゆ

る
ん
だ
地
盤
に
の
め
り
込
ん
で
傾
く

家
が
多
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
（
ふ

た
）
は
１
メ
ー
ト
ル
余
も
飛
び
出
し

て
い
た
。

　
こ
の
埋
め
立
て
地
は
、
か
つ
て
は

大
干
潟
。
力
武
氏
に
言
わ
せ
れ
ば
、

そ
こ
を
埋
め
立
て
て
建
て
ら
れ
た
ビ

ル
や
諸
施
設
は
、
ま
さ
に
砂
上
の
楼

閣
。
建
設
計
画
に
地
震
学
者
が
呼

ば
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
勘
繰
れ
ば
、

地
震
学
者
に
相
談
す
る
と
、
開
発
計

画
の
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
」
と
苦
笑
し
た
の

を
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

す
。
浦
安
を
は
じ
め
と
す
る
埋
め
立

て
地
の
液
状
化
は
、
あ
る
種
の
人
災

で
あ
る
。

災
害
時
、リ
ー
ダ
ー
の
資
格
と
は
！

　
人
災
と
い
え
ば
、
原
発
事
故
も
含

め
て
、
政
府
の
事
後
対
策
に
は
首
を

か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
被
災

者
救
済
だ
が
、
司
令
塔
が
ふ
ら
ふ
ら

し
て
い
た
。
自
衛
隊
の
投
入
は
小
出

し
の
上
、
こ
う
し
た
災
害
に
は
最
も

威
力
を
発
揮
す
る
空
か
ら
の
救
援
が

な
っ
て
い
な
い
。

　
消
防
庁
、
海
上
保
安
庁
、
航
空
自

衛
隊
な
ど
の
ヘ
リ
の
機
数
に
は
限
度

が
あ
る
の
で
、
陸
上
自
衛
隊
第
一
空

挺
（
く
う
て
い
）
団
の
派
遣
も
必
要

だ
っ
た
。
防
衛
省
（
自
衛
隊
）
も
含

め
て
、
省
庁
を
横
断
し
て
統
率
し
、

最
も
有
効
な
救
援
と
復
旧
を
差
配
す

る
の
は
、
政
権
を
担
っ
て
日
の
浅
い

民
主
党
の
首
脳
に
は
荷
が
重
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
さ
は

福
島
原
発
事
故
の
事
後
処
理
に
端

的
に
表
れ
て
い
る
。
世
界
の
専
門

家
を
緊
急
招
集
し
、
適
切
な
策
を
、

一
分
一
秒
を
惜
し
ん
で
行
う
。
こ

う
し
た
英
断
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
ら
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

二
次
、
三
次
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
ろ
う
。
ま
こ
と
に
残
念
で
悔

し
い
限
り
。

　
教
訓
と
し
て
は
、
災
害
対
策
本
部

を
一
本
に
絞
り
、
命
令
系
統
を
簡
素

化
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
総
理
が
兼

務
す
る
本
部
長
権
限
を
一
手
に
担

い
、
諸
策
を
果
敢
に
断
行
す
る
代
行

者
を
任
命
す
る
こ
と
。
そ
の
人
物
は
、
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and various facilities there is just like 
building a house of cards. No seismologist 
is ever invited to the building planning 
process. I suspect that the builders imagine 
that their development plans will be hindered 
if they consult a seismologist.’ Liquifaction 
on reclaimed land such as Urayasu is thus a 
kind of man-made disaster.                           

In times of disaster, what makes a leader?
On the topic of man-made calamities, 

including the nuclear power-plant accidents, 
I cannot help being puzzled at the followup 
measures taken by the government. Firstly, 
as regards aid for victims of the disaster, 
the control tower was shaky. Not only was 
the deployment of Self-Defence Forces 
piecemeal, but airborne rescue missions, 
which exercise the greatest strength in such 
calamities, were not done properly.

As there are limits to the number of 
helicopters belonging to such bodies as the 
Fire and Disaster Management Agency, 
Japan Coast Guard and Japan Air Self-
Defence Force, it was also necessary to 
dispatch the Japan Ground Self-Defence 
Force’s First Airborne Brigade. Taking the 
reins across multiple ministries and agencies, 
including the Ministry of Defence (Self-
Defence Forces) and regulating the most 
effective rescue and rehabilitation efforts 
must have been a heavy burden upon the 
leader of the Democratic Party, still new to 
power.

His vulnerability was vividly manifest 
in his handling of the aftermath of the 
Fukushima Nuclear Power Plant accidents. 
If he had been the kind of leader who could 
make the bold decision to call an emergency 
gathering of experts from around the world 
and carry out appropriate measures without a 
moment to lose, he probably could have kept 
the damage to a minimum, and prevented 
secondary and tertiary damage. It is truly 
regrettable, and I feel extreme vexation.

The lesson to be learn t f rom th is 
is the need to have a s ingle disaster 
countermeasures office for disaster-response, 
and to simplify the chain of command; for 
the prime minister to assume single-handed 
authority in his additional post as head of 
that office, and to appoint proxies to push 
through the various measures unflinchingly. 
Those personages would be politicians 
of supreme cleverness, with outstanding 
ability to take action, and those whom most 
bureaucrats would acknowledge.

As there were several likely candidates 
in both the governing and opposition 
parties, their selection and request should 
have been carried out on a non-partisan 
basis. It is said that there will be losses in 
both wars and disasters unless there are 
wise commanders, organisations that have 
mobility, and abundant material. At any rate, 
it is no use being hidebound by existing 
laws, such as ‘private-sector helicopters 
must not drop things from the air’ or ‘heavy 
machinery cannot run on public roads 
without a numberplate.’ These should be 
made so that rescue and aid efforts can be 
carried out by extraordinary measures for 
national salvation. Isn’t that the duty of one 
who heads a nation? In its lack of that leader, 
Japan became all the more tragic, when 
natural disaster was compounded by man-
made calamity.

The recent Great East Japan Earthquake 
occurred when the Pacif ic Plate s l id 
underneath North American Plate. To the 
south, there is shifting of the Philippine 
Sea Plate, and the area in northern Chiba 
Prefecture and south-west Ibaraki Prefecture 
where this crashes against the Pacific Plate 
is a so-called ‘cradle of earthquakes’ where 
quakes often erupt. Most of these are of about 
Magnitude 5, and tend not to cause great 
damage.

The former Director of Tokyo University’s 
Earthquake Research Institute, Tsuneji 
Rikitake, explains the clashing of plates as 
follows: ‘It is the same as when you keep on 
bending a chopstick until it eventually snaps.’ 
In a process called subduction, when a marine 
plate pulls a land-based plate down with 
it, they change shape, but there are limits. 
When the plates cannot stand the strain any 
more, they vigorously rebound with a sudden 
release of energy. That is the megaquake 
mechanism in marine trenches, and in 
Japan, such megaquakes have regularly 
occurred between offshore Izu Peninsula and 
Shikoku. These are called Tōkai or Nankai 
earthquakes, and there is claimed to be a high 
risk of Tōkai earthquakes around the Sagami 
Bay and Enshū-nada areas.

On the other hand, there are also so-called 
‘near-field’ or ‘epicentral’ earthquakes which 
occur inland, such as the one that triggered 
the Great Kanto Earthquake Disaster which 
devastated Tokyo and Yokohama in 1923. 
While their frequency and scale are deemed 
to be comparatively low, when these occur in 
huge cities such as metropolitan Tokyo they 
have tragic results. They are also relatively 
difficult to predict, and when they happen 
in densely-populated areas, they are highly 
likely to turn into catastrophes. If, however, 
people make preparations and take care on 
a habitual basis, and have knowledge about 
earthquakes and tsunami, then the damage 
can be lessened.

When making disaster contingency plans, 
the sort of things that come to mind are the 
preparation of an emergency pack with a set 
of emergency rations, water, a torch, a radio, 
batteries and so on, and the fixing of furniture 
to walls, et cetera. On this matter, Dr Rikitake 
says: ‘It is better to be prepared, but more 
importantly, one should instantly escape 
empty-handed. And it is vital that family 
members decide in advance where they will 
rendezvous.’ It is probably important to 
have a portable radio, a mobile phone and 
spare batteries of various kinds. With mobile 
phones, the lesson from the current disaster 
is that people should instantly report their 
safety situation. This is because relay stations 
and the like were still operating for a while 
even after the tsunami.

Immediately after the recent quake, 
Urayasu City, home of Tokyo Disneyland, 
fell into enormous confusion. The degree 
of shaking recorded there was a little over 
five on the Japanese scale, but that area is 
reclaimed land, after all, and water welled 
up copiously from cracks in the ground, 
resulting in puddles forming everywhere. The 
Disneyland carpark turned into a sea of mud, 
and a string of cars had their tyres completely 
buried in the mire. It was the same situation 
in downtown Urayasu: many fissures 
appeared in the roads; numerous houses 
started to lean at an angle, sinking into the 
loosened ground; and manhole covers were 
blown more than a metre away.

That reclaimed land once was a huge 
tidal flat. As if it were yesterday, I recall 
Dr Rikitake’s wry smile as he remarked: 
‘Reclaiming that area and erecting buildings 
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News Photos from JAPAN

❶ OSHINO
Cherry blossoms near Mt. Fuji 
in full bloom
People view cherry blossoms in full bloom against 
the backdrop of Mt. Fuji in Oshino, Yamanashi 
Prefecture, on April 28, 2011. 

❷ YAMADA
Carp streamers in disaster area
A total of 200 carp streamers fl y over the premises 
of the Science Museum of Whale and Sea in the 
town of Yamada, Iwate Prefecture. The museum 
suffered major damage in the March 11 quake and 
tsunami. The 200 streamers are among the 200 
donated from the Shizuoka prefectural government 
and another 100 from people from across Japan. 
Putting up carp streamers outside homes is a 
tradition around Children's Day on May 5 in Japan.

❸ TOKYO
Cloud computing service helps 
disaster-affected animals
A dog is examined during a demonstration in 
Tokyo on May 12, 2011, using the cloud computing 
system of Fujitsu Ltd., which allows information 
management of the health condition of pets. 
A shelter in tsunami-struck Ishinomaki, Miyagi 
Prefecture, is using the system to manage and 
share information on the health of pets rescued in 
the aftermath of the March 11 disaster. 

❹ TOKYO
Renewable energy could meet 
77% of global supply
File photo shows solar power generation panels 
installed on the roofs of houses in Ota, Gunma 
Prefecture. A U.N. panel on climate change said 
in a report on May 9, 2011, that 77 percent of the 
world's energy supply could be met by renewable 
energy by 2050 if backed by the right public 
policies. 

Source : Kyodo News International
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Ogasawara Islands to be World Heritage sites

TOKYO, Japan - File photo taken in October 2007 shows Futami 
port on Chichijima Island, part of the Ogasawara Islands off Tokyo. 
An advisory panel to UNESCO has recommended registering the 
islands and the Hiraizumi area in northeastern Japan as World 
Heritage sites, the Japanese government said May 7, 2011.
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